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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト：じゃいあん

デザイン：寺田鷹樹





第一話　〈加護の儀〉




１




　今日は俺ことエルマ・エドヴァンの〈加護の儀〉の日であった。エドヴァン家の広間には親族が集まっており、静かに俺を見守っている。

　加護とはクラスとも呼ばれ、か弱い人間達が魔物に対抗できるように、神々が授けてくれる力のことである。クラスを得た人間は身体能力が強化されると同時に、様々なスキルと呼ばれる力を扱うことができるようになるのだ。クラスには魔法剣士や黒魔術師といったものがあり、それぞれ戦闘スタイルや役割が異なる。

　満十五歳となった次の年始まりの日が、その人物の〈加護の儀〉の日となる。クラスは血筋や言動、運命によって左右されるとされており、〈加護の儀〉までの十五年は神々が新たな戦士の本質を見極めるための時間だといわれている。

　当主のクラスは貴族家の権威にも大きな影響を与える。エドヴァン伯爵家は代々、剣を扱う系統の強大なクラスである剣けん聖せいを有して領地を守護し、導いてきた。当然、次期当主として、俺にもその役割が期待されている。

「大丈夫だ、エルマ。お前がこれまで勤勉に鍛錬を積んできたことは、父である俺がよぅく知っておる。お前は俺の子……必ずや、強力なクラスを剣の神様が授けてくれようて」

　エドヴァン家当主である父が、俺の肩へ手を置いた。

「ええ、わかっています父様。心配などしていませんよ」

　俺は父へと小さく頭を下げ、老神官の許へと向かった。

　通常〈加護の儀〉は教会で執り行うものなのだが、この老神官は俺の〈加護の儀〉のためにわざわざ父が館へと招いたのだ。それも都市で最もレベルの高い、【Lv：50】の神官を、である。

　別に神官の質はクラスの決定に影響しないのだが、俺に少しでもいいクラスを引いてほしい、という親心から行った願掛けのようなものだ。

　しかし……なんだろう？　この状況、妙なデジャヴを感じる。昔から何かを聞いたり見たりする度に、それを前々から知っていたような感覚に襲われることがあるのだ。まあ、ただの気のせいだろうが……。

「では、ご子息様や、失礼いたしますな。〈バプテスマ〉！」

　老神官がそう口にした途端、俺の周囲に魔法陣の青白い光が浮かんだ。身体に何か……力が定着していくのを感じる。

〈バプテスマ〉は聖魔法に属するスキルであり、条件を満たした人間に加護、クラスを発現させることができるのだ。

「これで完了いたしました。貴方は〈ステータス〉を使えるようになったはずです」

〈ステータス〉というのは、クラス持ちであれば誰もが扱える力である。自身のクラスの状況を空間に文字列として投影し、確認することができる。

「はい、では……〈ステータス〉！」

　そう唱えた瞬間、光が集まり、俺の手許に〈ステータス〉が形成されていく。

　それを見て、俺ははっとした。やはり、俺はこれを知っている。五年、十年……いや、もっと前……そう、俺が生まれるより前に。

　この世界は、俺が前世でやり込んでいたＶＲ対応のオンラインゲーム、〈マジックワールド〉と全く同じなのだ。色々と理解しがたいが、そうとしか言いようがない。敢えていうのならば、前世の俺の妄執が転生の垣根を超越したのかもしれない。

　一日二十時間をこのゲームに費やした日もあり、隅から隅まで知り尽くしているといっても過言ではない。

　その瞬間、俺は歓喜と、勝利の確信があった。

　前者の歓喜は、熱中していたゲームの世界に入り込んだその喜び。そして後者の勝利の確信は、俺が〈マジックワールド〉のあらゆるクラス、スキル、そして魔物の性質を熟知している、ということである。

〈マジックワールド〉では、キャラメイク時にこの世界の神より二十近い質問を受け、その結果に応じたクラスでキャラが生成される、というシステムになっていた。

　どうやらこの世界では、十五歳までの生き様によって決定されるようだ。生まれたばかりの赤ん坊が自身の生き様の面接を受けるわけにもいかないので、現実とゲームの擦り合わせによって生じた変化なのかもしれない。

　どのクラスでも上手くやってみせる自信はあるが、やはり〈マジックワールド〉で愛用していた、あのクラスが欲しい。

　俺は祈りながら、〈ステータス〉へと目をやった。





【エルマ・エドヴァン】

クラス：重騎士

Ｌｖ　：１

ＨＰ　：10／10

ＭＰ　：４／４






　俺は表示を見た瞬間、笑いが込み上げてきた。勝った……〈マジックワールド〉最強と呼ばれる、インチキクラス、重騎士だ。

　重騎士は守り特化で、敵の攻撃を引き付けて味方を守るクラスである。少なくともサービス開始からしばらくの間はそういわれていた。

　また、他の防御特化クラスと比べても性能に応用が利かず活躍の幅が狭く、攻撃性能が低すぎてレベルもまともに上げられない、不遇クラスを超えた欠陥クラスだといわれていた。

　特に〈マジックワールド〉は、如何に強敵を倒して効率よくレベルを上げるかがゲーム攻略のポイントであった。その時点で、能動的に攻撃できない重騎士は、ゲームコンセプトから見放されている、とまでされていた。

　それでも物好きはいるもので、サービス開始からしばらく経った頃、重騎士の性能検証を徹底的に行う解析チームが現れた。使えない使えないといわれれば、逆に使いたくなるのが人間の性というものである。俺も興味が出て、サブキャラで重騎士を作って解析チームに参加していた。

　その結果、重騎士は防御特化を隠れ蓑みのにした、とんでもないテクニカルキャラであることが判明したのだ。膨大な知識量と技量と工夫を必要とする反面、それらをクリアしてしまえば他の最強格のクラスを圧倒できるポテンシャルを秘めていた。それが判明したのは、サービス開始から実に五年後のことであった。

　俺はずっと使い続けていたメインキャラを捨て、重騎士のサブキャラに乗り換えた程である。

　俺が重騎士を引いたのはある意味当然のことだったのかもしれない。神様が審査してくれているのならば、前世であれだけ重騎士の解析と育成に傾倒していた俺を、別のクラスに追いやるはずがない。

「やりました父様！　重騎士です！」

　やり直しの利かない一度きりの勝負で、熟知しているインチキクラスを引けたのは大きい。俺は嬉き々きとしてそう報告した。

　だが、父は、引き攣つった顔で俺を見ていた。

「い、今……何と言った？　け、剣聖と、そう言ったのであるよな？」

　父の表情を見て、遅れて思い出した。

　前世の記憶と混同していた。この世界では、わかりやすい強クラスが持て囃はやされており、晩成型やテクニカルなクラスへの評価が低いのだ。恐らく、クラスの解析と検証が進んでいないためだろう。

「いえ、その……」

　俺が言い淀よどむと、父は鬼のような顔をしてつかつかと歩み寄ってきた。

「見せよ！」

　俺の横に立ち、〈ステータス〉を覗のぞき見る。

「じゅ……重騎士だと!?　どういうことだ！　〈ステータス〉が軒並み低い上に、ロクな攻撃スキルも覚えぬ、ただの木で偶く人にん形ぎょう……まごうことなき外れクラスではないか！」

　父が唾を飛ばし、俺をそう罵倒する。

　俺は理解が追い付かなかった。父は自分勝手なところはあるが、自身の息子である俺に対しては、厳しいながらに優しい面もあった。それが、こうも一変するとは思ってもいなかった。

「お、落ち着いてください。軒並み低いわけではありません、ＨＰと防御力は最上位クラスで……」

「どうでもよいわそんなことは！　お、俺の顔に、泥を塗りおって！　他家の貴族に、どう説明しろというのだ！　エドヴァン家の血筋で、こんな外れクラスを引こうとは！　貴様の怠慢と、腐った性根が原因に違いない！　それ以外に考えられんわ！　この、この役立たずめ！」

　父は俺の襟を摑つかむと、そのまま床へと引き倒した。派手に身体を打ち付けることになった。

「かはっ！　げほっ……」

　横っ腹を打ち付け、肺の中の空気が外へと押し出される。さすがに手加減はしているだろうが、前線に出て何度も魔物の討伐を行ってきた父の筋力を、【Lv：１】の状態で受けたのだ。命があってよかった。弾みで殺されかねない。

「はぁ、はぁ……くそっ！　こんな事態を想定していたわけではないが、館内で行ってよかったわい！　外でこんな赤っ恥を晒さらしたら、エドヴァン家がどうなることか！」

　父はそう怒鳴ると、がしがしと自身の頭を搔かく。

「ああ、エルマなどを信頼しておったのが間違いであったのだ！　この出来損ないの次に、子に恵まれんかったのが俺の不幸だ！　もう少し早くに手を打たねばならんかった！」

　親族達も黙りこくって、俺達の様子を眺めていた。

　父同様に、俺を見下しているような目もあった。同情してくれているらしい人もいるが、何も口を挟むことはしない。エドヴァン伯爵家は当主の言葉が絶対である。

　というよりも、クラスとレベルが全てを支配するこの世界では、貴族や権威者の力が俺が元いた場所、日本よりも遥はるかに強いのだ。上位貴族の当主は皆、強大なクラスと絶対的なレベルを有した人類最強格の英雄ばかりで、平民が絶対に逆らえない社会になっている。

〈マジックワールド〉ではそこまでではなかったのだが、ゲームの世界が現実と擦り合わせられた結果とでもいうべきなのか。

「あの、ボクも〈加護の儀〉を受けることになっているんだけど」

　静寂を破ったのは、黒髪の少女だった。

　ぱっちりと開いた目に長い睫まつ毛げで、色白で綺き麗れいな肌をしている。整った顔立ちこそしているが、乏しい表情と、だらりと伸びた髪が、何となく不吉な空気を漂わせていた。

　彼女はエドヴァン伯爵家の分家の子女……つまり叔父、父の弟の娘である。名前をマリスという。幼少の頃は何度か遊んだ覚えがあるが、父は何となく俺とマリスが会うのを嫌がって遠ざけようとしている節があり、ここ五年は遠目に見る程度で、ほとんど言葉を交わしたことさえなかった。

「し、しかし、その、今は……！」

　マリスに急かされた老神官は、そう言ってちらりと俺へ目をやった。父が落ち着くまで、後回しにしたいと思ったのだろう。

「いや、よい。早く〈加護の儀〉を始めろ」

　だが、父は急にすっと表情を切り替え、老神官へとそう伝えた。俺はそのとき、なんとなく嫌な予感がしていた。

　すぐに老神官が、俺へとそうしたように、マリスへも〈バプテスマ〉の魔法を掛ける。マリスは〈ステータス〉を開くと、口許を歪ゆがめ、微かに笑みを浮かべた。

「剣聖……か。悪いね、エルマ様の才を、奪ってしまったみたいで」

　嫌な予感が的中した。

　自尊心が強く、傲慢な父だ。日頃、分家の者を下に見て、暴言を吐いたり、無茶な命令を出したりなど、日常茶飯事であった。

　その子女が剣聖のクラスを得たと知れば、ただでさえ悪い父の機嫌が……。

「素晴らしいぞ、マリスよ……！　さすが、エドヴァン家の人間だ！」

　父は感涙し、マリスへと抱擁した。

「マリス、今日からお前は我が娘……エドヴァン伯爵家の跡継ぎだ！」

　俺は呆あっ気けに取られ、ただただその様子を眺めていることしかできなかった。他の者達も同様である。

　マリスは父の抱擁に対し、変わらず無感動な目で、彼の顔を観察しているようだった。その後ちらりと俺を振り返り、目が合った。それからまた口許を歪め、薄い笑みを湛たたえた。

「エルマ様……いや、エルマに次期当主は荷が重いと、前々から思っていましたよ」

　マリスがそう言うと、父はそこでようやく俺のことを思い出したように彼女への抱擁を解き、俺へと振り返った。

「失せよ、エルマ！　俺の期待を裏切った貴様は、もはや息子ではない。エドヴァン家の本家に重騎士が出たなど、恥でしかないわ！　即刻、この館から出ていけ！」

「と、父様、それはさすがに……！　重騎士は、強いクラスなんです！　俺が必ずエドヴァン家を……！」

「黙るがいい！　俺が酷なことを言っていると思うか、エルマ？　違う！　貴様が、それだけのことをしたのだ！　二度とその面を見せるな！　外でエドヴァンの家名を名乗るなよ、そのときは俺が貴様の首を刎はねてやるわ！」
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　父は癇かん癪しゃくを起こしたようにそう喚き、俺の言葉を聞き入れてはくれなかった。俺は僅かな金銭だけ持たされ、その日の内に館を追い出されることになった。




２




「クソ親父め……酷い目に遭った」

　この街では顔が知られていて面倒なことになりかねないため、馬車を用いてエドヴァン家の館のある街からは離れ、その隣街である都市ロンダルムまで来ていた。

　エドヴァン伯爵領からは出ていないものの、特に俺の顔が隣街の領民にまで知られているわけではない。馬車での遠出にも金と手間が掛かる。しばらくは、この街を拠点に生活することになるだろう。

　俺は街で取った宿のベッドに腰を掛けていた。本当に酷い目に遭った。転生前の記憶が戻っていなければ、一生立ち直れなくなるところだっただろう。

　ただ、前世の記憶が戻った俺としては、正直貴族の暮らしはごめんであった。この世界の貴族は権力が強いが、それは強者としての義務を負っているためだ。自由に旅をしながら生きていた方がよっぽど気楽に暮らせるだろう。

「せっかく手に入れた〈マジックワールド〉の世界……隅々まで自由に堪能させてもらわないとな」

　ただ、ゲームの設定とこの世界の歴史や風土は大きく異なる。国名も地名も何一つ一致しない。文化もかなり違っている。

　ただ、魔物やスキルの在り方は同一のようであった。神話も概ねは一致しているようだ。この辺りはまた追々調べていく必要がありそうだ。

　……しかし、その前にまず、クラスとスキルの検証だ。

　これが一番楽しみだ。ただ、ここの仕様が変わっていたら、かなりの痛手になる。知らない間にアプデされていて、重騎士の壊れ性能がなくなっていたらとんでもない事態だ。

　伯爵家次期当主の立場であれば、周囲に説明のできない奇行に奔走することはできなかっただろう。

「やるべきことはいくらでもある。なんだ、丁度いいじゃないか」

　それに、父親だってあんな人物だとは思っていなかった。

　いや、前世の記憶を取り戻して価値観が広くなった今としては、身勝手で無茶ばかり口にして、他人に厳しく自分に甘い男だったと認識できる。エドヴァン伯爵家は当主に意見できる人間がいないせいだろうか。

　次期当主となったマリスも、変わり者だとは知っていたが、あんな奴ではなかったはずだ。俺を見て、嘲笑っていた。覚えはないが、恨みでも買っていたのだろうか。

　しかし、追い出したいなら、出ていってやるさというものだ。考えている内に、出る口実ができてよかったかもしれない、とさえ思えてきていた。

　俺は窓の外を見て、溜ため息を漏らした。

「……さようなら、母様、父様」

　無論、割り切れない気持ちはある。あんな男でも今生の父だったのだ。

　だが、今は前を向いて行くしかない。ぼうっとしていれば野垂れ死ぬだけだ。

　パン、と自分の頰を打った。

「よし、しんみりタイム終わり！　クソ親父の千倍強くなって、見返してやらないとな」

　何せこっちにはそれだけの知識という武器がある。

「〈ステータス〉」

　俺の言葉に応じて、光が宙に俺の情報を投影していく。





【エルマ・エドヴァン】

クラス：重騎士

Ｌｖ　：１

ＨＰ　：10／10

ＭＰ　：４／４

攻撃力：３＋５　防御力：３＋５

魔法力：５　　　素早さ：３




【装備】

〈下級兵の剣〉〈鉄の鎧〉




【特性スキル】

〈なし〉




【通常スキル】

〈なし〉




【称号】

〈なし〉






　改めて自分の〈ステータス〉を確認する。

〈下級兵の剣〉と〈鉄の鎧〉は、宿に来る途中で適当に見繕ったものだ。これで最低限の格好がつく。

　自身のステータスよりも遥かに強い武器は、重くてまともに扱えない。今はこれが限界である。どうせすぐ役に立たなくなるが、今はこれでいい。初期のレベルは装備さえ整っていれば簡単に上げられるため、ここで装備のための出費を惜しむべきではない。

　俺は〈ステータス〉へと手を触れる。

「スキルツリー画面っと……」

〈ステータス〉にはもう一つの画面がある。それがスキルツリー画面である。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：５］

〈重じゅう鎧がいの誓い［０／１００］〉

〈防御力上昇［０／50］〉

〈初級剣術［０／50］〉






　これは要するに、自分がどの分野のスキルを得るかを選択できる、というものである。各スキルツリーにスキルポイントを割り振り、それに応じたスキルを得ることができる。

［残りスキルポイント：５］となっているが、これはクラスを得た際に手に入る初期ボーナスのポイントである。後はレベルが一つ上がるごとに【１】ずつ増えていく。どう割り振るかが命運を分けるといっても過言ではない。

　スキルツリーはクラス固定のものと、キャラメイク時にランダムで手に入るものの二種類がある。この中で固定は〈重鎧の誓い〉だけだ。

〈重鎧の誓い〉は重騎士専用スキルツリーである。最弱のネタスキルツリーといわれていた。

　嵌はまればまあまあ強いが、圧倒的に扱い辛かったり、そもそも使用タイミングのないものが多かったりするのだ。

〈防御力上昇〉はそれなりに有用なスキルツリーだ。スキルは手に入らないが、ひたすら防御力をぐんぐん伸ばすことができる。

〈初級剣術〉もまあ悪くない。伸ばしきれば、特殊なアイテムを用いて上位の剣術スキルツリーへ進化させることができる。どちらも実用性が高い。

「ま……こうするんだけどな」

〈ステータス〉に手で触れて操作する。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：０］

〈重鎧の誓い［５／１００］〉【＋５】

〈防御力上昇［０／50］〉

〈初級剣術［０／50］〉






〈重鎧の誓い〉が最弱のネタスキルツリーといわれていたのは、あくまで〈マジックワールド〉サービス開始当初の話である。検証され尽くした今、最強のスキルツリーであることは証明済みだ。

　スキルツリーを最大にするまで最短でも【Lv：96】まで掛かるのだ。しょうもないステータスアップや、他クラスの劣化スキルツリーの〈初級剣術〉に振っている余裕はない。

【〈重鎧の誓い〉が［２／１００］になったため、通常スキル〈城壁返し〉を取得しました。】

【〈重鎧の誓い〉が［５／１００］になったため、〈防御力：＋10〉を取得しました。】

　よし来た。俺はニヤリと笑った。





〈城壁返し〉【通常スキル】

　相手の近接攻撃の直撃を鎧よろいで受けてダメージを封殺できた場合、スキル使用者の防御力に応じたダメージを与えることができる。






　ダメージ封殺とは、こちらの防御力が上回っており、ダメージを受けなかった状況のことだ。

　もっとも〈マジックワールド〉のダメージ計算式は基本的に【〈ダメージ〉＝〈攻撃力〉－〈防御力〉／２】となっている。無論、当たり加減や命中部位にも左右されるが。

　要するに封殺状態を出すことは難しく、格下相手にしか通用しない。だが、ここで先程〈重鎧の誓い〉で得た、オマケの防御力上昇効果が生きてくる。

　初期レベル帯における【防御力：＋10】は大きく、防具をしっかり整えていれば、ロクな攻撃スキルもない低レベル帯の魔物ではほぼ突破できない。そうして安易に飛び込んできた魔物は、重騎士の重い防御力を受けて消し飛ぶことになる。

　中には状況次第で突破してくる魔物もいるが、俺は魔物の大まかなステータスを把握している。その辺りが怪しい魔物がいれば戦わなければいいだけだ。

「さて、明日が楽しみだ」




３




　翌日、俺は都市ロンダルムの近隣にある森へと来ていた。ここには手頃な強さの魔物が出没すると事前に確認していた。

　なるべく街に近い浅い場所を徘はい徊かいしていれば、万が一の事故が起きることもないだろう。こっちは【Lv：１】なので、その手の事故は何としてでも回避する必要がある。

　まずは低レベル帯を抜けないと話にならない。城壁作戦でレベルを上げさせてもらおう。

「ゲコッ！　ゲコッ！」

　しばらく森を歩いていると、早速魔物が現れた。青いぬめぬめとした身体を持つ、全長一メートル程度の魔物……ラーナである。鳴き声から察する通り、カエルをモチーフとした化け物だ。

「〈ステータス〉」

　俺は魔物へと剣を向ける。





魔物：ラーナ

Ｌｖ　：２

ＨＰ　：７／７

ＭＰ　：３／３






〈ステータス〉には、対象のレベルとＨＰ、ＭＰを確かめる力もある。他のステータスやスキルはわからないが、レベルだけわかれば大体は見当がつく。

「ゲコォッ！」

　ラーナが飛び掛かってくる。俺はそれを敢えて鎧の胸部で受け止め、弾き返す。

「〈城壁返し〉！」

　鎧が輝きを帯び、ラーナが吹き飛んだ。向こうの方がレベルが上であったにもかかわらず、ラーナは身体が弾けて手足が飛び散った。

【経験値を２取得しました。】

【レベルが１から２へと上がりました。】

【スキルポイントを１取得しました。】

　頭にメッセージが響く。無事に初めてレベルを上げることができた。

「……しかし、こうして見るとえげつないな」

　重騎士の攻撃力は低い。普通に戦えば、こちらのダメージもほとんど通らない。不毛な戦いになっていただろう。何なら〈初級剣術〉にスキルポイントを振っていれば、普通に殴り負けていた可能性も高い。

　余計な体力を使えば、今日稼げる経験値が減少する。効率的にサクサク行こう。

　潰れたラーナの死骸の肉が溶け、青い石だけが残っていた。水属性の魔石だ。

　魔物は不安定なマナの塊であり、命を失えばその肉体は消え失せる。そうして核である魔石だけを残すのだ。

「【Lv：２】の魔石……安いだろうが、まあ今は確保しておくか」

　俺が青い石を拾い上げたとき、後ろから慌ただしい音が聞こえてきた。

「たすけっ、助けてくれぇ！」

　振り返ると、こちらへ走ってくる、剣士の男が目についた。俺と同じくらいの歳だ。

「冒険者か」

　あまり狩場で冒険者同士がかち合うのはよくない。余計なトラブルの元になる。

「ここっ、殺される！　殺されるぅ！」

　剣士が悲鳴のような声を上げる。彼の背後に、十体近いラーナの姿が見えた。

「ゲェッ！　ゲェッ！」

　こちらを威嚇するように鳴いている。

　魔物の群れの擦なすり付けはマナー違反もいいところだが、自身の命が懸かっているのだ。仕方のないことだろう。

「俺に任せろ」

　俺は剣士とすれ違うように前に出た。

「おっ、お前！　ほ、本当に行けるのか？　あ！　そんな身なりで、実は名の通った冒険者だったり……！」

「実はさっき、生まれて初めてレベルが上がったところだ」

　俺が正直に口にすると、剣士ががっかりと肩を落とした。

「だ、駄目じゃないか！　俺より全然弱っちいじゃないか！　新人があんな数の魔物捌さばけるわけないだろ！　よ、鎧脱げ！　そんなもん装備してたら、逃げられる相手からも逃げられなくなるぞ！」

　剣士が慌ただしく俺へと叫ぶ。

　十体近い数のラーナが飛び掛かってくる。俺は剣を後ろに下げ、ぐっと身体に力を入れた。

「ゲェェェェエエエッ！」

「フンッ！」

〈城壁返し〉を発動させる。俺に飛び掛かってきたラーナが、次々に爆ぜていった。一体、また一体と。

【経験値を２取得しました。】

【経験値を３取得しました。】

【レベルが２から３へと上がりました。】

【スキルポイントを１取得しました。】

【経験値を４取得しました。】

【レベルが３から４へと上がりました。】

【スキルポイントを１取得しました。】

　次々に俺のレベルアップを示す声が響いてくる。ものの二分で、辺りは青いラーナの体液塗れとなっていた。

「フンッ！」

　最後の一体を〈城壁返し〉で吹き飛ばす。

【経験値を２取得しました。】

【レベルが７から８へと上がりました。】

【スキルポイントを１取得しました。】

　あっという間に【Lv：８】になってしまった。これでスキルポイントは【７】溜まった。

【称号〈不動の者〉を得ました。】

　ついでに称号を手に入れた。何らかの条件を達成したことを称えるためのものである。





〈不動の者〉【称号】

　攻撃行動を取らずに十体以上の魔物を討伐した証。

　静止状態での防御力を【＋10％】する。






　これでまた〈城壁返し〉の発動条件を満たしやすくなった。称号は〈ステータス〉を強化してくれる。かなり数がある上に、一つ一つの効果がそれなりに大きいので、積極的に取得していく必要がある。

「ふむ、順調だな」

　システムに関しても、今見た限りは〈マジックワールド〉と同一と考えて問題なさそうだ。

「た、助かったが……とんでもない奴に会っちまったみたいだな。お前、何者だ？」

　剣士は、森で妖怪にでも会ったかのような顔で俺を見ていた。

「命の恩人に酷い言いようだな」

　俺はそう言いながら〈ステータス〉を開き、確認を行う。





【エルマ・エドヴァン】

クラス：重騎士

Ｌｖ　：８

ＨＰ　：10／28

ＭＰ　：４／11

攻撃力：７＋５　防御力：24＋５

魔法力：９　　　素早さ：９




【装備】

〈下級兵の剣〉〈鉄の鎧〉




【特性スキル】

〈なし〉




【通常スキル】

〈城壁返し〉




【称号】

〈不動の者〉






　よしよし、各ステータスも問題なく伸びている。これでもっとまともなレベル上げを行えるようになったというものだ。




４




「俺はアレスってんだ。冒険者になりたくて田舎村から出てきたんだが……初期レベルでパーティー組んでるのなんて、元々の知り合いばっかりみてぇでよ。せめて【Lv：３】までは単独で上げてる奴じゃなきゃ信用できないって言われて、焦っちまってたんだ。本当に助かったぜ、また改めて礼がしたい」

「俺はエルマ・エド……いや、ただのエルマだ」

　家名を口にするなと、父親からそう言われていたな。

「礼なんて考えなくていい。丁度いいレベル稼ぎになった。魔石は全部、もらっていくがな」

「エルマか！　なぁ、戻ったら二人組のパーティーに入れてもらえる当てがあるんだが、エルマも来ないか？　一人でフラついてたってことは、お前もあぶれてたんだろ？　防御特化のクラスは低級冒険者の間じゃ不人気だろうが……俺は、お前をスゲェ奴だと思う！　絶対他の連中も説得してみせる！　今、助けてもらった恩もできたからな！」

　アレスはぐっと握り拳を作り、熱くそう語った。

「いや、結構だ」

「な、なんでだよ……。今の戦い方、防御特化クラスなんだろ？　一人でやってたって、一生レベル上がんないぞ？　変な意地張らずに……」

「俺が一人で戦えるところは、今証明したと思うが」

「確かに……」

　アレスの言うことは正しい。通常、防御特化のクラスは、敵の攻撃を引き付け、仲間を守ることでその真価を発揮する。

　ただ、俺のやりたいレベル上げでは、ぞろぞろと仲間を連れていれば、経験値が分散されるばかりで美味しくないのだ。

　他の者達が俺の言葉を信じてくれるかどうかも怪しい。アイテムや称号の取得も効率的に行いたい。仲間を何人も連れていれば動きにくいだけだ。

　……それに、仲間にするならば、探索に特化したクラスか、できることの多い万能型の魔術師クラスがありがたい。

　もっともどちらのタイプも爽快に戦える機会が少ないため〈マジックワールド〉でも使用者は少なく、その反面、需要は恐ろしく高かった。そう都合よく仲間にはできないだろうが。

「でもよ、今のやり方だといずれ無理が出るに決まってる！　低レベル帯を抜けたら、防御特化クラス一人じゃやっていけねぇ相手ばっかりだ！」

「やりよう次第で何とでもなるからなぁ……」

　スキルツリーも、クラス固定のものでさえなければ、アイテムや聖職者系のスキルを用いて、新たに得ることだってできる。〈初級剣術〉と〈防御力上昇〉を捨てて必要なスキルツリーを得れば、充分攻撃性能も補える。その自由度の高さが〈マジックワールド〉の人気要素でもあった。

　……もっとも、スキルポイントの割り振りは取り返しのつかない要素なので、スキル構成に失敗して引退する人も多かったが。

「エルマ、俺はお前のために言ってんだよ！　お前、スゲー奴だよ！　だからこそよ、ソロで効率悪く続けようとしてるのなんか放っておけねえよ！　ラーナばっかり狩れたって仕方ないだろ？　俺と一緒にもっと上を目指そうぜ！」

　アレスがそう口にしたとき、どさりと俺達の前方に魔物が落ちてきた。

　巨大な蜘く蛛もである。真っ赤な毛に全身が覆われており、全長二メートル以上はある。頭部は八つ目の猿のようで、凶悪そうな大きな口がついていた。

「ギィイイイイイイイイ！」

　化け物が牙の並んだ口を開けて咆ほう哮こうを上げる。

「う、う、噓うそだろ……!?」

　アレスが絶望の声を出す。

　俺は素早く〈ステータス〉で調べた。





魔物：アランダエイプ

Ｌｖ　：16

ＨＰ　：31／31

ＭＰ　：11／11






　レベル倍の魔物だった。

　……こういうのに遭遇しないように、森浅くでやってたんだがな。

　アランダエイプは素早く、移動妨害の毒を吐く。そして攻撃力が高く、気配を隠すスキル〈忍び足〉を持つ。

　どうやらアレスが逃げ回っている間に、アランダエイプを引き付けてしまっていたらしい。アランダエイプは好戦的で足が速いのだ。

〈城壁返し〉も、格下虐めのスキルであって、格上相手にはほぼ無力だ。攻撃の直撃を鎧で受けてダメージを封殺しなければ、発動条件を満たせない。

　ダメージ封殺の条件は、相手の攻撃力の倍の防御力が必要となる。同格相手に使えるスキルではない。

　おまけにアランダエイプは〈火炎爪〉のスキルを有している。腕の速度を引き上げ、同時に攻撃力を上昇させる。撃たれればその瞬間にお終いだ。

「さ、さすがに、お前にコイツを押し付けるわけにはいかねぇ……！　おおおお、俺が引き付ける！　そ、その間に逃げてくれ……！」

　アレスが俺へとそう提案する。勇敢な言葉とは裏腹に、言った端から後悔していそうな程に足が震えていた。

「……いや、俺がやろう。任せてくれ」

　俺は頭の中で、前世で溜め込んだ〈マジックワールド〉の知識を総動員させていた。レベルさえ分かれば、アランダエイプの他のステータスも全て割り出せる。

　さっきからずっと考えていて、結論が出た。この勝負、勝てない相手じゃない。

「む、無茶だ！　いくらなんでも！　アランダエイプは、新人がどうこうできる程度の魔物じゃない！　お前が凄いのはわかったが、物理的にどうしようもない！」

　アレスが顔を真まっ蒼さおにして叫んだ。

　確かに、そう思うのも無理はない。これだけレベル差があれば、こちらの攻撃はロクに通らず、逆に向こうの攻撃は全てが致命傷だ。

　だが、俺には〈マジックワールド〉時代の百戦錬磨のデータがあった。

「〈ステータス〉！」

　俺は前へと出ながら〈ステータス〉を開き、スキルツリーの画面を操作する。さっき手に入れた【７】のスキルポイントがある。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：０］

〈重鎧の誓い［12／１００］〉【＋７】

〈防御力上昇［０／50］〉

〈初級剣術［０／50］〉






　勿もち論ろん、〈重鎧の誓い〉に全振りする。

【〈重鎧の誓い〉が［10／１００］になったため、通常スキル〈ディザーム〉を取得しました。】

　今俺がアランダエイプに勝つのに必要なスキルだった。





〈ディザーム〉【通常スキル】

　斬りつけた相手の攻撃力を短時間、一段階減少させる。






　こちらが攻撃に成功した場合、一時的に相手の攻撃力を下げるスキルだ。正確には、きっかり一分間、【20％】減少させる。

「来いよ、猿蜘蛛。俺が相手をしてやる！」

　俺はアランダエイプへとそう叫んだ。アランダエイプの八つの目が俺を睨にらむ。

「ギィイイイイイ！」

　ハイリスク、ハイリターン……。〈マジックワールド〉でレベルを上げたければ、格上をガンガン狩っていくしかなかった。この世界もきっと同じだろう。

「こういうときが一番燃える」

　アランダエイプが大きく口を開ける。喰くらいついてくるつもりだと、すぐにわかった。

　俺は間合いの外側で足を止め、アランダエイプとの距離を保ちながら左側へと移動した。伸ばした顎は、俺には届かない。

　アランダエイプは俺より遥かに速い。だが、モーションや動きのパターン、リーチはわかっている。そう易々とは当たらない。当たるところにいなければいいのだ。ましてや相手は知性のない魔物だ。

　アランダエイプは隙を晒したが、ここでは踏み込まない。一撃入れても、その後に〈火炎爪〉の反撃を受ければ、俺なんて一瞬で殺される。

　アランダエイプが前脚を伸ばして殴り掛かって来るが、俺はそれも大きく退いて回避する。

「ギィイイイイイ！」

　アランダエイプが叫ぶと、魔法陣が浮かび上がり、仄ほの暗ぐらい緑色の光が飛んできた。

　相手を毒状態にする〈ポイゾ〉の魔法スキルだ。間合い外をうろちょろする俺が鬱陶しくなり、遠距離で攻撃できる魔法を使ったのだ。

　俺の狙い通りだった。

　俺は真っ直ぐ、アランダエイプへと飛び掛かった。

　格上がこの距離で放った魔法は、まず避けられない。だったら、被弾覚悟で突撃する。状態異常付与の魔法なので、即死させられることはない。

　俺に〈ポイゾ〉の光が当たり、気分が一気に悪くなった。俺は吐き気を堪えながら刃を振るう。

「〈ディザーム〉！」

　刃が紫の光を放ち、アランダエイプの首を斬った。

　だが、剣がまともに通らなかった。ほとんど効いていないようだったが、しっかりと【攻撃力減少】は乗ったはずだ。

「ギィイイイイ！」

　アランダエイプは前脚を持ち上げ、その先の爪に炎を灯そうとした。〈火炎爪〉のスキルだ。

「それは成功しないぜ。〈ポイゾ〉はＭＰ消費【７】……〈火炎爪〉はＭＰ消費【５】だ」

　そしてこのアランダエイプのＭＰ最大値は【11】である。

　既に〈火炎爪〉は使えない。だからあの間合いを保ち、〈ポイゾ〉を誘ったのだ。

〈火炎爪〉は火属性のマナを宿し、その際のマナを流用して瞬間的な筋力を引き上げるスキルだ。故に魔法系統のスキルではないながらも、ＭＰの消費量がやや多い。

　アランダエイプの隙を突き、俺は再度剣を振るった。

「〈ディザーム〉！」

〈ディザーム〉の攻撃力減少効果は、最大で二回重複する。もっとも一分しか持たないため、しつこく〈ディザーム〉をくらわせていれば、その間に最初に掛けた効果が切れてしまうが。これでアランダエイプが受けた〈ディザーム〉は二発、攻撃力が【40％】減少している。

　俺は逃げるようにアランダエイプから距離を取る。アランダエイプはちょこまかと動き回る俺に苛立ちが募っているようで、間髪入れずにすぐさま後を追って突進してきた。

　俺はアランダエイプへと向き直り、正面から胸を張って待ち構えた。

　これで条件は整った。ＭＰ切れで手持ちのスキルが使えず、〈ディザーム〉を二発受けて攻撃力を二段階減少させたアランダエイプ。そして俺は称号〈不動の者〉のお陰で、静止状態での防御力が【＋10％】される。

　戦闘決心前に脳内でシミュレーションしたが、この条件であれば丁度アランダエイプの攻撃を封殺し、〈城壁返し〉の発動条件を満たすことができる。

「ギィイイイイイッ！」

　アランダエイプが、俺の鎧の胸部に牙を立てる。その直後、鎧が輝きを帯びてアランダエイプを弾き返した。

「〈城壁返し〉！」

　アランダエイプの巨体が軽々と吹き飛び、その場にひっくり返った。

「ギ、ギ、ギィ……」

　アランダエイプが、八つの目で俺を睨む。

「まだ生きてるのはさすがだが、これで終わりだ！」

　俺は飛び掛かり、アランダエイプの腹部に刃を突き立てた。〈城壁返し〉で大ダメージを受けていたアランダエイプは、この一撃でついに息絶えた。

【経験値を28取得しました。】

【レベルが８から12へと上がりました。】

【スキルポイントを４取得しました。】

　アランダエイプの身体が溶けていき、茶色のくすんだ輝きを帯びた魔石が残った。土属性の魔石だ。ふむ、それなりの大きさがある。

「予想外のトラブルだったが、初日で【Lv：12】まで持っていけたのはありがたいな」

　俺は早速〈ステータス〉を開き、ポイントを割り振った。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：１］

〈重鎧の誓い［15／１００］〉【＋３】

〈防御力上昇［０／50］〉

〈初級剣術［０／50］〉






　む……？　【４】全て振りたかったのだが、【15】までしか入らなかった。

【現在、これ以上〈重鎧の誓い〉を成長させることはできません。】

　覚えのあるメッセージだ。〈マジックワールド〉のあの仕様も生きているのかと、俺は内心溜め息を吐いた。

　少し歯は痒がゆいが、まあこれは大した問題ではない。すぐに解決できる。

【〈重鎧の誓い〉が［15／１００］になったため、通常スキル〈パリィ〉を取得しました。】

　それよりも、こっちの恩恵の方がずっと大きいというものだ。これで基本スキルが揃そろってきた。





〈パリィ〉【通常スキル】

　剣や盾で相手の攻撃を受け流し、隙を作る。






〈パリィ〉は強力なスキルだ。使用者の知識と技量への依存が大きく扱い難いと言われていた時期もあったのだが、それは即ち知識と技量のある実力者が使用すれば凶悪なスキルに化けるということだ。

「お、お前……本当に何者なんだ……？」

　アレスは呆ぼう然ぜんとした顔で、俺の手にしている魔石を見つめていた。

「……確かにこの調子なら、どこまでも一人でやってけそうだな……。余計なお世話だったみてぇだ。俺なんかが心配することじゃなかったな」

　アレスは少し寂しげにそう零す。

「なんだか悪いな」

　俺はそう返すと、〈ステータス〉を閉じて魔石を〈魔法袋〉に入れた。〈魔法袋〉は見かけ以上に物を入れられる便利アイテムであり、その利便性から相応に値が張る。エドヴァン伯爵家で使っていたものをそのまま持ってきたのだ。

　毒状態では、激しく動けば毒が回って継続的なダメージが入る他、素早さに【10％】のマイナスが付く。ただ、街にさえ戻れば、解毒薬を買うなり、教会で白魔法を受けるなり、どうにでもなる。俺はアレスに護衛として付き添ってもらい、慎重に街まで戻ることになった。





第二話　大規模依頼レイドクエスト
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　後日、宿でゆっくりと休んだ俺は、都市ロンダルムの冒険者ギルドへと向かった。冒険者ギルドは、冒険者向けに出された依頼の受注から、魔物情勢の確認、魔石の換金、パーティーメンバーの募集なんかまで行うことができる。

「冒険者の登録を頼む。その後、魔石の換金を行いたい」

「では登録のために、お名前とレベル……それからクラスをお願いいたします」

「エルマ、【Lv：12】……クラスは重騎士だ」

「……ああ、やはり防御型のクラスの方でしたか」

　受付嬢は同情するようにぽつりと零しつつ、ギルドの印が付いた冒険者証を作成してくれた。俺は手数料と引き換えに冒険者証を受け取る。

【称号〈Ｆ級冒険者〉を得ました。】

　よし……これで俺も晴れて冒険者の仲間入りだ。

　この称号自体に付属の効果はないが、冒険者の称号を持っていることで取得できるようになるスキルや称号も存在する。〈マジックワールド〉で強くなるためには、この冒険者の称号もかなり重要になってくるのだ。

「ああ、あと、一応、仲間を募集している人の名簿を見せてもらいたいんだが」

　急いで仲間を作るつもりもなかったが、一応この世界の冒険者ギルドの様子を知っておきたかった。

「ええっと……新人さんの防御特化クラスを欲しがるパーティーは稀まれですから、その、諦めた方がよろしいかと。あの、失礼な言い方になっていなければよいのですが……」

　受付嬢は、歯切れが悪そうにそう口にした。

　別にパーティーに加入したかったわけではないのだが……まぁ、いいか。その辺りの事情は、冒険者を続けていればいずれはわかることだ。

「おいおい、見ろよ！　低レベルの重騎士が、パーティー募集してるぜ！」

　頭の禿はげ上がった大男が、俺を指差して大声で言った。続いてその取り巻き達が声を上げて笑う。

「誰がお前みたいなすっとろいゴミと組むんだよ、バーカ」

「〈加護の儀〉の時期は、よくああやって連日受付に縋すがってるゴミクラス持ちがいるんだよなぁ。ハズレは邪魔だからわざわざギルドに来るんじゃねえよ」

　……嫌な連中だな。まあ、あの手合いは〈マジックワールド〉でもよく見かけた。

　俺がサブキャラで重騎士の性能検証をしていると、よく『このご時世に前評判を調べない馬鹿』だの、散々言われたものだ。

「そうか、パーティーはまた後日考えてみる。それより、魔石の換金を頼みたい」

　俺は〈魔法袋〉から魔石を取り出した。

　ラーナの魔石が十個、そしてアランダエイプの魔石が一個である。ラーナの魔石はともかく、アランダエイプの魔石はそれなりの値がつくだろう。

「ご、ご自分で狩られたんですか？　この大きさの魔石……【Lv：15】前後の個体のものだと思いますが……」

　受付嬢は驚いているようだった。

「ああ、そうだ。【Lv：16】の魔物だった」

「あなたは【Lv：12】……それに、攻撃型のクラスならともかく、重騎士ですし……。あの、討伐経験は冒険者ランクの昇級の査定にも関わります。調べることは困難ですが、万が一虚偽の申請だったとわかった場合は、厳しい罰則が科されることになっています。今なら取り消せば……」

「いや、この魔物を狩ったときは、俺はまだ【Lv：８】だった」

　受付嬢は余計に怪け訝げんな顔をした。

「その、相手は手負いだったんですか？　それとも他にお仲間が……」

「俺一人でやった。そう記録してくれ」

「そう言われたら、そう記録するしかありませんが……」

　受付嬢は渋々と魔石を受け取り、金銭を渡してくれた。ラーナの魔石は十個で二万ゴルド、アランダエイプの魔石は一個で六万ゴルドで引き取ってくれた。

　百ゴルドは一食分のパンが手に入るくらいの価値だ。だいたい一ゴルドで一円だと思って大きな間違いはない。初日から八万ゴルドが手に入ったと思えば、幸先は明るい。

　今後はアランダエイプくらいの魔物なら安定して狩れるだろうし、ソロ活動であるから山分けする必要もない。生活の心配をしなければならないラインは既に超えたと考えて問題ない。

　俺が功績に拘っているのには理由がある。冒険者はＦ級、Ｅ級、Ｄ級、Ｃ級、Ｂ級、Ａ級、そしてＳ級の七段階に分かれている。登録した時点でＦ級冒険者にはなれている。

　受注できる依頼に関わってくるのもそうだが、〈夢の穴ダンジョン〉へ入るにはパーティー内にＥ級以上の冒険者がいることが必須なのだ。〈夢の穴ダンジョン〉外の魔物ばかりを狩っているのは効率が悪い。

　おまけにもっと切実な理由として、冒険者ランクによってスキルツリーへ振れるスキルポイントに制限があるのだ。Ｅ級冒険者にならなければ、【16】以上の数値を割り振ることができない。先程、俺がスキルポイントを割り振れなくなった理由である。

　正確には冒険者ランクではなく名誉点という隠しパラメーターなのだが、現状条件を満たすには冒険者ギルドでの昇級が間違いなく一番早い。〈マジックワールド〉としては『バランスよく色々なスキルツリーを試してほしい』という理由で上限を設けているのだろうが、効率よく強くなるためには邪魔でしかない。スキルポイントの割り振りという実質取り返しのつかない要素でこんなことをしないでほしい。

　そういうわけで、俺は何としてでもとっととＥ級冒険者にならなければならないのだ。

「おや、空気が悪いな」

「……なんだ、あの重騎士」

「ズルでもやってんじゃねえの？」

　陰口が聞こえてくる。注目を集めた後に換金するのはあまりよくなかったが、まあ、周りの目を気にしていても仕方がない。

　俺はとっとと強くなりたいのだ。伯爵家を追い出された腹はら癒いせといえばそうなのかもしれないが、それ以上に俺の前世の、〈マジックワールド〉ユーザーとしての血が騒ぐ。

「さて、俺でも受けられる昇級依頼はないか？」

　俺は続けて、受付嬢へと問う。

　昇級依頼とは、ギルドから審査の権限を得ている冒険者が同行し、結果次第では冒険者の昇級を認める、という依頼である。昇級にはいくつか方法があり、その内の一つである。

「ううん……明日に一応、【Lv：15】以上の魔物の討伐実績のある方ならば参加できる、大規模依頼レイドクエストがあります。Ｅ級への昇級審査権を持つ冒険者の方も参加するので、そこで活躍すれば昇級できるでしょうが……」

　受付嬢は気が進まなさそうに、そう言った。

　内容を聞くに、森奥に集まったアンデッド系統の魔物の駆除、ということだった。アンデッドは森や墓地の死体を用いて同胞を造り、その数を増やす性質を持った魔物が多い。収拾のつかない規模になる前に、Ｆ級、Ｅ級の冒険者を十人近く集めて叩たたこう、ということになったらしい。

「参加できるんだな、それならぜひ受注しよう」

　俺が間髪入れずに答えると、受付嬢は眉を寄せて困り顔を浮かべた。

「……とても危険ですよ。警告はしましたからね、エルマさん」

　こうして俺は、大規模依頼レイドクエスト……〈アンデッドの群れの討伐〉を受注することに成功した。

　今回の敵は質より量だ。おまけにアンデッド系統の魔物は、ＨＰこそ高いが、他のステータスはその分やや控えめの傾向にある。

　相手の攻撃を封殺するという、〈城壁返し〉の発動条件を満たしやすい。俺に持って来いの依頼であった。
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〈アンデッドの群れの討伐〉の大規模依頼レイドクエスト当日、俺は他の冒険者達と一緒に都市ロンダルムに隣接している森を進んでいた。

　冒険者の数は、俺を合わせて丁度十人であった。Ｆ級、Ｅ級冒険者の集まりだが、一人だけこの中にＤ級冒険者が紛れていた。

「今回の参加者にふざけた冒険者がおるとは聞いていたが……貴様だな、エルマ！」

　青い硬そうな髭ひげが特徴的な、壮年の男であった。背には馬鹿でかい斧おのを背負っている。

　彼が此こ度たびの大規模依頼レイドクエストの監督役であり、Ｅ級への昇級審査権を持つ冒険者……ゴウタンである。

　昇級審査権持ちで、かつ大規模依頼レイドクエストの監督を任されるような冒険者なので、ギルドからの信頼も厚い、温厚な冒険者であることを期待していたのだが、見事に裏切られる形になった。

「よくいるのだ！　貴様のような、ギルドと魔物を舐なめておる新人がなァ！　アランダエイプを、たかだか【Lv：12】で討伐しただって？　馬鹿も休み休み言うがいい！　貴様の根性、叩き直してくれるわい！　冒険者が、貴様が思っている程甘いものではないと教えてやるわ！」

　審査役から顔を覚えられるように頑張らないと……とは思っていたが、いきなり目を付けられていた。それもマイナスの方面に。

　出だしから最悪だった。これではちょっとやそっと好成績を出したとしても、ゴウタンから『気に喰くわん！』と言われて落とされるようなビジョンしか見えない。

　ただ、どうにかここでＥ級へ昇級してしまいたい。馬鹿正直に実績を積んで昇級機会を得るには時間が掛かり過ぎる。

　昇級審査権持ちと大規模依頼レイドクエストに出られる機会なんて、ここを逃せばどれだけ先になるかわからない。ゴウタンから言い掛かりを付けられないレベルの実績を挙げるしかない。

　何せＥ級冒険者になれなければ、制限のせいで〈重じゅう鎧がいの誓い〉のスキルを伸ばすことができないのだし、〈夢の穴ダンジョン〉を用いたレベル上げを行うことだってできない。

「……昇級判断は、公正にお願いする」

　俺が言うと、ゴウタンは太い眉毛をぴくぴくと揺らした。

「チッ、どこまでも生意気な奴だ」




　しばらく進んだところで、一人の魔術師が細身の剣を掲げた。羽根帽子を被る、金髪の男だった。

「〈サーチ〉……敵の魔物の群れ、近づいています。規模、ざっと三十前後かと」

〈サーチ〉は周囲の生物の気配を確かめる魔法スキルだ。

　低レベル帯で〈サーチ〉が手に入るスキルツリーは珍しい。装備から察するに彼は赤魔術師だろう。

　身体能力が高く、攻撃魔法から回復魔法、その他様々な補助魔法まで広く覚える。〈サーチ〉は赤魔術師の専用スキルツリー〈赤魔法〉の【８】で手に入る。

「うむ、よくやってくれた、テイル」

　赤魔術師はテイル、というらしい。ゴウタンとは顔見知りのようだった。

「ええ、私は外れクラスと違って、優秀なスキルを幾つも有していますからね。Ｅ級への昇級承認、お願いしますよ」

　テイルは俺へと目をやり、くすりと笑った。目が合うと、わざとらしく馬鹿にしたように肩を竦すくめる。

「君のギルドでの奇行……おっと、行動はちょっとした噂うわさになっていたよ、エルマ君。重騎士なんだって？　残念だったね、そんな外れクラスを持って」

「いや、俺はこのクラスを気に入っている。心配してくれてどうも」

「ハッ、強がりを」

　俺があしらうと、退屈そうに鼻を鳴らして俺から離れて行った。

　……どっちかと言えば、赤魔術師の方がキツいクラスなんだがな。

　典型的な器用貧乏型であるため、ソロで格下の〈夢の穴ダンジョン〉を回り続けるのには向いているが、役割といえばそれくらいなのだ。後はパーティーで欲しい役割が埋まらなかったときに、妥協案として組み込むくらいか。

　まあ、ゲーム程皆が効率的に動こうとするわけではない。ピーキーで玄人好みなクラスより、器用貧乏でも扱いやすいクラスの方が優遇視されているのは当然のことか。

「一応確認しておくが、今回のアンデッドの群れを率いているのはグールヘッドであるという。奴は、Ｄ級冒険者である儂わしが狩る！　貴様らは距離を取り、雑魚を狩るのだぞ！　巻き込まれても、儂は庇かばわんぞ！」

　ゴウタンが俺達へとそう叫んだ。

「グールヘッドか……」

　巨大なグールの頭部のような外見の魔物だ。

　Ｄ級冒険者の目安は大体【Lv：40】である。対してグールヘッドは大体【Lv：30】程度だ。

　グールヘッドは攻撃スキルを持っていない。厄介なスキルは死体からゾンビを造り出す〈黄泉の息吹〉くらいで、動きも単調で読みやすい。

　お供のアンデッドの群れも、恐らく最下級格の魔物だ。順当に進めば、まず冒険者側が敗れることはないだろう。

　……ただ、集まった十人の冒険者は、大半がＦ級冒険者であり、そもそも大規模依頼レイドクエストも初の人間が多い。ゴウタンもとても面倒見がいいタイプには見えないし、敵との接触直前だというのに指示も大雑把だ。

　それに依頼や〈夢の穴ダンジョン〉探索は、どんなアクシデントが起きるのかわからないものだ。もっと万が一を想定すべきだろう。

　何せ、ゲームと違ってデスペナルティは経験値減少どころではないのだ。ゲームでは殺されても少しレベルが下がって街に復活するだけだったが、この世界では冒険者が蘇よみがえったなどという話は聞いたことがない。

　ゲームの〈マジックワールド〉が何らかの形でこの世界の下敷きになっているのは間違いないが、システムそのままというわけではないようだ。恐らくスキルの細かい挙動などもゲームとこの世界で違っていることが予想できるので、細かく検証していった方がいいだろう。

　俺はざっと周囲へ目をやり、冒険者達の顔触れを確かめる。これまでの様子を見るに……この調子だと、死者を出さずに大規模依頼レイドクエストを達成できる確率は八割といったところだろうか。ゲームなら充分な数字だろうがこれは現実だ。

「ゴウタン、もう少し指示を具体的に詰めておいた方がいいんじゃないのか？　万が一に備えて、逃げるときの基準や合図、その際の各自の役割も決めておいた方がいい」

「……な、なんだと？　貴様、新人の分際で儂に難癖をつけるつもりか！」

　ゴウタンは俺の言葉を聞き、顔を赤くした。

　ゴウタンの性格は承知の上だ。聞き入れてもらえるかはわからないが、さすがに言っておくべきだと思った。

「アンデッドの群れについても、報告と全く同一だとも限らない。命を預かっている以上、最悪の状況には最低限備えておくべきではないのか？　下級冒険者の監督を任されている立場なんだろう？」

「ぐ……うぐ……き、貴様……！」

　ゴウタンは黙って、歯を食いしばった。

　すぐに言い返さないところを見るに、さすがに俺の言葉に理があると思ってくれているようだった。ただ、引っ込みが付かないのだ。ここは俺から折れておこう。

「俺はまだレベルも低いし、冒険者としての経験も未熟で不安なんだ。熟練者からしてみればいつも通りの簡単な依頼なんだろうが、俺達のために指示を頼む」

　俺はそう言って頭を下げる。ゴウタンは咳せき払ばらいをした。

「フ、フン、子守りは性に合わんが、仕方あるま……」

「『俺達のため』だって？　フフ、おいおい、巻き込むなよ。たかだか最下級アンデッド相手に怖がってるのは、外れクラスのエルマ君くらいだろうよ。直前で怖くなって、ゴウタンさんにぎゃーぎゃーと泣きつくとはね」

　テイルが口を挟んできた。最悪のタイミングだった。さっき適当にあしらったのを根に持っていたらしい。

「必要ありませんよ、ゴウタンさん、そんなもの！　怖いなら、勝手に後方まで逃げてればいいんだよ。そうでしょう、ゴウタンさん？」

「む、むぅ……そ、そうだな、テイルよ」

　ゴウタンがまごつきながらそう口にする。

　こいつ……！　ゴウタンが自分の言葉を曲げられるように俺が作った逃げ道を、見事に塞いでいきやがった。

「もっとも、そんな覚悟でよく冒険者なんて志そうと思えたねぇ。私達の邪魔だから、次から大規模依頼レイドクエストに顔を出さないでくれたまえ、エルマ君。さ、早く行きましょう、ゴウタンさん」

　ゴウタンはテイルに流され、どこか後ろ髪を引かれるような様子で先へと進んでいった。

　俺は頭を押さえ、溜ため息を吐いた。こうなった以上、もう俺が口出しすることは不可能だ。元より他の冒険者からの信頼が薄い。

「余計なことが起きなければいいんだけどな……」
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　ついに問題のアンデッドの群れと……そのボスである、グールヘッドと衝突することになった。

　群れのアンデッドは〈マジックワールド〉において最も一般的な魔物……ワイトばかりであった。腐った死体に、穢けがれたマナが定着して魔物として復活したものだ。三十体近くいるが、ワイトばかりで別の魔物は存在しない。

　そのことにひとまず安心した。こっそり厄介な魔物が紛れ込んでいるなんて〈マジックワールド〉ではよくある話だからだ。

　そしてボスのグールヘッド。

「ウオオオオオオオオオオ！」

　緑色の巨大なゾンビの頭部から、足と太い腕が生えている。コミカルともいえる外見だが、むしろその不格好さが嫌悪や忌避感を煽あおる。

「……手にしている棍こん棒ぼうも、特に変わったアイテムじゃないな」

　俺は一応グールヘッドの持つ棍棒を確認し、安あん堵どしていた。

　極ごく稀まれにあの手の魔物がとんでもないレアアイテムを有していたりするのだ。ゲームなら開発の茶目っ気で済むが、この世界ではそうもいかない。そんな珍事で壊滅に追い込まれては堪ったものではない。

「よし、テイル、ポール！　儂の露払いとしてついてこい！　他の奴らは、適当にワイトの数を減らしておれ！」

　ゴウタンはそう言うと、斧を構えて突撃していった。赤魔術師のテイルと、ポールと呼ばれていた剣士の男がその後に続く。

　……ゴウタンの大雑把な指揮を見ていると、どうにも不安になる。

　まあ、俺はとっとと、ワイトの数を減らさせてもらおう。今のレベルでグールヘッドとなんてぶつかりたくはないし、ゴウタンの戦闘の邪魔になるだけだ。

「とっととあのデカ顔の取り巻きを片付けるぞ」

　俺は周囲の冒険者へとそう言った。

「あ、あんな数の魔物に突っ込むのか？　ワイトとはいえ、死角を取られちまったら一撃もらうことになる。ゴウタンさんがいるから散らしてくれるかと思ってたのに、ボスに掛かりっきりになるつもりみたいだし……」

　一人の冒険者が、言い辛そうに俺へとそう言った。

　ああ、だからどうにも消極的に見えたのか……。

　皆、魔物の群れを相手取るのは初めてなのだ。それも外見の不気味なアンデッド系統、おまけに指揮官はロクな命令も残さず先に突撃していったとなれば、尻込みする気持ちもわかる。

　こっちにいるのは、七人だな。ただ、俺は独立して動きたい。

「三、三で別れて部隊を組むといい。互いの背を補えば、まずワイト相手に後れを取ることはない。俺は一人で動いて、敵の目を引いてそっちに向かうワイトの数を極力減らす。それでいいだろう」

「わ、わかった、俺達はそうする……」

　俺の言葉に反対する冒険者はいなかった。道中では他の奴もテイル同様に俺を見下していたようだったが、この場で俺が冷静なのを見て頼りたくなったのだろう。

「もし、不測の事態が起きそうになったらすぐに仲間に知らせろ。俺も手助けに入る」

　俺達はワイトの群れへと突撃した。

　俺は単独で動いたためすぐにワイトの群れに囲まれたが、元よりワイトは低レベルの魔物である。それにアンデッド系統は動きが遅く、動作も大きい魔物が多い。

「〈パリィ〉！　〈パリィ〉！」

　細かく動き回り、腕の一撃を剣で受け流し、相手の体勢を崩す。ワイトの攻撃タイミングなんざ〈マジックワールド〉で散々予習済みだ。

　そして俺には、〈マジックワールド〉での知識を十全に活かせる剣の技量もあった。この世界では当主個人の力量が一族の権威に繫つながる。腐っても俺はエドヴァン伯爵家の次期当主であったのだ。ワイトの攻撃を捌さばく程度、なんてことはない。

「よし……想像以上に〈パリィ〉が活きている」

　受け流しのスキル、〈パリィ〉。強力ではあるが、敵の攻撃タイミングを完全に読み切る必要があるため、知識と技術がなければまともに使い熟こなせないスキルなのだ。〈パリィ〉を完璧に使い熟せるかどうかだけでも、重騎士の評価は大きく変わる。

　俺は〈パリィ〉でワイトの体勢を崩し、〈ディザーム〉の刃を叩き込み、敵の攻撃力を減少させる。そしてその後はいつも通り、鎧よろいで受け止めてのカウンターへと持っていく。

「〈城壁返し〉！」
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　殴り掛かってきたワイトの右腕が爆ぜて、軽々吹き飛んでいく。

【経験値を11取得しました。】

【レベルが12から13へと上がりました。】

【スキルポイントを１取得しました。】

　よし……！　この調子でどんどん上げていきたいところだ。

　この数で、このレベルの相手は効率がいい。そういう意味でも大当たりの依頼だった。

　俺は次々に相手の攻撃を躱かわし、受け流し、〈城壁返し〉を決めていく。あっという間に十体近いワイトの残骸が出来上がっていた。

〈マジックワールド〉ではこちらの方がレベルが高いと、レベルの開きによって一気に取得経験値量が渋くなるのだが、それでも充分レベルを上げることができた。

【経験値を４取得しました。】

【レベルが15から16へと上がりました。】

【スキルポイントを１取得しました。】

　よしよし、順調だ。これでスキルポイントは【５】溜まった。次にこれを割り振るときが楽しみだ。

　周りのワイトが減ったため、俺は〈ステータス〉を確認した。





【エルマ・エドヴァン】

クラス：重騎士

Ｌｖ　：16

ＨＰ　：29／47

ＭＰ　：14／19

攻撃力：13＋５　防御力：34＋５

魔法力：15　　　素早さ：15




【装備】

〈下級兵の剣〉〈鉄の鎧〉




【特性スキル】

〈なし〉




【通常スキル】

〈城壁返し〉〈ディザーム〉〈パリィ〉




【称号】

〈不動の者〉〈Ｆ級冒険者〉






　ようやく多少はまともなステータスになってきた。

「あいつ、ワイトを引き付けるって言ってなかったか……？　一人で大半をぶっ倒してるぞ」

「重騎士だって話だったよな？　なんであんな俊敏に捌いて……あんな馬鹿げた火力で吹き飛ばせるんだ？」

　他の冒険者達が、俺の方を指差してひそひそと話しているのが聞こえてきた。

　俺のステータスは、同格の冒険者と比べればとても速いとはいえない。ただ、ワイトの方が動きが遅く、動作が大きくて読みやすいため、先回りして的確に動いている俺の動きが速く見えるのだろう。

〈城壁返し〉にしても、ただの雑魚狩りスキルである。序盤の〈重鎧の誓い〉の防御力補正の影響が大きいために格好がついているだけだ。

「……頼りにはなるが、ワイトよりあいつが怖くなってきたよ」

　おい、聞こえているぞ……。

　とはいえ、正直、今の俺は重騎士の強みをほとんど引き出せていない状態なんだがな。とっとともう少し自由にスキルポイントを振れるところまでレベルを持って行きたいものだ。
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　ワイトの数は大分減ってきていた。ワイトの群れの三分の一以上は俺が単独で撃破した。

　これならばさすがにゴウタンも、俺のＥ級冒険者への昇級を認めてくれるだろう。俺の活躍を見ていないにしても、同行した冒険者達も俺の奮闘を証言してくれるはずだ。

「エルマさん……ゴウタンさんの加勢に向かいますか？」

　冒険者の一人が、俺へとそう声を掛けてきた。

「グールヘッドは、俺達よりもレベルが遥はるかに高い。素直にゴウタンに任せておいた方がいいだろう」

　Ｆ級冒険者がグールヘッドの攻撃なんて受けたら一撃でお陀だ仏ぶつだ。無理に手伝っても足を引っ張るだけになりかねない。

　俺はゴウタン達へと目を向けた。

「ウオオオオオオオオオオ！」

「ちいっ！　まだ倒れんか、しつこい魔物め！」

　ゴウタンは斧を振るいながら飛び回るが、なかなかグールヘッドは倒れない。三体のワイトに組みつかれて妨害されるが、「かぁっ！」と叫びながら弾き飛ばしていた。

「もっとワイトを引き付けよ、テイル、ポール！　なんだその及び腰は！　そんな臆病モンは、昇級させてやることはできんぞ！」

「わわ、わかってはいますが、これ以上近づいて、グールヘッドに巻き込まれたら……！」

　テイルがしどろもどろに答える。どうやらワイトの露払いとして連れた二人があまり機能しておらず、グールヘッド相手に攻めあぐねているようだった。

　だが、ゴウタンは完全にグールヘッドの動きを見切っている。巨大な腕の攻撃を敢えて限界まで引き付けてから避けて間合いへ入り込み、斧での一撃をくらわせてはさっと引いている。あれならじきに決着がつくはずだった。

「〈岩塊砕き〉！」

　ゴウタンの全体重を乗せた斧の一撃が、グールヘッドに深々と突き刺さった。巨体のグールヘッドが大きく仰け反る。真っ赤な血が噴き出て、苦しげにグールヘッドが暴れる。それに巻き込まれぬよう、ゴウタンが大きく退いた。

　俺は〈ステータス〉で、グールヘッドのＨＰの確認に掛かった。





魔物：グールヘッド

Ｌｖ　：33

ＨＰ　：28／79

ＭＰ　：14／26






　すぐに終わりそうだな。ゴウタンの一撃が一発まともに当たれば、倒せるＨＰだ。

　体勢を崩したゴウタンへと、また別のワイトが纏まとわりつく。ゴウタンはそれを煩わしげに撥ね除けていた。

　……ワイトが邪魔だ。

「グールヘッドから距離を取りつつ、少しワイトを減らしてくる」

　俺は他の冒険者へそう伝え、ゴウタンへと加勢すべく駆け出した。テイルとポールでは、邪魔なワイトをまともに処理できていない。

「オオオオ……オオオオオオオ！」

　グールヘッドは大声で喚くと、巨大な手で周囲のワイトを鷲わし摑づかみにし、自身の大きな口の中へと放り込んだ。

　苦しげにもがくワイトを容赦なく嚙かみ砕いていく。グールヘッドの傷が癒えていった。

「〈屍しかばね喰ぐらい〉持ちか……」

　死体、もしくはアンデッドを喰くらうと、ＨＰが回復する特性スキルである。グールヘッドならば必ず持っているというわけではないのだが、低確率で所持している個体が現れるのだ。

　まあ回復スキル持ちでなければ、露払いが機能していなくてもゴウタン程の実力者であれば、グールヘッド程度とっくに狩っていただろう。ワイトの妨害のせいで〈屍喰らい〉の回復を許してしまっていたようだ。

　ただ、そのワイトも既に総数がかなり減ってきている。残っているのはもう、グールヘッドの周囲の五体くらいだ。

「オオオオオオォ……オオオオオオオオオッ！」

　そのとき、残っている五体のワイトを、グールヘッドが自身の大きな口へと強引に押し込み始めた。ワイトは苦しげにもがいていたが、グールヘッドに嚙まれ、無慈悲に身体が切断される。バラバラになったワイトの肉を、グールヘッドはまた一心不乱に口へと押し込んでいく。

　俺はそのとき、嫌なものを感じた。ただの〈屍喰らい〉一度の回復で、ここまで大量のアンデッドを使うわけがない。

　魔物が特殊な行動を取ったとき、大抵、それはよくないことの前兆なのだ。

「まさか……」

「また回復されたか……。しかし、これで邪魔なワイトはいなくなった！　すぐにケリをつけてやるわい！」

　ゴウタンがグールヘッドへと飛び掛かっていく。

「ゴウタン、止まれ！　三人共、グールヘッドから逃げろ！」

　俺がそう叫んだとき……グールヘッドは両腕を掲げ、大声で吠ほえ始めた。

「オオオオオオオオオオオオオオッ！」

　グールヘッドの身体が真っ赤に変色していく。身体が膨れ上がり、二メートル程度だった全長が、三メートル近くにまでなっていた。手にしていた棍棒を握り潰し、巨大な爪の生えた手を伸ばす。

【〈グールヘッド〉が〈マッドヘッド〉へと存在進化しました。】

【〈マッドヘッド〉のレベルが33から40へと上がりました。】

　頭にメッセージが流れてくる。

「最悪だ……」

　存在進化は、特定条件下で発生するレアイベントである。主に追い詰められた魔物が、窮地を脱するために自身の潜在能力を発揮し、別の種族へと変異することを指す。

　存在進化する魔物の種類や個体の条件は決まっているが、細かい魔物の行動や戦闘の状況、乱数に依存するところが大きく、〈マジックワールド〉でも正確な全ての魔物の存在進化条件は明らかになっていなかった。

　今回でいえばグールヘッドを長期戦で追い詰め続けたことと、そもそも俺達が交戦する前からグールヘッドが〈屍喰らい〉で存在進化のためのエネルギーを充分に蓄えていたことが大きな要因として挙げられるだろう。

　突き詰めて考えてもその原因は『運が悪かった』としかいいようがない。

「な、なな……何が起きた……？」

　ゴウタンは突然変異したマッドヘッドを前に、理解が追い付かないでいるようだった。
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「ブゥワアアアアアアアアアアアア！」

　マッドヘッドが大口を開け、悍おぞましい声を上げる。端の腐肉が裂け、更に口が大きくなった。

「きょ、巨大化した……？」

　ゴウタンは理解が追い付かず、茫然とマッドヘッドを見ている。

「あの様子……知識なしか！」

　それも仕方がない。存在進化自体、かなりの稀なイベントである。Ｄ級冒険者のゴウタンが知らなかったのも当然だといえる。

　だが、マッドヘッドはレベルが【33】から【40】へと跳ね上がっている上に、攻撃スキルも一気に増えているのだ。ただ大振りの単調な攻撃を繰り出すグールヘッドとは一線を画する、凶悪な魔物である。前知識がなければ対処するのは困難だ。

〈マジックワールド〉では、低確率でこうした意地悪なイベントが発生する。こういうときのために、余裕のある討伐依頼でも逃げるときの取り決めはしておくべきだったのだ。特に人数が多く統率の取り難い、こうした大規模依頼レイドクエストでは。

「ゴウタン、前に立つな！」

　俺が叫んだのと、マッドヘッドが大きく口を開けたのは同時だった。

「ボォオオオオオオオオオオッ！」

「うぐぅっ！」

　マッドヘッドの吠える音を正面から受け、ゴウタンは身を縮めた。

　遅かった……マッドヘッドのスキル、〈王の咆ほう哮こう〉だ。マナの込められた大音響攻撃は、前に立つものをスタンさせ、一時的に動きを止める。

　マッドヘッドの爪が、ゴウタンへと向けられた。

「テイル、ポール！　デカブツの気を逸らせ！」

　俺はゴウタンの露払いとして彼に付き添っていた、二人へと叫んだ。

「どど……どうしろと言うんだ……？　あんな化け物に魔法攻撃なんてしたら、私がぶっ殺されてしまう……」

　テイルが声を震わせながら口にする。

　俺は思わず舌打ちをした。臆病者は邪魔だから出てくるなと言っていたのは誰だったのか。

「ゴウタンがやられたらどの道全滅だぞ！　わかってないのか！　勝ち筋を残せ！」

　逃げに徹しても、指揮も崩れている今では、半分は殺されることになるだろう。何せ、マッドヘッドの方が遥かに足が速いのだ。

　だが、俺が叫んでも、テイルは動かなかった。マッドヘッドの凶きょう爪そうがゴウタンを襲う。ゴウタンの手から斧が飛び、彼の身体が軽々と吹き飛ばされた。

「うがぁっ……！」

　ゴウタンは地面に倒れ、血を流しながら身体を痙けい攣れんさせていた。

　最悪だ……。あの様子、マッドヘッドの特性〈痺しびれ毒の腐肉〉の麻ま痺ひの状態異常付与が発動したのだ。無防備な状態で直撃を受ければ、通常以上に状態異常付与が発動しやすい。

「ブゥワアアアッ！」

　マッドヘッドはゴウタン目掛けて追加の爪撃を放つ。俺はゴウタンの前に滑り込み、マッドヘッドの腕へと剣を宛てがい、払った。

「〈パリィ〉ッ！」

　だが、受け流し切れなかった。俺は全身を殴打されたような衝撃に襲われ、後方へと弾き飛ばされた。

　辛うじて倒れないように耐え、マッドヘッドの顔面を見上げる。マッドヘッドは醜悪な笑みを浮かべ、俺へとにじり寄ってきた。

　ひとまず、標的がゴウタンから俺へと逸れてくれた。

　俺は呼吸を整え、マッドヘッドを見上げる。

「俺が引き付ける！　テイル！　ゴウタンを回収して、〈ヒール〉と〈パララヒール〉で回復してくれ！」

　赤魔術師であれば、どちらも既に取得している。それが現状の唯一の救いか。

〈パララヒール〉で麻痺は回復させられる。ほんの少し足止めすればいいだけなら、このレベル差でもやってみせる……！

「ヒ、〈ヒール〉はあるが、〈パララヒール〉はないぞ……？」

　テイルが弱々しくそう口にした。

「何を言っている？　〈赤魔術〉の【15】で、〈ポイゾヒール〉と共に覚えるはずだが……」

「……〈攻撃力上昇〉に振った」

　こ、こいつ……！

　赤魔術師は、補助や支援が整っていて、かつ剣士を熟せるのが強みだ。先に剣士系統を目指しても、ただ専門クラスの劣化にしかならない。

「とにかく、ゴウタンを安全な位置まで運んで、〈ヒール〉で回復させてくれ！」

　俺は言いながら、倒れているゴウタンから距離を取るため、背を翻して走り、その場から離れた。

　マッドヘッドが俺の後を追い掛けてくる。

「ブゥワアアアアアアアアアアッ！」

　……自身より遥かに大きく、強い魔物に追い掛けられるのはぞっとする思いだった。

　現実はゲームとは違い過ぎる。おまけに今回は、あまり分がよくない。

　俺はちらりとマッドヘッドを振り返った。





魔物：マッドヘッド

Ｌｖ　：40

ＨＰ　：94／94

ＭＰ　：26／31






　……ＭＰ残量の確認がてらに改めて見たが、やはりとんでもない強さだ。一つの小さなミスが死に直結する。

「……来いよ、マッドヘッド。ゴウタンが立て直すまで、俺が相手してやる」
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「え、Ｆ級冒険者が、あんな化け物と正面からぶつかるなんて無理に決まってるだろ！」

「馬鹿っ！　黙っとけ！　今の内に、とっとと逃げるぞ！　あいつが殺されたら次は俺達だ！」

　遠巻きに冒険者達が大騒ぎしている。

　だが、それでいい。逃げたい奴は勝手に逃げてくれればいい。

　下手に加勢されても、魔物の動きもわからず、防御力が低く、防具も安物で済ませているＦ級冒険者では、マッドヘッドの相手はできない。もって十秒だろう。

　俺は【Lv：16】、対してマッドヘッドは【Lv：40】。直撃をもらえば、防御特化の俺でも一撃でやられかねない。動作は読みやすいが、レベル差のせいで速さの差が大きすぎる。

　マッドヘッドの特性〈痺れ毒の腐肉〉による麻痺は、平均三分間で自然治癒する。その間を凌しのぎ切れば、テイルの〈ヒール〉で回復したゴウタンが立て直せるはずだ。ここ三分間を死ぬ気で耐え切ってみせる。

「ブゥワアアアア！　ブゥワアアアア！」

　マッドヘッドが両腕をブンブンと振り乱す。俺はマッドヘッドの腕が当たるところには立たず、常に移動して攻撃を回避していく。

　マッドヘッドは大振りで攻撃が読みやすい。だから、安定して攻撃を避けられるはずだったのだが……。

「ぐぅっ！」

　頭上から飛んできた一撃。俺は右へ避けつつ、〈パリィ〉で爪を左へ受け流してギリギリ回避した。それでも余波で吹き飛ばされて地面を転がる。

　やはりステータス差がキツ過ぎる。もっとも、〈マジックワールド〉なら、今のくらいなら完全回避できてたんだがな……。

　状況は最悪だ。安全第一で動きたかったのに、準備なしで格上相手と一対一でぶつかることになるなんて思っていなかった。

「お、おい、あの重騎士、ゴウタンさんを吹き飛ばしたあの化け物と対等に戦ってないか？」

「馬鹿言え！　どう見てもジリ貧だ！　今生き残ってるのが奇跡だぞ！」

　遠くから冒険者達の声が聞こえてくる。

「なぁ……アイツ、笑ってないか？」

　その声を聞いたとき、最初はマッドヘッドのことかと思った。だが、すぐに俺は、自分の頰が緩んでいたことに気が付いた。

「参ったな……こういう状況は避けたかったが、不思議と嫌いってわけじゃないんだよ」

　ハイリスク、ハイリターン。〈マジックワールド〉でもよくある状況だ。

　敗れた際のデスペナルティが痛かったため、効率で言えば最悪だったが、自分の実力を限界まで問われる状況で、燃えない奴は男じゃない。

　方針を切り替える。どうにも今の俺では、マッドヘッドに一方的な攻撃を許していては、回避しきることは困難なようだ。牽けん制せい程度にこちらからも攻撃する必要がある。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：０］

〈重鎧の誓い［15／１００］〉

〈防御力上昇［０／50］〉

〈初級剣術［５／50］〉【＋５】






　俺は〈ステータス〉を開き、スキルポイントを〈初級剣術〉へと全て割り振った。

　先に〈重鎧の誓い〉を伸ばすか、アイテムで新しいスキルツリーを入れてそっちを伸ばすのが望ましかったのだが、まあ、仕方ない。結局〈初級剣術〉の【５】で手に入るスキルも、どうせいつかはとっておくつもりだった。

【〈初級剣術〉が［５／50］になったため、通常スキル〈当て身斬り〉を取得しました。】

　よし……！





〈当て身斬り〉【通常スキル】

　ゼロ距離から対象を剣の腹で殴りつける技。

　防御力の高い相手にもダメージを通しやすい。






〈当て身斬り〉は〈初級剣術〉の中でも外れ扱いされているスキルである。だいたい皆、【10】で手に入る剣装備時の攻撃力を上げる特性スキルを先に欲しがっているため、必要以上にネタにされている節もある。

　そして実際、剣のリーチの長所を捨ててまで敵に飛びつくのは剣士の戦い方にあっておらず、後半の効果にしてもダメージが通しにくい格上の相手にそもそも挑むなという話になってくる。

　だが、このスキルは攻撃力が低く、防御力の高い重騎士のステータスと嚙み合っているのだ。重騎士のステータスで相手の攻撃を耐え続けつつ、〈当て身斬り〉で確実にダメージを重ねていくことができる。

　また、〈マジックワールド〉のレベル上げは基本的に、如何に自分より格上を狩っていくかにある。どんな相手にもダメージを見込める〈当て身斬り〉の有用性は高い。

「ブゥワアアアア！」

　また、マッドヘッドの一撃を〈パリィ〉で弾く。

　俺もまた殺しきれなかった衝撃で吹き飛ばされたが、地面に剣を突き立てて勢いを利用して身体を半回転させ、マッドヘッドの脚下へと転がり抜けた。

「ブゥワ……？」

　マッドヘッドが俺を見失った。

「〈当て身斬り〉！」

　背後より密着し、マッドヘッドに至近距離から殴るように斬りつける。厚い体表の奥の芯を砕く。

「ブゥッ！」

　マッドヘッドの身体が大きく揺れ、慌ててこちらを振り返る。その後、我が武む者しゃ羅らに腕を振るっていた。

　動きが乱れてくれれば、より動きを読みやすい。俺はマッドヘッドの攻撃範囲から逃れるように駆け回りながら、強引に追ってきた攻撃を〈パリィ〉で受け流す。隙を見つけては〈当て身斬り〉で反撃し、マッドヘッドに一方的に攻められないように牽制した。

　だが、マッドヘッドの攻撃を〈パリィ〉で完全に打ち消すことができない以上、俺のＨＰもかなり削られていた。それなりに〈当て身斬り〉も入れたが、マッドヘッドの高いＨＰを削り切れるほど甘くはない。

「ブゥ……ウウウウ……！」

　マッドヘッドは、明らかに格下の俺を一向に仕留めきれないことに対し、強い苛立ちを覚えているようだった。次こそ終わらせてやるとばかりに、巨大な腕で地面を殴りつけ、俺を威嚇する。

「そうだな、マッドヘッド、ここからが本番だよな。……だが、悪いが、俺の役目はお前を倒すことじゃない」

「ウウウ……？」

　俺が剣を下ろしたのを見て、マッドヘッドが訝いぶかしげな声を上げる。

「〈竜殺割り〉！」

　マッドヘッドの背後でゴウタンが高く跳び上がり、その脳天目掛けて斧を叩き落とした。マッドヘッドの頭から血ち飛沫しぶきが上がり、その巨体が倒れる。

〈竜殺割り〉は、クリティカル狙いの大振りスキルだ。強力ではあるが、動作も隙も大きく、動く相手を芯で捉えるのは難しいため、使い所が限られてくる。

　ただ、激げき昂こうしたマッドヘッドは俺に集中していた。ＨＰを回復し、麻痺から脱したゴウタンが背後より接近するのに気付くのが遅れたのだ。

【経験値を３３０取得しました。】

【レベルが16から23へと上がりました。】

【スキルポイントを７取得しました。】

　経験値の多くはゴウタンに流れたはずだが、それでも桁外れの量が入ってきた。スキルポイントも美味しい。使った分以上に返ってきた。




７




　俺は剣を鞘さやへと戻す。

「ふう……死ぬところだった」

　アドレナリンがガンガン出ていたので突っ込んでいたが、あれ以上は俺の方が持たなかっただろう。

　三分で戻ってきてくれると期待していたが、ゴウタンの加勢までは五分以上掛かっていた。テイルが回復に手間取っていたようだ。

　マッドヘッドの麻痺の状態異常付与が三分で回復するのはＨＰが十分回復していることが前提であり、ＨＰが低いと状態異常への耐性が落ちて長引くのだ。それでも、逃げずにきっちりゴウタンを回復してくれたことは助かったが。

「……たかだかＦ級冒険者が、儂でさえ殺されかけた魔物の猛攻を、あれだけ耐え続けておったというのか？」

　ゴウタンが俺を見て、信じられないというふうにぽつりと漏らす。

「いや、丁度限界だった。助かった、ゴウタン」

「い、いや……」

　ゴウタンはしどろもどろにそう口にした後、頭をがばっと豪快に下げた。

「すまんかった……エルマ。指揮の甘さに、安全管理の杜ず撰さんさ。どちらもお前さんの言う通りであった。人命に関わることだというのに、人前で若造に口出しされて言葉を曲げられるかと、意固地になっておった……。儂はギルドの指導役失格である。この依頼が終わったら、この役割は返上しようと考えておる」

　強面で頑固な人物だと思っていたが、ゴウタンは俺へとそう謝罪してくれた。俺としては昇級さえ認めてくれれば、別にそれで構わないのだが。

　ただ、これは、ゴウタンばかりが悪いということではないだろう。

　冒険者ギルドのそもそもの情報不足、体制の甘さが発端ではなかろうか。指導役の冒険者への教育がなされているとも思えない。単に世話焼きで信用のおける冒険者へ、報酬を渡して投げっぱなしにしているだけなのではなかろうか。

　他の指導役の冒険者が、ゴウタン以上にレイドの指揮や、安全管理を徹底できているとは、俺にはとても思えない。

　元より荒くれ者揃ぞろいの冒険者ギルドである。指導や統率は困難を極める。初対面でゴウタンが威圧的だったのも、新人冒険者に舐められ、職務を全うできなくなることを恐れてのことだろう。こうしてさっと頭を下げられる辺り、むしろ根は素直な人間なのだろうと思う。顔は怖いが。

「失敗したと思ったのなら、改めたらいいんじゃないのか？」

「そう簡単に収めていい話ではなかろう。一歩間違えれば、儂は冒険者を壊滅させておった」

　……頑固なのは第一印象通りらしい。

「こんなことで辞めていたら、指導役の冒険者は、失敗した経験のない、甘い考えの人間で溢あふれるんじゃないのか？」

「む……むぅ」

「責任を感じているんだったら、尚更放り投げるよりも、指導役を続けるべきだろう」

　ゴウタンはしばし神妙な面持ちで黙っていたが、やがてニヤリと笑って顔を上げた。

「……フン、口の回る、生意気な男である。今は、その口車に乗っておくとするわい」

　ゴウタンはそれから、マッドヘッドの残骸へと目を向ける。

「奴の魔石は持っていくがいい。あれはお前さんが倒した魔物だ」
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　マッドヘッドの身体がマナと化して朽ちていく。消えていく巨体の中に、茶色の輝きを帯びた魔石があった。

【Lv：40】の魔石だ。それなりの値がつくだろう。冒険者はいくらお金があっても足りない。くれるというのであれば、ありがたくもらっていくことにしよう。

「ん……？」

　腐肉の残骸の中に、真っ赤な盾が残っていた。

　盾には鬼の顔が彫られている。ドロップアイテムだ。マッドヘッドのような稀き少しょうな魔物は、良いアイテムを残してくれやすい。

「ほ、ほう、【Lv：40】の、珍しい魔物から、ドロップアイテムか……」

　ゴウタンが、ごくりと唾を吞のみながら鬼の盾を口惜しそうに見つめる。

「あっちは譲ろうか？」

「馬鹿を言うな！　儂には二言はない！　奴は、お前さんが倒した魔物だ！」

　ゴウタンがキッと目を細め、少し怒ったようにそう口にした。

「……のう、アイテムの詳細の確認だけ行ってもいいか？」

　男らしいようで、未練がましい……。クラスの力を得た人間は、所持しているスキル同様、アイテムの詳細情報を確かめることができる。

　俺は鬼の盾を拾い上げた。





〈狂きょう鬼きの盾〉《推奨装備Lv：40》

【防御力：＋25】

【市場価値：三百万ゴルド】

　鬼の顔の彫られた、恐ろしい盾。

　盾を用いて相手の攻撃を防いだ場合、直後の同一の相手への攻撃に【攻撃力：＋８】を付与する。






　俺はごくりと唾を吞んだ。

〈マジックワールド〉のものと同一の性能だが、この市場価値はゲームのものではないのだ。ギルドや店で捌けば二百万ゴルド程度にはなってしまうだろうが、それでも美味しい。

　盾の防御力上昇値は大きいが、これはあくまでも盾で受けたときの防御力である。〈城壁返し〉の発動条件は鎧で受けることであるため、盾では満たすことができない。

　とはいえ、これだけの補正値があれば、同レベル台の攻撃はほぼ盾で封殺できるだろう。推奨装備のレベルはかなり高めだが、扱えないことはなさそうであった。

　若干動きにくいが、使っている間にレベルが追い付くだろう。……これだけ高額だと、正直売り飛ばすのも視野には入るが。

「……ほう、三百万ゴルドか」

　ゴウタンがぽつりと、口惜しげに呟つぶやいていた。俺が目をやれば、キリッと顔を引き締める。

「それでゴウタン、昇級の件なんだが……」

「心配するでない。お前さんを昇級させんのは、ギルドの損失であると伝えておこう！」

　ゴウタンはそう熱弁してくれた。

「ギルドから『エルマがズルをしないか見張ってくれ』と言われておったが、とんだ見当外れの忠告であったな。もし反対する者がおったら、儂がぶん殴ってでも言い聞かせてやるわい！」

「そこまでしてくれなくて結構なんだが……」

　俺が苦笑していると、そろそろとテイルが歩み寄ってきた。

「あ、あのう……ゴウタンさん、私の昇級……その、認めてもらえたりしませんかね？　ゴウタンさんが立て直せたのも、私の〈ヒール〉のお陰で……」

「魔物相手に完全に足が竦んでおったではないか！　そんな状態では、まだＥ級冒険者になどなるべきではないわい！　昇級して〈夢の穴ダンジョン〉に入れるようになれば、魔物相手の難事に見舞われることなどいくらでもあるのだぞ！　そのときに怯えて身体が動かんようでは、今回とは違い全滅することになると思え！　上ばかり見ず、適切な依頼で経験を積んで精進せい！」

「うぐ……は、はい……」

　テイルは唇を嚙み締めながら、俺へと目をやった。ただ、俺に命を助けられたことはわかっているらしく、悔しげに目を伏せるばかりで、何か突っかかってくることはなかった。




８




　冒険者ギルドに戻った俺は、受付にて大規模依頼レイドクエストの報酬を受け取っていた。

　今回の依頼はほくほくであった。

　まず、大規模依頼レイドクエストへの参加の基礎報酬が三万ゴルド。そして俺の貢献度に対して支払われる額が十万ゴルド。ここに更に、討伐した魔物の魔石の換金額が乗るのだ。

「此度の大規模依頼レイドクエストの報酬が、まずこちらの十三万ゴルドです。それから……ワイトの魔石十体分の買取額として二十万ゴルド……合計、三十三万ゴルドです」

　金貨の詰まった袋を見て、俺は心が躍った。

「いや、大規模依頼レイドクエストは儲もうかるもんだな」

「他の奴は、十体もワイトを倒しとらんからであろうに。今回に限れば、儂より稼いでおるぞ」

　横についていたゴウタンが、呆あきれたようにそう言った。

「それから……こちらがグールヘッド……改め、マッドヘッドの魔石の買取額です。六十万ゴルドです」

　どんっと、更に大きい貨幣袋が置かれる。

「うおっ！」

　思わず声に出てしまった。

　合計でほぼ百万ゴルドである。〈狂鬼の盾〉の価値も合わせれば、四百万ゴルドだ。厄介なイベントに見舞われたが、相応の価値はあったといえる。他の冒険者達も、羨ましそうな目で俺の方を見ていた。

　報酬はギルドに預ける手もあったが、ここ都市ロンダルムにいつまで滞在するのかも定かではない。俺は〈魔法袋〉があるので、こちらに入れておくことにした。

「で、俺はＥ級冒険者にしてもらえるんだよな？」

　金に目が眩くらんでいたが、それが一番の目的だったのだ。Ｅ級冒険者にさえなってしまえば、〈夢の穴ダンジョン〉へ入ることができるようになる。後は実績を積み重ねてレベルを上げていけば、冒険者ランクも楽に上げていけるだろう。

「ゴウタンさん、あの……本当にこの人が、ワイトの群れを討伐して、グールヘッドの進化個体を倒したんですか……？」

　受付嬢が不安げにゴウタンへと問うた。

「そ、そうだよ！　そいつ、前にもレベルの高い魔石を持ってきて疑われてた奴じゃねぇか！　なんか裏があるんじゃねえのか！」

「防御特化クラスの重騎士で、どうやってそんな数の魔物を狩るんだよ！」

　敵陣に飛び込んで、ひたすら防御を固めておけば、むしろ低レベルの魔物を数狩るのに向いてるんだがな……。

　だから〈マジックワールド〉初期では、『雑魚狩りの置き石』だのいわれていたくらいだ。とにかく重い鎧を装備して、ただ魔物の群れの中で〈城壁返し〉を連発していればいいからだ。

　もっとも〈マジックワールド〉では格下相手では取得できる経験値が一気に減少する上に、レベルの高い魔物は見え見えのカウンター狙いに引っ掛からなくなってくるので、発動機会が一気に少なくなってくる。ただ、そのことさえこの世界では広まっていないようだ。

〈マジックワールド〉での重騎士は、キャラメイク時のクラス診断でも出現ルートが狭く、攻略サイトを見てから狙って出さなければほぼ出ないような状態になっていた。運営がそもそも玄人向けキャラとしてデザインしていたようなので、そう考えれば妥当ではあるのだが。

　その出現率がこの世界でも反映されているとすれば、重騎士の情報自体が少ないのも必然なのかもしれない。

　俺がそんなことを思いながら他の冒険者達を眺めていると、ゴウタンが握り拳を作り、だんっと受付の机を叩いた。

「貴様ら、エルマを疑うつもりか？　こやつの潔白を証言している、儂が大おお噓うそ吐つきだと侮辱しているということだな？」

　ゴウタンの声に、一気にギルド内が静まり返った。

　このギルドにおいてＤ級冒険者の立場は強い。ランクの高い冒険者は、ランクの高い魔物が溢れている地へと向かうものだからだ。ここ都市ロンダルムでいえば、恐らく最上位クラスでＣ級冒険者だろう。

　その後は陰口を叩く者も一気にいなくなり、俺は無事にＥ級冒険者へと昇格することができた。

【称号〈Ｆ級冒険者〉が〈Ｅ級冒険者〉へと進化しました。】

　よし、これでスキルツリーへの割り振り上限が緩和された。そして〈夢の穴ダンジョン〉へも入れるようになった。

「さて、今後どうするかだな……」

　しばらくレベル上げは二の次にして、〈夢の穴ダンジョン〉で〈城壁返し〉を使って数を狩って金稼ぎをしようかと考えていた。〈城壁返し〉は最初期を抜けると、一気に発動機会がなくなってくるのだ。

　スキル持ちの魔物が増えてくると、防御力で封殺できる機会なんてほとんどなくなってくる。

　バフ・デバフを駆使して絶好の場面を整えても、そのレベル帯の魔物になってくると賢く、攻撃が通らないと判断すると冷静にバフ・デバフが切れるのを待って、迂う闊かつに飛び込んでこなくなってくる。〈ディザーム〉の攻撃力減少効果も持続時間はせいぜい一分なので、基本的に素早さで劣るこちらが効果の重複を狙うのは難しくなってくる。

　今〈城壁返し〉を主軸にできているのは、初期のスキルツリーにおける防御力の上昇と、鎧装備のありがたみが大きいからに他ならない。これで今後はレベリングを行っていくのが厳しくなってくる。

「……一応、商店街を探してみるか。もしかしたら〈燻いぶり狂う牙〉の〈技能の書スキルブック〉が見つかるかもしれない」

〈燻り狂う牙〉の〈技能の書スキルブック〉……。

　重騎士が真価を発揮するための最重要アイテムなのだ。もっとも稀少なアイテムであるため、この街で手に入るのかはかなり怪しいのだが。まあ、探してみるのはタダである。





第三話　成金ラーナ狩り
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　俺は商店街の、冒険者向けのアイテムを扱っている店へと訪れていた。〈ヒールポーション〉や〈煙玉〉、〈囮おとり人形〉なんかが並べられている。

〈ヒールポーション〉……その名の通り、飲めば回復できるアイテムなのだが、〈マジックワールド〉では少々使用に手間が掛かる。

　それにアイテムの質にもよるが、充分な効果を発揮するためにはそれなりの量を飲む必要がある。取り出してから口に含んで飲み切るまで、ちょっとした時間が掛かるため、戦闘中はその時間が大きな隙になる。おまけに飲んでからのＨＰ回復は、時間を掛けてゆっくりと行われるため、敵の与えてくるダメージに間に合わないことも多い。

　要するに、戦闘中に連続使用してゴリ押すような真似はなかなかできないということだ。回復系のスキルも同様に、どうしても隙を晒さらしてしまうタイプのものが多い。まあ、それでも〈夢の穴ダンジョン〉に潜るのに、回復手段を買っていかない理由にはならないのだが。

「〈ヒールポーション〉を三つ頼む」

　俺は女店主へと声を掛けた。

「はいはい、七万二千ゴルドですよ」

　なかなかいい値段がする……。だが、ここでケチって万が一にでも回復手段を切らせば、それが死に直結しかねない。ここで買っておかない手はない。

「一つ聞きたいんだが、〈技能の書スキルブック〉はどこで買える？　どの店を覗のぞいても見当たらなかったんだが……」

　そう、俺の主目的は〈技能の書スキルブック〉である。

〈技能の書スキルブック〉というのは、スキルではなく、スキルツリーを丸々取得するためのアイテムだ。〈重じゅう鎧がいの誓い〉のようなクラス専用スキルツリーの〈技能の書スキルブック〉は存在しないが、〈初級剣術〉や〈攻撃力上昇〉のような汎用スキルツリーを取得することができる。

　もっとも保持できるスキルツリーは基本的に一人三つまでなので、どれか一つは消去することになる。この際にスキルポイントを振っていれば、そのポイントは消滅する。

　俺が欲しいのは〈燻くすぶり狂う牙〉の〈技能の書スキルブック〉である。正直な話、重騎士は〈燻り狂う牙〉を手に入れるまではチュートリアルのようなものだ。あれがなければ話にならない。

〈重鎧の誓い〉のスキルと〈燻り狂う牙〉のスキルが奇妙な嚙かみ合い方をして、条件さえ整えば攻撃特化クラスの数倍のダメージを叩たたき出せるようになるのだ。

　完成された重騎士は防御特化のクラスではない。攻撃特化のクラスと呼んでもまだ語弊がある。大ダメージ技を連発する人間兵器のようなものだ。おまけに装備を切り替えて防御型に移行することもできる。

　一日でも早く手に入れたいところだが、〈燻り狂う牙〉の〈技能の書スキルブック〉はレアアイテムである。ただ〈燻り狂う牙〉を採用するクラスは少ないので、そこまでの金額にはなっていないはずだが、問題は店にあるかどうか、といったところか。

「あー……お客さん、何も知らないんですね……。もしかして、最近クラスを得たばかりの、一年目の方ですか？」

「む……？」

「〈技能の書スキルブック〉の売買は禁止されてるんですよ。手に入れた人が自分で使用するのは認められていますが、それ以外は冒険者ギルドが買い取って、貴族や教会へ流すことになっています」

　俺はがくっと肩を落とした。

「う、噓うそだろ……？」

　自力で〈燻り狂う牙〉の〈技能の書スキルブック〉のドロップを目指すのは、正直無理がある。

〈マジックワールド〉でもピンポイントで欲しいアイテムのレアドロップを目指すのは困難だとされていた。だいたい意図していないときに偶然手に入れるものであり、狙っているときに限って落ちなくなるとは、〈マジックワールド〉に限らず何のゲームでもよくいわれていたことである。

　特に現実となったこの世界では、体力的な問題で日に何度も〈夢の穴ダンジョン〉に潜り続けるなんて不可能だ。

　ゲームと比べて貴族の力が異様に強くなっているのは感じていた。いや、しかし、まさかこんなことが起きていようとは。

　おのれ、貴族共め。いや、俺もその一員なのだが。なんなら都市ロンダルムで徴収された〈技能の書スキルブック〉は、俺の実家のエドヴァン伯爵家が独占している可能性が高い。

「あー……仕方ないですね。やたらめったら教えるのはご法度なんですが、特別ですよ。〈ヒールポーション〉のオマケってことで。ここへ行くといいです」

　女店主はくすりと笑い、紙に簡単な地図を描いて俺へと渡した。

「これは……？」

「剝ぎ屋のアイテムを扱ってるところですよ。それ以外にも、非合法に売買されてる〈技能の書スキルブック〉もあります」

「非合法なのか……」

　剝ぎ屋はわかる。要するに冒険者の死体漁りである。ただ、本来はその手の遺品は、冒険者ギルドに報告して届ける必要がある。

「半ば暗黙の了解ですよ。冒険者ギルドも、この手の闇店の存在を知って放置しています。あんまり堂々と表沙汰になったら、取り締まらざるを得ないでしょうが……。剝ぎ屋でもやらないと生きていけない冒険者の方もいますし、ちゃんと手続きしたって遺族の手に渡るというより、大半は貴族の懐に入るだけです。〈技能の書スキルブック〉だって、貴族達は安値で巻き上げて、使いもしないのに溜ため込んでるんです。慣例だし、自分は得するからわざわざ変える気もないって感じでしょうね。冒険者達の苦労も知らないで」

「そ、そんなものか……」

　……聞いていて胸が痛い。そういった仕組みになっているとは、十五年間全く知らなかった。

　剣の鍛錬ばかりやってきたためか、とんだ世間知らずになってしまっていたようだ。前世の記憶が戻るまであの傲慢な父親に心酔していたのは、間違いなく俺の価値観が狭かったためだろう。今思えば、エドヴァン伯爵家は、当主以外は奴隷のような状態であった。

　もし前世の記憶が戻らず順当に剣けん聖せいになっていたら、俺も自然と父親のようになっていたのかもしれない。そう考えると少しぞっとする。この世界では貴族家の当主の横暴を受け入れるのが普通のことなのかもしれないが、俺はあの価値観から脱せてよかったと心から思う。

「ああ、勿もち論ろんこの店のことは、エドヴァン伯爵家や、都市代官には内緒ですよ」

「勿論だ」

　自分がその子息であるとは、口が裂けても言えなかった。
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　俺は冒険者向けの店で教えてもらった通りの場所へと向かい、歓楽街にある、寂れた小さな建物を訪れた。

　中では老婆が煙管を咥くわえており、煙たい空気が広がっていた。俺は手で扇ぎ、煙を避ける。

　本当にこんなところに〈技能の書スキルブック〉があるのかと思いつつ、周囲へ目を向ける。無造作に台の上に並べられた、剣や首飾り、魔石。そしてその横にある、埃ほこりの被った本棚にそれはあった。

　分厚い古い本に、宝石などがあしらわれている。あった……！　あれが〈技能の書スキルブック〉だ。なんと五冊もあった。

「弱っちい防具さね。ここ〈破れた魔導書堂〉は、アンタみたいな新人が来るとこじゃないよ」

　店主はそう口にした。防具から大体の俺のレベルに見当を付けたらしい。

「金ならある。〈技能の書スキルブック〉を見せてもらっていいか？」

「見るのは自由さ。ガキの手て垢あかが付いたって、価値は変わらんかんね」

　……そういう考えなら、埃っぽい店内に雑に置いていることも納得がいく。俺は一冊の〈技能の書スキルブック〉を手に取った。





〈技能の書スキルブック〉《初級弓術》

【市場価値：二百万ゴルド】

〈初級弓術〉のスキルツリーを取得できる。

　弓装備時の攻撃力上昇から、弓術の基礎スキルまで。






　に、二百万ゴルド……。ゲーム世界での価値から五十万ゴルドも値上がりしている。

　クラスの力で見られる市場価値は、ゲームでは国内での取引履歴から算出された値であった。この価格も恐らく、国内での取引履歴から算出されたものなのだろう。

　貴族の独占のせいで〈技能の書スキルブック〉の所有が特権化し、全体的に値上がりしているのかもしれない。

「言っておくけど、それ、ウチでは三百万ゴルドさね」

「さっ、三百万!?」

「当然さね。こっちだって、危ない橋渡ってるんさ。役人は見て見ぬ振りしてくれとるけどね、もっと上にバレたら、アタシは最悪打ち首さね」

　初級の基礎スキルツリーでこの有様か……。

　俺の現在の持ち金は約九十万ゴルドである。仮に〈狂きょう鬼きの盾〉を上手く売り捌さばいても、合計で三百万ゴルドといったところだろう。とてもじゃないが、レアな〈技能の書スキルブック〉を購入できるとは思えない。

　二冊目は〈魔法力上昇〉、三冊目は〈びっくり箱〉、四冊目は〈エレメンタルガード〉であった。

〈魔法力上昇〉はいつも通りのステータス上昇スキルツリーだ。よほど魔法力頼みのストイックな完成系が見えているのでなければ、敢えて取得するべきではないだろう。この世界では死ねばそれまでであるため、低級冒険者としての活動を安定させるために取得する冒険者もいるのかもしれないが。

〈びっくり箱〉は、運要素と戦術の幅が売りのスキルツリーである。ただ、ネタキャラとして楽しむのでなければ、敢えて〈びっくり箱〉のポイントを伸ばす必要もないだろう。ゲーム世界であれば格上相手にワンチャン狙いで挑むという戦略もまあ取れるが、デスペナルティを考慮すれば割には合わない。楽しいだろうけども。それも死ねばそれまでのこの世界では、運うん否ぷ天てん賦ぷのキャラビルドはできない。

〈エレメンタルガード〉は四大属性である火、水、土、風に対する耐性を主軸としたスキルツリーだ。その他の属性技もあるので完全ではないが、この四大属性に引っ掛かる技は多い。嵌はまれば強力な対策になるので、仲間に一人置いておきたいスキルツリーではある。

　……もっとも、ピンポイント対策キャラを自キャラになんかしたくないという人が多いので、そういう意味では不遇なスキルツリーとなっている。このスキルツリーを伸ばせば、攻撃スキルが足りなくなって火力不足にも陥りやすい。

　防御特化だが、魔法攻撃で崩されやすいクラスであれば、採用する価値はあるかもしれない。四大属性に引っ掛からない聖属性や闇属性魔法で滅多打ちにされている姿が目に浮かぶが。

　……俺は購入しないが、なかなかレアなアイテムが揃そろっているな。

　目当てのスキルツリーは見つからないが、まあ最初から期待はしていなかった。この世界における〈技能の書スキルブック〉の立ち位置が見えてきただけでも大きな収穫だったというべきだろう。この手の店を巡ってみるのもいいし、店主に見つけたら教えてもらえるように頼んでおいてもいい。

　物色するために金ならあるとは口にしたが、元々、現状で手の届く金額だと思ってはいなかった。

　俺は最後の一冊へと手を伸ばした。





〈技能の書スキルブック〉《燻り狂う牙》

【市場価値：三千万ゴルド】

〈燻り狂う牙〉のスキルツリーを取得できる。

　このスキルツリー保持者の傍に寄ることなかれ。砕けた身体を引き摺ずり、裂けた尾を舞わせ、なお止まることを知らぬ奴の凶行には、死神さえ近づくまい。






　あ、あった……！

　無数にある〈技能の書スキルブック〉の中で、貴族に大半を独占されてほんの一部しか出回っていない状態で、まさかいきなり〈燻り狂う牙〉が見つかるとは思っていなかった。

　重騎士の必須スキルツリー……手に入れるまでが重騎士のチュートリアル、〈燻り狂う牙〉！

　これさえ手に入れば、こっちのものである。

「なんね機嫌よう顔して。そんなのが欲しいなんて、アンタ変わった奴さね」

「あの……店主さんよ、これ……」

　店主は深く頷うなずいた。

「ああ、ウチでは五千万ゴルドさ」

　容赦ない値段設定であった。俺はがっくりと肩を落とす。

　まあ……予想していたことではあった。




〈初級弓術〉：三百万ゴルド

〈魔法力上昇〉：六百万ゴルド

〈びっくり箱〉：千五百万ゴルド

〈エレメンタルガード〉：三千万ゴルド




　これが〈破れた魔導書堂〉の値段設定であった。随分と足許を見てくれる。

「……用心棒も置かずに、よくこんな高額アイテムを置けるな」

　別に襲撃しようと考えたわけではなかったが、ぽつりと疑問が口から出た。

「アタシが弱いと思ってるなら、試してみるかえ？　この前は五人叩き出したよ」

　店主がニヤリと笑い、俺へと顔を上げた。脅しているふうではなく、楽しげな様子でさえあった。

「き、気になっただけだ。……この〈技能の書スキルブック〉、売りに出さないで取っておいてくれないか？　絶対に五千万ゴルド用意して、戻ってくる。そう長くは待たせないと約束する」

「アタシに何の得があるんだい？」

「それは……」

　店主からしてみれば、平等に同じ客である。当然、贔ひい屓きする理由もない。おまけに冒険者なんて、いつの間にか死んでいたっておかしくはないのだ。

「フン、アンタみたいなガキは嫌いじゃないよ。いいさね、取っといてやる」

「本当か……！」

　店主は煙管に口を付け、ゆっくりと息を吐き出した。

「五百万ゴルド上乗せでね」

　俺は深い溜ため息を吐いた。商魂逞たくまし過ぎる……。
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　しばらくは金策を練ることになりそうだ。〈夢の穴ダンジョン〉に入れば、稼ぎも増える。高価なアイテムドロップ狙いで頑張ってみるしかなさそうだ。
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「五千五百万ゴルドか……」

　俺は溜め息を漏らしながら街中を歩いていた。

　上級冒険者ならいざ知らず、Ｅ級冒険者の俺がぽんと手に入れられる額ではない。何せ、好調だった〈アンデッドの群れ〉の大規模依頼レイドクエスト約六十回分の金額である。

　上級冒険者は金銭感覚がぶっ壊れている。そして上級冒険者を相手にする店主の金銭感覚もぶっ壊れている。

〈燻り狂う牙〉は確かにレアスキルツリーだが、アレを欲しがる人間は重騎士か、破滅願望のある生粋の戦闘狂くらいだというのに。

　もっとわかりやすく強い〈技能の書スキルブック〉は、更に桁外れに高いのだろう。何せ不人気の〈エレメンタルガード〉さえ三千万ゴルドだったのだ。

　今後の金策を具体的に考えねばならない。堅実に進めていけば、どれだけ時間が掛かるかわからない。〈夢の穴ダンジョン〉でレアドロップ目指して、一いっ攫かく千金狙いで動いていくべきか。

　ただ、そうするにも、重騎士は敵に安定してダメージを与えるスキルがなさ過ぎる。この目標額だと、〈城壁返し〉に引っ掛かってくれる魔物ばかり狩っていても仕方がない。金策に丁度いい魔物を少し考えてみたが、どれも現状のスキル構成では多少レベルが上がっても及びそうにない。

　今持っている〈初級剣術〉のスキルツリーを育てるか、〈破れた魔導書堂〉のような裏の店を回って〈技能の書スキルブック〉を漁り、攻撃スキルを取得する、というのは一つの手だ。

　ただ、どうせ〈燻り狂う牙〉を手に入れれば使わなくなるスキルばかりだ。スキルポイントを無駄にするのは避けたい……。

　仲間……仲間を作るか。重騎士の人気はどうにも最低レベルのようだが、以前の大規模依頼レイドクエストで名前は売れたはずだ。それに今の俺は【Lv：23】なので、レベル下相手であればいくらでも組める機会はあるはずだ。

　他のクラスの冒険者と組めば、狩り対象にできる魔物の幅が一気に広がる。相方はレベル下でも構わない。俺が攻撃を引き付けてレベル上げをちょっと手伝えばすぐに戦力を補充できるし、恩も売れる。

　初期から安定していて純粋に性能の高いクラスはどうせ引く手数多だろう。俺と被っている防御特化クラス以外ならば何でもいいか。高望みはしない。できれば攻撃特化クラスだとありがたいが……。

　そう考えていると、前方から何やら騒いでいる声が聞こえてきた。

「いやぁ、まさか〈血ち濡ぬれの剣〉がドロップするとはな！　市場価値二百万ゴルド……店で買い取ってもらえば百五十万前後だろうが、それでも充分な額だ！　しばらく遊んで暮らせるぞ！　いや、〈夢の穴ダンジョン〉探索は最高だな！」

　冒険者の三人組が歩いている。真っ赤な剣を掲げるのは、剣士の男である。

「ちょいと危ないけど、裏の店で売った方がいいかもね。公のところだと、どうしても税がかかるから」

　そう答えるのは、軽装の少女であった。恐らくは斥せっ候こう系のクラス、盗賊だろう。

「えへへ……ほら！　ほらほらこれ、アタシのスキルのお陰ですよ！　アタシの！　ほらほら、ちゃんと効果あったじゃないですかぁ！」

　三人目の淡い水色の髪の少女は、淡い赤色のローブと、同色の道化帽を被っていた。

　道化師だろうか？　帽子もそうだが、武器が見当たらないので、ナイフか小杖ワンドだろう。それらを装備するクラスは限られてくるので、恐らく道化師で合っているはずだ。

　珍しいクラスだ。なかなかピーキーな性能のクラスなので、スキルポイントの振り分けを失敗しないように頑張って欲しいところだ。

「……お前のお陰、ね。何度も〈夢の穴ダンジョン〉に潜って、ようやくのレアドロップだがな。本当にルーチェのスキルが関係あるのかどうか、疑わしいもんだ」

　剣士の男が、はぁ、と溜め息を吐いた。

「ア、アハハ……そ、そうですね、クラインさん。でも、もっと回ってたら、きっと目に見えて違いがわかってくるってもんですよ！　ここからです！　ここから！」

　道化の少女、ルーチェがそう返す。

　どうやら剣士の男がクラインという名で、三人の中ではリーダー格のようだ。しかし、何やら剣けん吞のんな様子であった。

「ルーチェ、お前まさか、戦闘でほとんど役に立ってない癖に、この剣の分配金をもらえると思ってるのか？」

「え……で、でも、アタシだってその、命懸けで前面で戦ってますし……。せ、せめて五分の一……あ、いや、二十万……じゅ、十万ゴルドくらいは分けてもらえたら嬉うれしいな……なんて」

「はぁ……あのさ、命懸けで戦ってても、攻撃分散程度の役にしか立ってないのが問題だって言ってるんだよ。頑張ってるとか関係ないから。役に立ってないだろ、お前」

「こ、攻撃スキルがないのは、クラインさんの命令でスキルポイント振ってた結果なんですよ！　今までそれで進めてくれって言ってたのに……大金入った途端そんなこと言い出すのって、ちょ、ちょっと酷いと思いますよ！」

「酷い？　お前が役立たずなのに、取り分だけはもらおうとしてるからそれはどうなんだって言ってるだけだろうが。今までは許してきてやったけど、この金額は話が変わってくるだろ。はぁ……それを言うに事欠いて、酷い、ね。お前さ、頭、大丈夫か？　スキルポイントの割り振りだって、俺はちょっと提案しただけで、実行したのはお前だろ。人のせいにするなよ」

「え……ク、クラインさん？」

　大分空気が悪かった。俺も出くわしてしまったことを後悔しているレベルである。

　どうやらスキルポイントの割り振りミスと、大金の分配問題が絡んで泥沼になっているようだ。

〈マジックワールド〉でも、この手の問題は度々発生した。仲間内での相性を考えてスキルポイントを割り振ったのに、事情が変わって無意味になってしまった、なんて問題が時折発生するのだ。特に攻略情報を万全に共有できるネットもないこの世界では、その傾向は余計に強いはずだ。

「はいはい、十万ゴルドね。おら、これでいいんだろ。さっさと拾ってどっか行けよ」

　クラインが金貨を地面へとばら撒まいた。

「こっちはさ、基礎ステータスも低いのに、スキルツリーもミスってロクに攻撃スキルも使えないお前をわざわざ仲間に入れてやってたのにな。こんな端金に目が眩くらんで、本性を表すとは。なあ、リース、そう思わないか？」

　クラインから声を掛けられた盗賊の少女……リースは、ちらりと赤い剣へと目を向ける。

「ま……そうね。こっちだって余裕ないのに、たまたま入った大金をごっそり分割されちゃあね」

　要するに、二人でレアドロップの取り分を分配したいのだろう。

「そ、そんなつもりじゃなくて……ご、ごめんなさい、クラインさん、リースさん。その、やっぱりアタシ、剣のお金はいいんで……」

「ごめんじゃなくてさ、もう無理だから。ま、新しいところで頑張れよ。中途半端にレベル伸びてるせいで経験値も取得できなくて、新しいスキルも覚えられない。そんな手詰まり状態の奴を、誰が仲間にするのかは知らねえけどさ」

　……金の切れ目が縁の切れ目、とはよくいったものだ。スキルポイント制度はなんと残酷なことか。

　システムの仕様上、自身と同格かそれ以上の相手を狩っていかなければ、まともにレベル上げを行うことができない。ただ、スキルの組み合わせが悪くてまともに同レベル相手の戦闘が熟せなくなってしまった場合、レベルを上げることが非常に困難になってしまうのだ。

〈素早さ上昇〉か、不要な武器系統のスキルツリーにでも振ってしまったのだろうか？　いや、話から察するに支援系か？

　少し考えて……彼らがレアドロップの話をしていたことを思い出した。

　ま、まさか、あのスキルツリーか!?　いや、だが、あのスキルツリー持ちを追い出そうとするような奴がいるのか？

　スキルツリーの情報共有がまともに行われていないにしても、それだけは正直信じられない。しかし、先の話を聞くに、あれしか考えられない。

「わ、我が儘まま言って、ごめんなさい……。剣のお金は一切いいんで、どうかパーティーにおいてください、お願いします……」

　俺は思わず飛び込み、ルーチェの手を取った。

「うぇっ!?　ア、アナタ、誰ですかぁ!?」

「頼む！　絶対に損はさせないから、どうか俺と組んでくれないか！」

　突然手を握られたルーチェは無論のこと、彼女の仲間であるクラインもリースもぽかんとした顔で俺を見ていた。

「取り分は、八対二でどうだ？」

「ず、ずっと二割はちょっと……あの、生活ができなくなっちゃうといいますか……」

「勿論、そっちが八、俺は二でいい！　駄目か？　正直、欲しいものがあるから一は厳しい。できれば二がいい！」

「ちょ、ちょっと落ち着いてください！　あの、アナタ、まず何者なんですか！」

　い、いかん、取り乱してしまっていた。

　ただ、この絶好の機会は絶対に逃すわけにはいかない。

　彼女の協力さえあれば、〈燻り狂う牙〉の五千五百万ゴルドを用意することは決して難しくないからだ。二百万ゴルド程度の話ではない。
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「な、なんだよお前、急に割って入ってきて……」

　パーティーリーダーらしき男……クラインは、俺へと得体の知れないものでも見るような目を向けていた。

「あ、あのあのぅ……そのぅ……手、放してもらっていいです？」

　ルーチェはやや顔を赤らめ、困惑したようにそう口にした。

「おっと悪い」

　がっちりと摑つかんだままだった。逃がすものかという執念が出過ぎていた。

　わかりやすい強クラスやスキルツリー持ちの冒険者と組むのは難しいだろうと考えていたところに、まさかいきなり大チャンスが訪れるとは思っていなかったのだ。

「俺はエルマだ。彼女がパーティーから抜けると聞こえてきてな、それならばとスカウトに出てきたわけだ」

「おいおい、正気か？　そいつは戦闘能力がなさすぎて、レベルもまともに上げられないんだぞ」

　クラインが俺の言葉を鼻で笑った。

　実際、〈マジックワールド〉では初心者の陥りがちなミスであった。キャラビルドの幅が広い上に、スキルポイントの割り振りは取り返しがつかない。

　支援型やトリッキーなクラスでは、スキルポイントの割り振りをミスすると、レベル下の魔物しか狩れなくなってまともにレベル上げができない、といった事態がよく発生する。

　もっとも俺は、その辺りの抜け出し方も頭に入っている。

「全く問題はない」

「ハハ、後悔するなよ。ま、その無能を引き取ってくれるなら、こっちも心が痛まずに済むってもんだ。いいぜ、勝手に連れて行けよ」

「いや、元々こっちは、お前の許可なんて別に求めていないんだが……」

　俺はルーチェ本人と交渉しているだけである。ルーチェがどうするかにクラインの意志は全く関係ない。なぜクラインが自分に決定権があるように話しているのかが全くわからない。

「先に言っておくが、俺は【Lv：23】の重騎士だ。パーティーメンバーはいない、単独で行動している。Ｅ級冒険者にはなっているので、〈夢の穴ダンジョン〉に入る許可は持っている」

　ひとまずこちらのレベルとクラスを明かしておかなければ話にもならないだろう。〈夢の穴ダンジョン〉に入るには、パーティーメンバーに一人以上はＥ級冒険者がいる必要がある。

「へえ、俺と同じくらいか。防御特化クラスでよくそこまで上げたもんだな、まあまあ頑張ってるじゃん。ただ、そのくらいになったら、経験値稼げない奴がどれだけ使えないか、わかりそうなもんだけどな」

　クラインが馬鹿にしたように笑った。

「あのぅ……アタシ、その……【Lv：13】しかないんですけど。やっぱり、止めといた方が……」

　ルーチェが言い辛そうに口にする。

「全く問題ない。レベル【10】くらい誤差のようなものだ」

「……ねぇ、ちょっと、クライン」

　俺達の会話を聞いて、これまで黙っていた盗賊クラスの少女、リースが口を挟んできた。

「なんだ？　リース」

「Ｅ級冒険者の奴が、わざわざルーチェを熱心に勧誘するなんておかしくない？　やっぱりアレの恩恵、大きいんじゃない？　元々そういう噂うわさがあったから、あの子入れてたわけだし……」

　……必死になり過ぎたか。

　俺の方がずっと待遇をよくできるという自信はあるが、元々仲間だったというのは大きい。二人が和解を提案すれば、あっさりと仲直りされてしまいそうな雰囲気だった。いや、それならばそれで仕方がないのだが。

「何言ってるんだリース、黙って行かせておけばいいんだよ。今穏便に出て行ってくれるなら、丁度いいじゃないか」

　クラインはリースに合図するように、自身の手にしている赤い剣へとチラチラと目を向ける。

　どうしても二人であの剣の売り上げを山分けしたいらしい。レアドロップの度にそんな考えで動いていたら、結局そこの二人もいつか揉もめて解散すると思うのだが……。

「そもそも冷静に考えろよ、ソロの防御特化クラスが、【Lv：23】まで上げられるわけないだろ。フカシか、レベルが上がったら役に立たないのが明らかになってパーティーを追い出されたんだよ。もしくは、パーティーは餌でただのナンパ目的かもな。ルーチェの奴、面だけはいいから」

　クラインが声量を落として、リースへとぼそぼそと口にする。ただ、彼女の説得を焦っているのか、声が所々聞こえてくる。

「まあ、そうだけど……」

　リースはクラインの勢いに押されているようだった。

「丁度いいじゃないか。スキルポイント振りに失敗した奴を追い出したなんて噂が立つと都市ロンダルムに居辛くなるが、これで大手振って向こうから出て行ったって言える」

　……ただ、まあ、クラインがさして賢くなくてよかった。

　彼らが和解するならそれでもいいかと思ったが、クラインの様子を見ていると、とてもじゃないがこのパーティーでルーチェが上手くやっていけるとは思えない。問題が先延ばしになっても、結局同じような騒動が起きるだけだろう。

「で、でしたら……ご厚意に甘えさせてもらいます。よろしくお願いします、エルマさん！」

　ルーチェは覚悟を決めたらしく、ぎゅっと握り拳を作って俺へとそう言った。

「ああ、よろしく頼む、ルーチェ」

　俺に初のパーティーメンバーができた瞬間だった。

　クラインがパチパチと拍手をした。顔には、すぐそれと分かる作り笑いを浮かべていた。

「いや、パーティー結成おめでとう。まともな武器もこれまで買っていなかっただろう、ルーチェ。ここの十万ゴルドは、俺達からの餞せん別べつだ。上手く使ってくれ」

　クラインは、自身の足許に散らばっている金貨へと目を向けた。言い争いになっていたとき、癇かん癪しゃくを起こしたクラインがばら撒いたものである。

　さすがのクラインも、高額アイテムドロップの後に一ゴルドも金銭を渡さずに追い出すのは外聞が悪いと考えたのだろう。仮に後で話が出てきた際にも、十万ゴルドなり渡していれば、周囲の印象は全く異なってくる。

「……ありがとうございます、クラインさん」

　ルーチェは思うところはあったようだが、受け取れるものは受け取っておいた方がいいと考えたのだろう。その場で小さく背を屈める。

「いや、もらわない方がいい」

　ただ、俺は彼女を制止した。

「え？　で、でも、十万ゴルドは大金で……」

　ルーチェが不安げに俺へと言った。
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「クラインとやら、自分で落としたものは自分で拾ってくれ。子供でもできることだ。ましてや、地面にばら撒いたものを餞別とは笑わせる」

　クラインは作り笑いを止めて眉間に皺しわを寄せ、地面に散らばっていた金貨を蹴散らした。

「チッ、馬鹿にするなよ、外れクラスが！　無能同士、仲良しごっこをしていろ！　行くぞ、リース」

　クラインは俺達に背を向け、早歩きでその場から去っていった。リースが彼の後を追いかけていく。

「俺達も行こう。ああいう手合いには、少しでも借りを作らない方がいい」

「え……？　は、はい……」

　ルーチェは散らばった金貨へ目を向けていたが、俺へと振り返って頷いた。

　別に十万ゴルドを軽視しているわけではない。あの金額があれば、それだけ〈ヒールポーション〉も買える。今できることの幅が広がる。それに、金銭を打ち捨てられたままにしているのは気分がよくない。

　だが、ここでは拾うべきではない。クラインのような人間は、自分がした仕打ちはすぐに忘れるが、施したものについてはいつまでも覚えているものだ。

　すぐにルーチェとクラインのレベルや立場はひっくり返る。そのとき、クラインの中で『ただ悪評回避の手切れ金であった十万ゴルド』が、『哀れみから施してやった恩義』にすり替わりかねない。
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　クライン達と別れた後、俺とルーチェは冒険者ギルドに併設された酒場へ向かい、そこで今後についての話し合いを行っていた。

「その……アタシなんかをパーティーに誘ってもらっちゃって、ありがとうごいます、エルマさん。でも、その……アタシ、やっぱり実力不足かなぁと……」

　ルーチェは不安げな様子であった。自分に自信がないのだろう。無理もない。クラインの下では、かなり酷い扱いを受けていたようであった。

「そう不安がらなくていい。スキルツリーにあった魔物でレベリングを行えば、すぐにレベルなんか……」

「あのあの！　そっ、そこで思ったんですけど、も、もしかしてエルマさん、アタシに一目惚ぼれしたから助けてくれたんですか？」

　ルーチェは顔を赤らめ、そわそわした調子でそう口にした。

「……何の話だ？」

「どうしてレベル上の人が庇かばってくれるんだろうって、アタシずっと考えてたんですけど、それしかないかなって……。えへへ……やっぱりアタシ、可愛いですし。あのあのっ！　アタシもエルマさんのことは、格好いいなぁって思ったんですけど、やっぱり最初はお友達からだと……！」

　ルーチェは落ち着かない様子で、道化帽子の先端をいじくりながらそう口走る。

　俺は頭を抱えた。……さっき頭を過よぎった、ルーチェは自分に自信がないのだろうということは、撤回した方がいいかもしれない。

「……ただ、やっぱり、そういうお情けで組んでもらっても、上手く行かないかな……と思うんです。本当に、お気持ちは嬉しいですし、庇っていただいたのもとても嬉しかったんですけれども。ただ、アタシ、冒険者としての道は諦めたくないんで、レベル下の人と組んで、どうにか攻撃スキルを手に入れられるように頑張ってみようと思います」

　ルーチェは髪を搔かき、苦笑いをしながらそう口にした。

「スキルツリーの〈豪運〉を持っているだろう？　その力を貸してほしいんだ」

〈豪運〉は、道化師や商人などの一部のクラスが稀まれに初期から持っているスキルツリーである。スキルポイントを伸ばしていけば、『そこにいるだけで幸せを呼び込むようになる』だのといった、曖昧な文言の特性スキルが手に入る。

　その特性スキルの実態は、隠しパラメーター幸運力の底上げである。この幸運力は戦闘時の自分のクリティカル率や、相手のクリティカル率に影響する。その他にもアイテムのドロップ率や、レアな魔物の出現率、レアイベントの発生率に大きく関わってくる。

　パーティーで行動していた場合は、アイテムのドロップ率は、最も幸運力の高い人間のステータスに準拠する。

　そして、この隠しパラメーターは初期値の影響が大きく、レベルによる上昇の幅が小さい。大きく伸ばしたければ幸運力を伸ばす装備アイテムに頼るか、〈豪運〉のスキルツリーを用いるしかない。

〈豪運〉のスキルツリーを上手く使えば、アイテムドロップ率は五倍にも十倍にも膨れ上がる。この効力を十全に発揮するには、隠しパラメーター幸運力の概算や、それが最終的なドロップ率に何％影響を与えるかを把握しておく必要があるのだが、勿論そこは抜かりない。全ての計算式は俺の頭に入っている。

「ほ、本当ですかぁ……？　でもアタシ、ステータス低くて、攻撃スキルもなくて……」

　ルーチェはすっと宙に手を翳かざし、〈ステータス〉を出してから俺へと向けた。

「ほら、こんな有様ですよ、こんな有様。唯一の攻撃スキルも、とてもまともに使えるものじゃありませんでしたし……。本当に命懸けで前に立って盾になるくらいしかできなかったので……クラインさんの言い方はともかく……その、仕方ない面もあったのかなあ、とも思うんです」





【ルーチェ・ルービス】

クラス：道化師

Ｌｖ　：13

ＨＰ　：20／20

ＭＰ　：19／19

攻撃力：11＋２　防御力：９

魔法力：12　　　素早さ：21




【装備】

〈サーカスナイフ〉




【特性スキル】

〈招きニャロン〉




【通常スキル】

〈ダイススラスト〉




【称号】

〈Ｆ級冒険者〉






　堂々と〈ステータス〉を見せてくれた。その躊躇ためらいのなさに俺は啞あ然ぜんとさせられた。

「あまりそれは、人に見せるべきものじゃないんだが……」

「大丈夫ですよぉ。エルマさん、わざとばら撒いたり、悪用したりするような人じゃないってわかりますし。……それにその、期待してもらって後で失望されるより、先に見限ってもらった方が、アタシとしても気持ちが楽なので……」

　特性スキル〈招きニャロン〉……。所有者の幸運力を【５００％】アップする、ぶっ壊れスキルである。

〈豪運〉持ちはパーティー内に一人いれば効率が上がる……というより上級プレイヤーがレアアイテム狙いで探索する際には必須レベルなので、〈マジックワールド〉でも引く手数多の人気スキルツリーであった。

〈豪運〉のスキルツリーを伸ばしていけば、この特性スキルも更に幸運力の上昇倍率の高いものへと進化していくのだ。

「そんでもって、スキルツリーがこっちです」

　ルーチェは〈ステータス〉を翻して指で操作してから、俺へと向け直す。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：０］

〈愚者の曲芸［２／１００］〉

〈豪運［15／70］〉

〈攻撃力上昇［０／50］〉






　……そっちも躊躇いなく見せてくれるのか。もうちょっと人を疑うことを覚えた方がいいのではなかろうか。

〈愚者の曲芸〉に【２】振っているのは、彼女がＦ級冒険者であるため、【15】で〈豪運〉スキルへのポイント割り振り上限に引っ掛かったのだろう。因みに〈愚者の曲芸〉の【２】は〈ダイススラスト〉が手に入る。

　刺突技のスキルであり、一から六の数字のエフェクトがランダムに浮かび上がるのだ。その数字に応じた付与効果が現れ、六だった場合は、通常の１・３倍のダメージが出る上に、確定でクリティカルヒットとなる。

　……ただ、結局期待値的に普通に斬った方が強いため、〈マジックワールド〉でも通常はほとんど使われないスキルであった。一応幸運力で多少いい目が出る可能性は上昇するのだが、それでも通常攻撃の方が安定性が高い。

　ルーチェが『唯一の攻撃スキルも、とてもまともに使えるものじゃない』と言っていた気持ちもわかる。ようやく攻撃スキルが出てきたと喜んでいたら、通常攻撃に劣る大味なスキルだったのだから。そのときのルーチェの落胆は容易に想像できる。

「せめて〈愚者の曲芸〉と〈攻撃力上昇〉に半々に振っていたらまともに戦えたんでしょうけど……アハハハ……いやぁ、盛大に失敗しちゃいました。〈豪運〉は強くて珍しいレアスキルツリーだって聞いて、大喜びしてたんですけれどねぇ……まさか、こんなことになるなんて」

　ルーチェは肩を窄すぼめ、諦めたような笑みを浮かべた。

「……まあ、〈ステータス〉を見せてくれたお陰でよくわかった」

「わかってもらえましたか。アタシのスキルじゃ、〈夢の穴ダンジョン〉に潜るのは……」

「次の探索で、軽く三千万ゴルド稼いで、ルーチェを【Lv：21】まで持っていくぞ」

「あのっ！　アタシの話聞いてましたかぁ!?」

　ルーチェが泣きそうな声を上げる。何事かと、周囲の席の冒険者がこちらを見ていた。

「このレベル帯の道化師だと、ちょうどいいレベル上げ用の魔物がいるんだ」

〈豪運〉持ちの道化師は、探索用冒険者としては最高のキャラビルドである。〈マジックワールド〉では幸運ピエロの愛称で親しまれていた。

〈豪運〉にスキルポイントが取られる上に道化師の素のステータスが低いのが難点だが、〈愚者の曲芸〉は〈豪運〉で伸ばした幸運力を活かしてトリッキーに戦うことができるため、終盤でも問題なくレベル上げを行うことができる。
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　俺はルーチェと二人で都市ロンダルムを出て、この世界では初となる〈夢の穴ダンジョン〉へと向かっていた。移動にも時間が掛かるため、森浅くにある村で一泊宿を取った後に、目的地へと移動することになった。

〈マジックワールド〉において〈夢の穴ダンジョン〉とは、眠れる神アルザロスの見る悪夢なのだ。

　元々アルザロスは、想像を現実のものにする創造神であった。人間には到底理解できないような長い年月を掛けて、無の世界に神々を生み出し、世界を創り出した。だが、永遠にも等しい時間の中で、絶対の神であったアルザロスは正気を失い、自身の生み出した神々によって封印されることになったのだ。

　しかし、今なおアルザロスの悪夢は現実へと影響を及ぼす。アルザロスの悪夢は、異形の化け物……魔物を生み出す門を現実世界に創り出す。それが〈夢の穴ダンジョン〉……故に夢の穴である。

　魔物は不安定な存在であるため、消滅すればその肉体は溶けて崩れ落ちる。そして魔物の核である魔石や、アルザロスのマナの片へん鱗りんが変質化したアイテムだけが後に残るのだ。

　一度発生した〈夢の穴ダンジョン〉は、その心臓である〈夢の主マスター〉……要するにダンジョンボスの魔物を討伐しなければ、消すことができない。長く放置していれば、この世界へと魔物達を送り出し続けることになる。

　ただ、都市近辺に発生した〈夢の穴ダンジョン〉は冒険者達によってあっという間に攻略されることが多い。

　そのため基本的に冒険者は都市から僻へき地ちの村へと向かい、そこから〈夢の穴ダンジョン〉へと移動することになる。

　俺の知っている〈マジックワールド〉の国や情勢とは異なっていたが、どうやら神々は共通のようだった。もしかしたら時代や場所が違うのかもしれないが、調べてもゲームの世界の国々はまるで出てこないため、現状それ以上のことはわからない。

　まあ、こんな世界だ。文明が滅ぶのも、さして珍しいことだとは思えない。痛ましい話ではあるが。

「既に説明してあるが、今回潜るのは〈天使の玩具箱〉だ」

「……あのぅ、疑ってるわけじゃないんですが、本当に大丈夫なんでしょうか？　推奨は【Lv：50】以上でしたよね」

　ルーチェが不安げに俺へと尋ねた。

「問題ない、それは攻略推奨レベルだ。〈天使の玩具箱〉に出てくる各魔物の情報は頭に入っている」

　俺は自分の頭を指差した。

〈マジックワールド〉には固有の〈夢の穴ダンジョン〉は存在しない。百近い種類の〈夢の穴ダンジョン〉の中からランダムで出現するのだ。マップはランダム生成だが、出てくる魔物とアイテムの種類は変わらない。軽く調べた限り、その辺りの仕様もこの世界とは共通している。

「俺達はあくまで、低階層でレベル上げに丁度いい魔物を狩るだけだ。敵は俺が引き付けるから、ルーチェはそのナイフ……〈鉄石通し〉で敵を倒してくれ」

「そそっ……そうですね。こんな高価なもの買ってもらっちゃったんだから、頑張らないと……！　弱気になってちゃダメですよね！」

　ルーチェはばんばんと自分の頰を張って、気合を入れていた。

　ルーチェの今持っている武器……〈鉄石通し〉は、俺が大規模依頼レイドクエストで得た八十万ゴルドを突っ込んで購入したものである。

　正規の店では見つからなかったため、〈破れた魔導書堂〉のような闇店を頼ってようやく手に入れた武器なので市場価値よりもやや高かったが、〈鉄石通し〉には充分その価値がある。





〈鉄石通し〉《推奨装備Lv：18》

【攻撃力：＋３】

【市場価値：五十五万ゴルド】

　このナイフは硬い相手にも攻撃を通しやすい。

　攻撃成功時、相手の防御力の値を【15％】軽減してダメージ計算を行う。






〈鉄石通し〉は防御力の高い相手にダメージを通しやすい。そのためレベル上の魔物を討伐してレベル上げを行うのに最適なのだ。

　ただ、普通に使えば同ランク帯の武器より大分劣る。おまけにそもそも格上相手は攻撃を通すことより凌しのぐことの方が遥はるかに難しいので、優れた効果ではあるが、あまり〈マジックワールド〉でも採用されないタイプの武器ではある。

　しかし、ルーチェのスキルと俺のスキル……そして〈天使の玩具箱〉でのレベル上げには、これが最適の装備だと俺は判断した。

　最初ルーチェは『こんな高価なものは受け取れません！』と言っていたのだが、正直これを装備してもらえないと俺が困るので頼み込んだ。

　今回のターゲットを狩るには、ルーチェが〈鉄石通し〉を装備する必要があったのだ。〈鉄石通し〉の特殊能力は、彼女のあるスキルとシナジーを発揮する。

　仮に俺が装備しても、今回のターゲットを討伐することはできない。どうにか頼み込んで受け取ってもらった。

「あの！　お借りした八十万ゴルドの分……命を懸けて戦いますんで！　仮にあのっ！　アタシが死んでも、この〈鉄石通し〉は守りますから！」

　ルーチェは両手で〈鉄石通し〉をがっしりと摑み、俺へとそう豪語した。

「……大切にしてもらえるのは嬉しいんだが、〈鉄石通し〉はいくらでも替えが利くから、自分の身を大事にしてくれよ」

「でで、でもまさか……五十万ゴルドの取り分で揉めて追い出されたところだったのに、ぽんと八十万ゴルドの武器を買っていただけるなんて思ってもいなかったというか……」

　勿論ゴルドなんかより人命が大切だというのもあるが、八十万ゴルドなんて幸運ピエロがいればあっという間に稼げる額である。

　正直、〈破れた魔導書堂〉の婆さんが本当に俺のために〈技能の書スキルブック〉を取り置きしてくれるのかは怪しい。俺が〈燻り狂う牙〉を手に入れるには、ルーチェを頼るしかないのだ。もしルーチェに逃げられたら、〈豪運〉持ちと組める機会なんてまず訪れないだろう。

　序盤を越えると、重騎士の低火力では格上殺しはほぼ不可能になっていく。重騎士の高性能は〈燻り狂う牙〉があって初めて成立するのだ。

　ソロ重騎士で金銭を貯めることは難しいし、レベル上げもままならなくなっていく。パーティーを組めば人数に応じて対価は減る上に、俺の方針ばかりで動くことも難しくなっていく。ルーチェのように対人関係のトラブルも発生するだろう。

　おまけに〈燻り狂う牙〉はあの高額であるし、あれが売れれば次に店に並ぶのがいつになるかはわかったものではない。この機を逃せば、〈燻り狂う牙〉の取得は下手したら数年後になってもおかしくはないのだ。

「頼むぞ、ルーチェ。俺にはお前しかいないんだ」

「えっ、エルマさん、それどどっ、どういうことです!?　あのぅ……アタシ、そっ、そういうの疎いんで、も、もうちょっと直接的に言ってもらわないとわからないっていうかぁ……あの、えっと……！　あ、でで、でも、こういう言い方、よくないですね？　卑ひ怯きょうですかね？」

　ルーチェは顔を赤くして、淡い水色の毛先を指で落ち着かなさげにいじくる。

「何を言ってるんだ？」

　……もう少し緊張感を持ってほしいところだが、大丈夫だろうか？

　俺は地図へと落としていた顔を上げ、道の先へと目を向けた。

「〈天使の玩具箱〉の入口が見えてきたな」

　森奥に、虹色の渦が巻いているのが見える。これが〈夢の穴ダンジョン〉の入口である。
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【〈天使の玩具箱〉：《推奨Lv：50》】

　中へ入った途端、頭にメッセージが響く。

　床や壁は大きな色紙でも貼っているかのようにカラフルで、幻想的な雰囲気となっていた。四メートル程度の幅の通路が続いており、所々道が枝分かれしている。

「任せてください、エルマさん！　期待に応えられるかはわかりませんが、ご恩に報いるためにも全力でやらせていただきますっ！　アタシがこの〈鉄石通し〉で、エルマさんをお守りしますから！」

　ルーチェがぶんぶんと〈鉄石通し〉を振り乱す。

「いや、守るのは俺の役目だからな……？」

　……空回りしないだろうか？　いや、やる気を出してくれているのはいいことだ。

　俺は〈ステータス〉を開き、スキルツリーをいじくる。さて、あのスキルを取得するか。

　一応予想外の事態に対応できるように、必要になる手前まではスキルポイントを割り振らないようにしているのだ。

　スキルポイントを残しておけば、状況に応じたスキルを取得できる。最悪の場合は〈防御力上昇〉に全ブッパして強引にステータスを引き上げることもできる。それで命が救われる場面もあるだろう。

　今後の動き方や仲間のステータスに応じて、スキルポイントの割り振りも変えなければいけない。最終的に最も強くなれるキャラビルドが理想であるため、〈初級剣術〉は最低限にして、いずれ消去する予定の〈防御力上昇〉には一切振らないのがベストだが、場合によってはそういっていられないときもある。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：７］

〈重鎧の誓い［15／１００］〉

〈防御力上昇［０／50］〉

〈初級剣術［５／50］〉






　マッドヘッドのお陰で七つレベルが上がり、同じ値のスキルポイントを手に入れている。Ｅ級冒険者になったため、スキルポイント割り振り上限は緩和されている。

　これによって〈重鎧の誓い〉の【20】である……とんでもなく有用なスキル、〈影踏み〉を入手することができる。ひとまず【５】振って、一応【２】残しておこう。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：２］

〈重鎧の誓い［20／１００］〉【＋５】

〈防御力上昇［０／50］〉

〈初級剣術［５／50］〉






【〈重鎧の誓い〉が［20／１００］になったため、通常スキル〈影踏み〉を取得しました。】

〈影踏み〉は防御特化クラスが敵の攻撃を引き付けておくためによく用いられるスキルである。そして今回の金策において、重要な一角を占めるスキルでもある。もしこのスキルが手に入らなければ、俺は〈天使の玩具箱〉を狩場には選ばなかった。





〈影踏み〉【通常スキル】

　対象の影を踏んで逃げられなくする。

　ただし、足が少しでも浮いた場合は解除される。






　さて、まずは軽くルーチェのレベルをこのスキルを使って上昇させるか。防御特化のクラスは、パワーレベリングに向いているのだ。

　すこし中を進んだところで、前方からひょこひょこと、継ぎ接ぎ跡のあるクマのぬいぐるみが現れた。一メートル半程度の背丈があり、両目がボタンのような外見になっている。





魔物：ツギハギベア

Ｌｖ　：20

ＨＰ　：41／41

ＭＰ　：17／17






「……見かけは可愛いのに、レベルは可愛くないですねぇ」

　ルーチェが目を細めて呟つぶやいた。

「あれだと【攻撃力：22】……ルーチェが受ける最大ダメージは【18】だから、万が一、一撃もらってもＨＰが残るな」

　もっとも動作が大きく、大したスキルもない敵なので、俺が彼女への攻撃を見逃すようなヘマはしないが。

　クリティカルが出ればさすがにルーチェのＨＰがゼロになりかねないが、攻撃モーションに入った時点で小突いて体勢を崩せば、ツギハギベアのクリティカルは完全に阻止できる。

「なんでそこまですぐわかるんですか……エルマさん。ツギハギベア、好きなんですか？」

　別にツギハギベアが好きなわけではないが……。〈マジックワールド〉に出てくる大体の数字と式は把握している。

「俺が奴の攻撃を捌く。ルーチェは、死角から攻撃して倒し切ってくれ。爪と嚙みつきには注意してくれ」

「は、はいっ！」

　俺はツギハギベアの前に立ち、奴の影を踏んだ。

「〈影踏み〉！」

　これでツギハギベアは、俺から離れられなくなった。

「こ、これで攻撃したらいいんですねっ！」

　ルーチェがツギハギベアの死角へと回り、〈鉄石通し〉で斬りつける。人形の綿が舞った。

　ツギハギベアは防御力が高めであるが、〈鉄石通し〉の効果のお陰でしっかりダメージが通っている。手数さえ入れれば充分倒しきれるはずだ。

「気は引いているが、影は意外と伸びるから気を付けろよ」

〈影踏み〉で完全に相手の動きを縛れたらいいのだが、なんとこの影、二メートル程度伸びるのだ。伸びきっているときはゴムのように張力が働き、相手が動きにくくはなるのだが。

〈夢の穴ダンジョン〉のように狭い場所だと〈影踏み〉で行動を縛っていたつもりであっても、油断しているとあっさり後衛をぶん殴られたりする。

「そういえば、爪と嚙みつきに気を付けろって言っていましたけど、ツギハギベアって別に爪も牙もないような……」

　ルーチェがそう口にした瞬間、ツギハギベアの腕の先が裂けて、長い鉤かぎ爪づめが姿を現す。俺はその爪そう撃げきを、〈パリィ〉のスキルを用いて剣で受け流した。

　ツギハギベアは素早く体勢を立て直し、俺へと飛び掛かってくる。腹部の継ぎ接ぎが解け、巨大な牙の並ぶ口が開いた。俺はぬいぐるみの頭部に盾を打ち付け、ツギハギベアの攻撃を潰す。

「盾があってよかった。〈パリィ〉だけだと、足を動かさずに攻撃を凌ぎ切るのは少々面倒だからな。よし、ルーチェ、じゃんじゃん攻撃していってくれ」

「レ、レベルだけじゃなくて、見かけも可愛くない……」

　ルーチェはツギハギベアの巨大な口を目にして、ぽつりとそう漏らしていた。

　俺がツギハギベアの攻撃を防いでいる間に、ルーチェが〈鉄石通し〉で十回程死角から斬りつけ、ようやくツギハギベアの身体が爆ぜた。

「ぜぇ、ぜぇ……け、結構、回数が必要ですね……。でも、無事に倒しました……！」

　ツギハギベアの布が引き裂け、綿が飛び出し、空気に溶けるようにそれらの断片が消えていく。茶色の魔石が転がった。

【経験値を36取得しました。】

　俺からしたらレベル三つ下だから、大分経験値が減っているな。ただルーチェには問題なく入ったはずだ。

「ルーチェ、レベルはどれだけ上がって……」

　ルーチェは顔を青くしてツギハギベアの残骸へと駆け寄り、消えかかっているボロ布と綿を抱き締めた。

「ツギハギベアさん、何かアイテムドロップしてくださいよぉ！　ここまでしてもらったのに、アタシの有用性が示せなかったら、また居場所なくなっちゃうじゃないですかぁっ！」

「いや、そいつは単にレベル上げ用だから、そこで運を発揮されても困るんだが……。温存しておいてくれ」

　因みにルーチェは【Lv：13】から【Lv：16】へと一気に上がっていた。

　よしよし、順調だ。あと二体ほど適当な魔物を狩れば、目標レベルに到達できるだろう。

　金策のためにはまずルーチェのレベル上げが必要なのだ。ルーチェのスキルツリー……〈愚者の曲芸〉を伸ばして、あるスキルを入手してもらう必要があるのだ。そこでようやく、下準備が全て完了する。
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「ちぇあっ！」

　ルーチェの攻撃で、ツギハギベアがバラバラになった。

【経験値を43取得しました。】

　無事に経験値が入ってきた。俺が〈影踏み〉で動けなくして攻撃を捌き、その隙にルーチェが〈鉄石通し〉のナイフで確実にダメージを与えていく。この手順にも慣れてきた。

「やりましたっ！　エルマさん、【Lv：16】から【Lv：19】です！」

　順調にルーチェのレベルも上がっていく。彼女が【Lv：21】になれば、今回の本題である『成金ラーナ狩り』が行える。

「よし、後一体、適当な魔物を……」

「ああっ見てください！　これっ！　これっ！」

　ルーチェが嬉しそうにツギハギベアの残骸を漁り、その中から熊の顔がついた可愛らしい盾を掲げる。

「出ました！　出ましたよぉっ！　アイテムドロップです！」

　ルーチェが熊の盾を掲げ、きゃっきゃと燥はしゃぐ。

「あ、ああ……そうか」

「ねっ？　ねっ？　アタシ連れててよかったですよね？　ねっ？」

　ルーチェが目を輝かせながら俺へと言う。

　別にレベル上げが目的であって、本題はそっちじゃないんだがな……。それなりの値がつくので、全くの無駄だとは言わないのだが。





〈ベアシールド〉《推奨装備Lv：10》

【防御力：＋12】

【市場価値：二十万ゴルド】

　可愛らしい熊の円盾。性能に対して推奨装備レベルが低い。






　低レベル向け武器であるため、ドロップ率がそこまで高くないにも拘わらず、市場価値がかなり低めになっている。

　確かに現状の二十万ゴルドは美味しい。美味しいが、こんなところでドロップ運を発揮するより、後で発揮して欲しいというのが本音である。

「使いますか、エルマさん？」

「……い、いや、気持ちは嬉しいが、今の盾の方が性能では上だからな」

「ちっちゃい盾なので差別化できるかもしれませんよ！　その盾、ごつくて推奨レベルが高いから少し使い辛いって言ってたじゃないですか？　どうですか？　そのっ、持っておくだけでも……！」

　滅茶苦茶ごり押ししてくる……。

　ま、まあ、言っていることは正しい。小回りが利くため、もしかしたら差別化できるかもしれない。

　ただ一番問題なのは、絶対人前で出したくないということである。俺の通り名が熊騎士になってしまいかねない。

「……ありがとう。使うかは怪しいが、もらっておくことにしよう」

「ええ！　ええ！　その方がいいですよ！　えへへ……アタシ、役に立っちゃいました！」

　これでやる気が上がってくれているのならばありがたいことだ。〈マジックワールド〉ではあまり美味しくないアイテムをドロップすると欲しいものが手に入らなくなるというジンクスが浸透していたが、そんなことをここで言い出しても彼女のやる気を削ぐだけだろう。




　その後も探索を続け、俺達は三体目のツギハギベアを狩った。

【経験値を43取得しました。】

【レベルが23から24へと上がりました。】

【スキルポイントを１取得しました。】

　丁度俺のレベルも一つ上がった。そしてこれでルーチェも目標であった【Lv：21】に到達したはずだ。

「す、凄い……今まで何をしても全然レベルが上がらなかったのに、こんなにあっさりと……」

　ルーチェは自分の〈ステータス〉を確認し、あんぐりと口を開けていた。

「よし、下準備はこれで完了した。ここで早速、今回の本題に……」

「あーーーっ!!」

　ルーチェが大声を上げ、ツギハギベアの亡骸を漁る。何事かと彼女を見守っていると、熊の円盾を宙へと掲げた。

「ドロップしましたよ！　二枚目の〈ベアシールド〉！」

　俺は思わず、無言で盾に描かれたデフォルメされた熊を見つめていた。

　おかしい。どう考えても、二連続で簡単に引くようなドロップ率のアイテムではないのだが……。

「あれ、ドロップ率間違えて覚えてるのか？　いや、でも……」

　こうなるとジンクス的に不利だとか言っている次元ではない。恐らく、ルーチェの初期幸運力が純粋に高いのだ。

　元々、道化師は他のステータスが低い代わりに、幸運力が高めに出やすいクラスではある。その中でも上の値を引いていたとすれば、〈招きニャロン〉での幸運力【５００％】アップの影響もそれだけ大きくなるため、このような偏りを引くこともあり得なくはない。

　ただ、それでもおかしい。だったらどうしてクライン達はルーチェのドロップ強化を実感できなかったのか。

　確かにドロップ強化で美味しくなる〈夢の穴ダンジョン〉や魔物は限られてくるため、情報が少ないと効率的に〈招きニャロン〉を用いた金稼ぎは行えない、という事情はあるだろう。だが、それでも目に見えてドロップ率が変わっていたはずだ。

「……ああ、初期パーティーだったから、違いやありがたみに気付けなかったのか」

　特に情報が少なければ、他の成功者達のいいところばかり見えてくるものである。自分達より効率よく成長していくパーティーを見つけて、足手纏まといがいるからだ、とでも思ってしまったのかもしれない。〈マジックワールド〉でもさほど珍しいことではなかった。

〈豪運〉のスキルツリーは、初期の【５】のスキルポイントで〈四葉の幸せ草〉という特性スキルを得ることができる。〈豪運〉が【15】になったとき、この〈四葉の幸せ草〉が〈招きニャロン〉に変化するのだ。〈四葉の幸せ草〉は持ち主の幸運力を【２００％】上昇させる力がある。

　つまり、クライン達は、最初からアイテムドロップ率が高い状況に慣れていたのだ。特にこのレベル帯は、前知識がなければ手探りで色々試している時期だ。アイテムドロップ率が変化しても気が付けないかもしれない。そもそも何の魔物からどの程度の割合で何がドロップするのかもわかっていないのだから。

「ね、ね、エルマさん！　この〈ベアシールド〉、売らずに予備にしませんか？　ね？」

「……ルーチェ、本当に俺と組んでくれてありがとうな」

「そんなに欲しかったんですか、この〈ベアシールド〉。この勢いで、今日中に十枚集めちゃいますか！」

　……別に〈ベアシールド〉が欲しかったわけではないのだが。

　それにルーチェのレベルがツギハギベアに追いついてきた。ここから一気にレベル上げ効率も落ちてくる。ツギハギベアを狩る旨味はもうあまりない。

「ここからが本番だぞ、ルーチェ。もう少し〈天使の玩具箱〉の奥に進んで……今回の目標である、成金ラーナを狩る」
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　ラーナ……俺がこの世界で重騎士のクラスを得てから最初に倒した、カエルの魔物である。〈マジックワールド〉の代表的な、愛され枠のザコモンスターだ。

　ラーナには多くの種類がおり、その内の一種……成金ラーナが、今回の俺達のターゲットである。俺の現状とルーチェのステータスを鑑みて、俺達の最初の狩場は〈天使の玩具箱〉以外に有り得ないと判断した。

　成金ラーナは金ぴかのラーナであり、本体の出現率が低い代わりに、倒せば高確率で超高価なアイテムをドロップしてくれるのだ。おまけにレベルが高いのに、攻撃力と魔法力が低く、攻撃のためのスキルも有していない。

　つまり戦闘能力が低く、経験値が美味しく、高価なアイテムまで落としてくれる、いいこと尽くめの魔物なのだ。〈マジックワールド〉には、成金ラーナを筆頭にこうしたボーナスキャラ的な立ち位置のラーナが複数種存在し、それらは金かね蝦が蟇まと呼ばれて親しまれていた。金蝦蟇狩りを行っているときが一番楽しいと口にするプレイヤーも多かった。

　一つの〈夢の穴ダンジョン〉から出てくる金蝦蟇の数には上限があるのだが、都市ロンダルムで情報収集を行った限り、この〈天使の玩具箱〉の金蝦蟇が狩り尽くされている心配はしなくてよさそうだった。

「成金ラーナは〈天使の玩具箱〉の中盤で出現率が高い。発見しやすいルート選択……存在している確率が高い生成ルート、セットで出やすい魔物、逆に絶対にセットでは出てこない魔物は、全て俺が把握している」

　そして金蝦蟇の出現率は幸運力で変動する。ここまでやれば、後はルーチェの幸運力で成金ラーナを引き寄せればいいだけである。

「……あのぅ、あのあの、成金ラーナは、アタシも聞いたことがあります」

　ルーチェが不安げに口にする。

「知っているなら話は早いな」

「一体倒せば数年遊んで暮らせるだとか、酒場で語っていた人がいるのを聞いたことがあります。でも、Ｄ級冒険者どころか、Ｃ級冒険者の方でも取り逃がすって聞きますよ？　成金ラーナは、恐ろしく逃げ足が速いって……」

　そう、成金ラーナは攻撃方面の能力はないが、とにかく逃げ足が速いのだ。

　しかし、Ｃ級冒険者なら……【Lv：60】くらいか。そこまであったらさすがに成金ラーナくらいは安定して狩って欲しいが、まあ、この世界は〈マジックワールド〉と同じようで異なる世界だ。

　何せこの世界では死ねばそれっきりである。自然とキャラビルドは強さやクラス性能を限界まで引き出す方向より、死なないことに重点を置くようになりがちに思う。

　クラスやスキルツリー、魔物の情報も充分に出回っていない上に、狙った自分の欲しいクラスを出すこともできない。パーティー編成も、望んだ人材を集めるのは困難を極める。こんな状態で成金ラーナを狩るのは、確かに難しいかもしれない。

「そもそも速すぎてまともに追い付けない上に、たまに攻撃が当たってもまるでダメージが通った感覚がない……と。追い掛けていたら深追いしすぎて、魔物に囲まれて窮地に陥った人も少なくないんだとか。……うう、もしかしたら、成金ラーナのせいで亡くなった冒険者の方もいるかもしれませんねぇ」

　ルーチェがぶるりと身体を震わせる。

「成金ラーナは素早さと防御力が桁外れに高く、強力な耐性まで持っているからな」

　成金ラーナの耐性は各属性攻撃、状態異常、デバフを完全に無効化する。

　成金ラーナを倒すためには、あの素早い動きを捉え、かつ黄金の体表を貫く高い攻撃力が重要となってくる。仮にステータス的には充分討伐できる域にあったとしても、無理に成金ラーナの素早さに対応しようとして動きが崩れれば、しっかりと攻撃力が乗らずにダメージが与えられない。だからＣ級冒険者でも狩れずに逃げられているのだ。

「あのぅ……アタシ達じゃ、どうしようもなくないですかぁ？　確かにこのエルマさんにいただいたナイフ……〈鉄石通し〉は、相手の防御力が高い相手程有効ではありますけれど、さすがに成金ラーナにダメージを与えられるとはとても……。そもそもアタシの足で、追い付けるとも思えませんし」

「まあ、そうだな。〈天使の玩具箱〉に出没する成金ラーナは【素早さ：67】……【防御力：２００】を誇る。あの黄金の鉄壁の前では、〈鉄石通し〉の防御力【15％】貫通効果だって、あってないようなもんだ」

　この素早さは、足の速い道化師クラスであるルーチェの二倍以上である。そして鈍足な重騎士クラスである俺の三倍の値だ。追いかけっこになった時点で追い付けるわけがない。

　そして【防御力：２００】……この値は、俺の〈城壁返し〉が完璧に決まっても一ダメージも通らない数値である。元より、臆病な成金ラーナが攻撃してくることはないのだが。

　俺の〈当て身斬り〉にも防御力【15％】分の貫通効果があるが、成金ラーナにダメージを与えるには遠く及ばない。

「……あのう、もしかして、無理じゃないですか？　仮に百回接触できたとしても、一度も狩れる気がしないのですが」

「大丈夫だ。勿論、成金ラーナを狩れる算段があるからここを狩場に選んだんだ」

　成金ラーナは属性技や状態異常、デバフの一切を受け付けない。だが、それはスキルの特殊効果に一切左右されない、ということではないのだ。奴の耐性は一見完全に見えて抜け穴がある。

　俺の計算では、ギリギリで成金ラーナの防御力を貫くことができる。

「エルマさん、成金ラーナにダメージを与えられるスキルを持っているんですか？　重騎士にそんなスキルがあるだなんて、聞いたことがありませんけど……」

「いや、成金ラーナを逃がさないように追い詰めるのも、奴の防御力を貫いてダメージを与えるのも、両方ルーチェにやってもらうことになる」

　俺はルーチェを指差してそう口にした。

「ア、アタシですかぁ!?　あのっ、あのあの！　期待してもらえるのは嬉しいんですけれど！　とっても嬉しいんですけど！　アタシあの、そんな力ありませんよぅ!?」

「さっきのレベル上げで得たスキルポイントが八あるはずだ。それを全て、〈愚者の曲芸〉に入れてくれ」

　これで〈愚者の曲芸〉が【10】になれば、二つ新しいスキルを取得することができる。それが今回の成金ラーナ狩りの肝になるのだ。
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　その後、俺達はしばらく〈夢の穴ダンジョン〉内を探索していた。

　ルーチェがいるためレアな魔物の出現率が上昇しているとはいえ、成金ラーナは簡単に出会える相手ではない。ただ、成金ラーナが出やすい生成ルートや魔物の配置は、当然〈マジックワールド〉プレイヤーの嗜たしなみとして頭に入っている。今日の間に一体……いや、二体は狩れるはずだ。

「ふっ！」

　俺は襲い掛かってくる箱型の魔物の体当たりを盾で防ぎ、素早く身体を密着させてから〈当て身斬り〉で弾き飛ばした。紫色の箱が吹き飛んでいく。

「よし、ルーチェ、今の間に逃げるぞ！」

「は、はいっ！　トドメさせそうですけど、いいんですよね？」

「ああ、余計な戦闘は控えた方がいい。あいつは今回のターゲットではないし、下手に追い詰めると他の魔物を呼び始める」

　箱の魔物は正式な名前をトイボックスという。一定ダメージを与えると、箱が開いてシンバルを持った悪魔が出てきて、大音響でシンバルを打ち鳴らして仲間を呼び寄せるのだ。そこまで足は速くないため、相手の体勢を崩せば振り切るのは容易である。

「ふう……悪いな、俺の足が遅いせいで二度手間になって」

「いえいえ、そんな……。で、でも、本当にこのまま成金ラーナだけを目標に絞っていていいんですかぁ？　エルマさんの安定感凄いですし、ツギハギベアのときみたいに他の魔物を倒していけば、今日中にあと三つくらいはレベルを上げられそうな気もするのですが。その間にまた、何かアイテムがドロップするかもしれませんし……エルマさんなら、経験値効率のいい魔物や、いいアイテムを落としてくれる魔物もわかっているんですよね？」

　確かにルーチェ視点では、そう思えてならないだろう。一日でレベルが八つも上がった時点で、彼女からしてみれば大収穫なのだ。

　ここから運頼みのレアドロップで一攫千金なんて夢のような話を追うよりも、さっきまで同様に堅実にレベルを上げてドロップアイテムを狙いたいと思うのは当然だ。

　ただ、〈マジックワールド〉ではレベル上の魔物を倒すことさえできればレベル自体は簡単に上げられる。知識さえあれば、一気にレベルを上げて低レベル帯を抜けることは別に難しくない。俺が〈影踏み〉で安全にパワーレベリングを行えていることも大きいが。

　今回が特別上手くいっているというよりも、単にこの世界が上手く情報共有を行えていないが故に効率の悪いレベル上げを行っている冒険者が多い、というだけだ。

「ただ、それならこの〈天使の玩具箱〉を狙う必要はなかったんだ。単に堅実なアイテム集めやレベル上げなら、もっといい場所がいくらでもあった。それに、なかなか見つからないのは織り込み済みだ。今日一日限界まで探して、ようやく二体といったところだろう」

　しかし、それだけ成金ラーナには狙う価値がある。今の俺達のレベル上げと金策の最適解は、成金ラーナを狩り続けることだ。

　しばらく近くの村から〈天使の玩具箱〉に通って、成金ラーナが尽きるまで狩りを続けてもいいくらいだ。

「ルーチェがそうしたいというのなら、仲間の意思は尊重するが……もう少し、続けてみないか？　魔物を狩りながら並行して行いたい、というのならそれでもいい」

　まあ、根気のいる作業なのは間違いない。元よりルーチェはそう簡単に成金ラーナに会えるとは思っていないようであるし、遭遇しても倒せるのかどうか疑問に感じている節がある。

　俺の知識もどこまで当てになるのかは怪しい。マッドヘッド戦でも、ゲームなら余裕を持って避けられたはずの攻撃が、相手への恐怖と俺の剣の未熟さのせいでギリギリだった場面があった。ゲームのように『正確に動けば可能なはずだ』という考え方は、あまり過信しない方がいい。

　そうでなくても、仲間の考えは尊重しておくべきだ。知識やレベルの優位性があるからとああしろこうしろと一方的に命じていれば、父親やクラインと同じだ。

「あ！　いえいえいえ！　ちょっと言ってみただけなので、勿論、アタシはエルマさんに従いますよ！　少し気になったので、あの、聞いてみたくなっただけといいますか……！」

「そうか？　あまり遠慮はしないでくれよ」

　クラインのパーティーでは扱いが悪かったようなので、そのときの卑屈さがどうにも残っているように思う。

「百でも千でも、成金ラーナを狩りましょう！　アタシ、やってみせますよ！」

「……やる気があるのはいいことだが、そんなに狩ったらロンダルムの物価がとんでもないことになるぞ」

「そ、そんなに成金ラーナって凄いんですか？　噂にはよく聞きますけど、実際に成金ラーナを狩った人なんて、見たことがないものでして」

「ああ、だから俺も奴に狙いを絞ってるんだ。だが、幸運力を高めても簡単に会える魔物ではないから、不安になってきたり不満が出てきたりしたら、いつでも言ってもらえた方が……」

　俺がそう話していた、まさにそのときだった。

「ゲコッ、ゲッ、ゲコッ」

　カエルのような鳴き声が聞こえてきた。

　俺とルーチェが同時にそうっと振り返ると、曲がり角からぴょこっと、黄金の輝きを放つラーナが跳び出してきた。前足でポリポリと頭を搔いている。

　お、思っていたよりも出現が遥かに早い!?

　あと数時間は初遭遇まで粘る必要があると思っていたのだが、やはりルーチェの初期幸運力がかなり高い値を引いているとしか思えない。幸運力に依存するスキルを百回程使って幸運力を逆算する方法もあるので、今度機会があったらルーチェに試してもらうのもいいかもしれない。
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「ゲコッ！　ゲコッ！」

　黄金色のラーナが、びたんびたんと通路を歩く。両目は大粒の宝石となっており、エメラルドの輝きを放っていた。





魔物：成金ラーナ

Ｌｖ　：40

ＨＰ　：２／２

ＭＰ　：36／36






　俺はごくりと唾を吞のんだ。

　間違いなく成金ラーナだ。奴の討伐にさえ成功すれば、一気にレベルを上げられる上に、〈燻り狂う牙〉の購入にも近づく。

　奴のＨＰはたったの【２】……。されど、あの一桁台のＨＰを削り切れずに泣きを見た冒険者は、数知れずだ。

「でっ！　でで、出ましたっ！　出ましたよ！　どど、どうするんです？　どうするんです!?」

　ルーチェが俺の腕をぐいぐいと引く。声は成金ラーナを逃がさないように小さく抑えているが、興奮が滲にじんでいた。

「息を深く吸え、ルーチェ。まず落ち着こう。アレを狩れるかどうかは、どれだけ冷静に立ち回れるかが重要になってくる」

「は、はいっ！」

　ルーチェが大きく、息をスーハーとする。その様子だけでテンパっているのが伝わってくる。

　しかし、その気持ちもわかる。実際目にすると興奮が凄い。ゲームのときとは段違いの存在感を放ち、生きる宝箱が歩いているのだ。

「レベルアップ分のスキルポイントは〈愚者の曲芸〉に入れて、【10】まで持って行っていたな？」

「は、はい！　エルマさんの言っていたスキルが無事に取得できました」

　ルーチェがこくこくと頷く。

「よし、手て筈はず通りに頼む。俺はここで成金ラーナを待ち構えるから、ルーチェは奴をこっちへ追い込んでくれ」

「任せてください！　大丈夫、ルーチェ。アタシならやれる、アタシならやれる……！」

　ルーチェは必死に自分へとそう言い聞かせてから、また大きく息を吸って吐き出してを繰り返す。

「……その、別に失敗してもいいんだからな？」

　呼吸を整えてから、ルーチェは成金ラーナ目掛けて走っていった。

　成金ラーナは冒険者が周囲四メートルの距離まで近づかなければ逃走を始めない。そして〈天使の玩具箱〉の通路は、幅が四メートルなのだ。

　成金ラーナが通路の端にいたとしても、ギリギリ横を抜けて回り込めない仕様になっている。だが、それは床を歩いていれば、の話である。

　通路の幅は四メートルだが、高さは六メートルある。そして、その斜辺は七メートルを超える。

〈愚者の曲芸〉の【５】では〈曲芸歩術〉を取得できる。これは歩行速度を引き上げると同時に、スキル発動間は壁や天井を歩くことができるようになるのだ。もっとも持続時間はほんの二秒程度であり、再発動には三十秒のインターバルが必要となるが。

　つまりこの〈曲芸歩術〉を用いれば、成金ラーナを反応させずに横を抜けて背後を取ることができるのだ。

「〈曲芸歩術〉！」

　ルーチェは壁を駆け、天井を蹴って素早く床へと降り立ち、成金ラーナの背後へと立った。これで俺とルーチェが、成金ラーナを挟み込む形になった。

「ゲゴッ！」

　ルーチェに気が付いた成金ラーナだが、俺の方に突っ込んでくることはしなかった。ルーチェへと向き直り、彼女の横を抜けようと走り始めたのだ。

　まず成金ラーナを俺の方に追い込んでもらう必要があるため、あまり喜ばしい状態ではない。だが、こんな事態は、当然想定済みである。

「〈ドッペルイリュージョン〉！」

　ルーチェの姿が、四重の影に分かれた。〈ドッペルイリュージョン〉は自身の分身の幻影を造り出す、〈愚者の曲芸〉の【10】で取得できるスキルである。

　この〈天使の玩具箱〉の通路の幅では、〈ドッペルイリュージョン〉の幻影を避けてルーチェの横を抜けることは不可能だ。そして臆病な成金ラーナに、幻影へと突っ込むような真似はできない。

　これが成金ラーナの耐性の抜け穴の一つである。成金ラーナは状態異常に完全耐性があるため、【目潰し】や【まぼろし】の状態異常にはならない。だが、〈ドッペルイリュージョン〉の造り出した幻影を見抜く力は持っていないのだ。

　成金ラーナは即座に身を翻し、俺へと突進してくる。放たれた矢の如き速度であった。【素早さ：67】は伊達ではない。

　成金ラーナの耐性の抜け穴の二つ目として、奴は俺の取得している〈影踏み〉が効くのだ。

〈影踏み〉はかなり特殊なスキルであるため、この行動制限は状態異常やデバフとは見み做なされない。そして当然、属性攻撃でもない。

〈影踏み〉の効果があるのは足で押さえている間だけなので、魔物の体当たりでもまともに受ければ簡単に解除されてしまうのだが……成金ラーナは【攻撃力：９】であり、どう頑張っても俺にダメージを与えることはできない。

　ただ、問題は俺が〈影踏み〉に成功するかどうか、である。

　通路の幅が狭いとはいえ、四メートル。奴の素早さは俺の三倍以上である。正直、〈曲芸歩術〉で背後を取って〈ドッペルイリュージョン〉で壁を作るよりも、こっちの方が遥かに難しい。

「言い出しっぺがしくじるわけにはいかないからな……」

　俺は〈魔法袋〉から、白い魔石を取り出した。

　聖属性の魔石である。成金ラーナ狩りのために、〈鉄石通し〉と一緒に購入しておいたものだ。

　魔石は属性に応じて、マナを流したときに特殊な効果を発揮する。火属性の魔石であれば炎を放ち、水属性の魔石であれば水を放出する。

　だが、魔法スキルと比べてＭＰ消費に対してあまりに効果が薄いため、通常はほとんど使われることがない。単にアイテムを造る材料として用いられることが多い。

　この聖属性の魔石も大した効果はない。治癒の光を放つが、〈ヒールポーション〉の方が遥かに効率がいい。だが、この魔石が放ってくれる光が、俺には必要だった。

「来い、成金ラーナ！　ひっ捕えてやる！」

　成金ラーナは俺の目前でカクッと曲がり、左へと逃げた。

　とてもじゃないが追い付けない。影の長さもせいぜい五十センチメートル程度なのだ。豪運で逃げ回るラーナの影など狙って踏めるものではない。

　俺は左へと、聖属性の魔石を投げた。成金ラーナの鼻先を掠かすめ、魔石が飛んで行く。壁にぶつかると同時に、白い癒しの光を放った。

　成金ラーナの影が、光によって数倍に引き伸ばされる。俺は勢いよく足を下ろした。

「捕まえたぞ、成金ラーナ！」

　高速で跳ね回っていた成金ラーナが、糸で引っ張られたかのようにその場で静止した。

　無事に成金ラーナの〈影踏み〉に成功した。いくら足が速くても、こうなってはもう、成金ラーナは俺から逃げることはできない。

「ゲェッ！　ゲェッ！」

　成金ラーナは必死に俺から離れようとしているが、〈影踏み〉の影を引き伸ばせる範囲……二メートル前後のところで動きが止まり、それ以上先へはいけないでいた。

「やりましたね、エルマさん！　成金ラーナを完全に捕らえました！　これでもう、奴を狩れたも同然ですよぉっ！」

　ルーチェが興奮気味にそう言いながら、俺の方へと駆け寄ってくる。

「……あれ、でも、捕まえるところまでは聞いてましたけれど、その成金ラーナ……どうやって仕留めるおつもりなんですかぁ？」

　そう、成金ラーナの強みは二つある。

　一つ目は桁外れな移動速度……そしてもう一つが、高い防御性能である。防御力の値がこれまた桁外れであることに加えて、各種状態異常とデバフ、属性攻撃に対して完全耐性がある。生半可な攻撃では、成金ラーナに傷一つ付けられないのだ。

「クリティカルヒットで仕留めるしかないな」

〈マジックワールド〉では、相手の動きを読み切って芯を捉えた一撃を繰り出した場合、クリティカルヒットという扱いになり、通常よりも遥かに大きなダメージを与えることができる。

　もっとも技術さえあれば安定して出せるというのはゲームバランスを崩壊させるため、条件を満たした上で幸運力に応じた確率で発生する、という仕様になっている。

　また、タイミングが非常にシビアであり、両者の素早さのステータス差によっては、安定してクリティカルヒットの条件を満たす有効打を入れることが実質的に不可能となっていた。開発側はこの辺りの調整を人間の反射神経の限界から逆算して行っている、という話を耳にしたことがある。

　クリティカルヒット時のダメージは通常時の１・５倍となる。おまけに相手の防御力に対して【50％】分の貫通効果を得る。

「なるほど、相手を拘束しているから、いくらでもクリティカルヒットを狙う猶予があるってことですね！　頑張ってください、エルマさん！」

　ルーチェがぐっと握り拳を作って俺を応援する。

「いや、俺の攻撃では仮にクリティカルヒットになってもダメージは通らないぞ」

「ふぇ……？」

「言っていただろう？　追い詰めるのも防御を貫通するのも、ルーチェにやってもらうことになる、と」

　何せ重騎士は攻撃力が低い。今装備している剣も、初期レベルでギリギリ装備できる程度のものであって、今のレベル帯となってはかなり弱めのものである。現状のステータスでは、仮にクリティカルヒットが出ても一ダメージも通らない。

　そもそも重騎士は移動速度も遅い。〈影踏み〉をした相手も多少は動き回ることができるし、俺は足を上げることができないので、どうしても敵の動きを追いながら十全な一撃を放つことはできない。クリティカルヒットの前提条件を満たすことができないのだ。

　まぐれ当たりもあるので可能性はゼロではない。ただ、防御特化クラスの冒険者が〈影踏み〉で金蝦蟇を捕らえてクリティカルヒット狙いで延々攻撃していたが一向に当たらず、その間に他の魔物が寄ってきて数時間の努力が水の泡と化す……なんて笑い話は、〈マジックワールド〉でもよくあることだったが。

「じゃっ、じゃあ、アタシがどうにか追い掛け回して、クリティカルヒットを取るんですか……？　でもアタシ、クリティカルヒットを出したことなんてほとんどありませんよっ!?」

　普通にやれば不可能だろう。ルーチェも成金ラーナには、素早さで大きく劣っているのだ。第一、道化師も攻撃力が低いクラスであるため、通常のクリティカルヒット程度ではダメージを通すことができない。

「あるだろう？　ルーチェが元々持っていたスキル……〈ダイススラスト〉が」

〈愚者の曲芸〉の【２】で入手できる、攻撃スキルである。ルーチェがステータスを見せてくれた際に、既に入手していたのは確認済みである。

　刺突技のスキルであり、一から六の数字のエフェクトがランダムに浮かび上がるのだ。その数字に応じた付与効果が現れ、六だった場合は、通常の１・３倍のダメージが出る上に、確定でクリティカルヒットとなる。正確には、まともに相手の身体を捉えた時点でクリティカルヒット判定となる一撃になる、だが。

「〈ダイススラスト〉ですか？　でもアレは、普通の攻撃に期待値で劣る、使い物にならない外れスキルだって……。で、でも確かに、アレなら……！」

　元々〈ダイススラスト〉は、ルーチェが前のパーティーを追い出された要因となったスキルでもあった。スキルが皆無で素の戦闘能力もなかったルーチェが、ようやく覚えたスキルが期待値で通常攻撃に劣る〈ダイススラスト〉であったために、クライン達からの扱いが悪化したと漏らしていた。

　だが、〈ダイススラスト〉は防御力に特化した魔物を容易に仕留め得るポテンシャルを秘めている。

　普通にやって勝てない魔物に捕まった際に、ダメージの振れ幅が大きい〈ダイススラスト〉を採用することで勝ち筋を作ることだってできる。そして何より、金蝦蟇狩りの条件を満たすことが比較的容易なのだ。

〈ダイススラスト〉の六は、攻撃力を１・３倍にした上でクリティカルヒットにする。合計倍率は１・９５倍となる。おまけに〈鉄石通し〉の【15％】貫通効果と、クリティカルヒットの【50％】の貫通効果は重複する上に、単純に加算して計算される。

　つまり攻撃力１・９５倍、防御貫通効果【65％】の一撃になるのだ。

　ルーチェの現在の攻撃力から計算すると、【防御力：２００】の成金ラーナ相手にきっかりＨＰに等しい【２】のダメージを叩き込むことができる。

　六が出る確率は16・６％で、幸運力補正の影響力もそこまで極端には表れないため高く見積もっても二割五分といったところだろう。だが、成金ラーナを拘束している現状、別に六発でも十発でも〈ダイススラスト〉を叩き込める機会はあるのだ。

「役に立たないクラスやスキルはない。活躍できる場面が局所的だったり、少しばかり遅咲きだったりすることはあってもな」

　それは人間もまた同じことだろう。

「個人からの評価にあまり囚われていても仕方がない。たまたまクライン達から見て、ぱっとしないように映っていたというだけだ。改めて言うが、俺にはお前の力が必要だから、今後とも力を貸してほしい」

　ルーチェは俺の言葉にぽかんと口を開けて聞き入っていたが、ぎゅっと表情を引き締め、〈鉄石通し〉を構えた。

「は、はいっ！　アタシ、やります！　やってみせますよ！　これだけ期待されて応えられなきゃ、冒険者になった甲か斐いがありませんからねっ！」

　ルーチェが成金ラーナへと駆けて跳び上がり、その背を目掛けて〈鉄石通し〉の刺突を放つ。

「〈ダイススラスト〉！」

　宙に六の数字が浮かび上がった。

　軽快な音と共に、成金ラーナの黄金の体表に亀裂が走った。

「ゲゴォッ！」

　ルーチェの一撃で吹き飛ばされた成金ラーナが、その背を床へと激しく打ち付けた。身体に走った亀裂が深くなり、目玉のエメラルドが床へと零れ落ちる。

【経験値を５０３取得しました。】

【レベルが24から30へと上がりました。】

【スキルポイントを６取得しました。】

　莫ばく大だいな経験値が流れ込んできた。この経験値量は美味しすぎる。さすが金蝦蟇様である。

「ほ、本当にできた……やりましたよ！　アタシ、【Lv：27】になりました！」

　ルーチェも【Lv：21】から六つ上がったようだ。この成金ラーナ一体で、元パーティーメンバー二人のレベルを一気に上回った。

　形を保てなくなった成金ラーナがマナの霧へと変化して、その骸がどんどん干乾びていく。俺は息を吞んでその様子を見守っていた。

　成金ラーナはレベル程強くないので経験値が美味しいのもあるが……それ以上に、高額のアイテムがドロップするのが売りなのだ。

　もっとも成金ラーナ自体の出現率が低い分、アイテムドロップ率自体はかなり高い。幸運力補正抜きでも50％はある。しかし、１００％ではないのだ。

「頼むぞ……成金ラーナ……！」

　成金ラーナの骸がスカスカになって拉ひしゃげていき……そして大きな土属性の魔石と、黄金の短剣が残った。柄の中央には、ラーナの顔のエンブレムが施されている。

「出たっ！　〈輝くラーナの飾剣〉！」

　俺は思わず、ガッツポーズを取った。





〈輝くラーナの飾剣〉《推奨装備Lv：15》

【攻撃力：＋12】

【市場価値：千七百万ゴルド】

　輝くラーナの短剣。純度の高い〈蝦蟇金ラナゴルド〉の塊。

　推奨装備レベルに対して性能が高めではあるが、黄金色のラーナを倒した者には既に無用の長物だろう。目立つ外観と合わさり、黄金色のラーナを倒した証として保有したがる冒険者は多いが、大抵はその価値に目が眩み、結局は手放すことになる。






　性能がどうこうというよりも、千七百万ゴルド分の金属塊である。

「す、凄いですね！　こんなあっさり百七十万ゴルドのアイテムが……！　こんな高価なアイテムがドロップしたの、アタシがクラインさん達と揉めてた〈血濡れの剣〉くらいです！」

　ルーチェはアイテムの情報を確認すると、嬉しそうにそう言った。

「待て待て、桁を間違えてるぞ」

「え……？」

「丸が一つ足りない。千七百万ゴルドだ」

　俺からそう聞いたルーチェは、そうっと〈輝くラーナの飾剣〉へと目を戻し、アイテム情報を確認していた。眩暈めまいがしたのか足許が覚束なくなり、ふらっとその場に倒れ込んだ。

「しぇ……しぇん、ななひゃくまん……。アタシがパーティー出ることになったの、二百万のアイテムの分配で揉めたのが切っ掛けだったのに……」

「お、おい、大丈夫か？」

「少し意識が遠くなりましたが、大丈夫です……。いえ、でもなんだかまだ、足に力が入らなくて……」

　ルーチェがどうにも動けないので、丁度いい機会だと、その場でしばし休憩することにした。ここは見通しも悪くないので、魔物の警戒もできる。

　ルーチェはカラフルな壁を背に座り、水入れに口を付ける。

「多少落ち着いたか？」

「はい、どうにか……。で、でも、まだ信じられません。現実感がないといいますか……こんなあっさりと、二千万ゴルド近いアイテムが手に入るなんて……。あ、いえ、エルマさんが細かく手順を組んでくださっていたからこそ成功したことですから、アタシがこんなふうに言うのはおかしなことかもしれませんけれど」

　まだ動揺が残っているようだった。自身の頰をぴちぴちと叩いた後、引っ張って伸ばしている。

「……何をしてるんだ？」

「いえ、その、もしかしてクラインさんにパーティー追い出されたショックでアタシが見ている夢なんじゃないかと……。だだ、だって、千七百万ゴルドもあったら、何でも買えるじゃないですか！　ちょっといいレストランで何でも食べ放題ですよ！」

　ルーチェの何でも買えるの想像先が庶民的過ぎる。

「アタシが十年命懸けで〈夢の穴ダンジョン〉に潜り続けても届かないだろう額ですよ！」

「……成金ラーナからの実入りが格別にいいのは認めるが、それはさすがにクラインからの扱いが悪かったからだろう」

　冒険者は命懸けだが、魔物から手に入る魔石だけでもそれなりの額になる。特にルーチェはドロップ運がよかったはずなので、魔物狩りの装備や準備にある程度の金が掛かるにしても、彼らのパーティーはかなり余裕があったはずなのだが……。

　まあ、前の話し合いの様子から見ても、普段からクラインがかなり取っていたのだろう。

「ど、どうしましょう……。こんな高額アイテムを持っていたら、きっと命を狙われます。そ、そうですエルマさん！　一緒にもっと僻地の村へ逃げましょう！　そこでひっそりと暮らすんです！　これだけあれば、ちょっと慎ましく暮らせばきっと一生二人で生きていけるはずです！　そうしましょう！　ええ！」

　……時間をおいてちょっとは落ち着いたかと思ったのだが、どうやらまだ錯乱しているようであった。今日はもう少し探索したいのだが、大丈夫だろうか？

「そろそろ出発しないか、ルーチェ」

「え？　あ、ああ、はい！　ずっと〈夢の穴ダンジョン〉でゆっくりしているわけにもいきませんし……ここから出るんですよね？」

「日が暮れない内にもう一体、成金ラーナを狩るぞ。目標の二体……このペースなら不可能ではないはずだ。俺達のステータスも上がっているから、次はもっと安定して成金ラーナを狩れる。他の魔物に襲われても、この辺りで出てくる敵であれば簡単に対処できるはずだ」

　特にレベルが【30】台前半程度であれば、【Lv：40】の成金ラーナによる経験値量は桁外れである。レベル的にももう一体は狩っておきたいところだ。

「ふぇ……？　も、もう一体……？」




　──それから約三時間後。

「〈ダイススラスト〉！」

　ルーチェの七発目の〈ダイススラスト〉が、ようやく宙に六の数字を刻む。今回はちょっと運が悪かったな。

　まあ、こういうときの運勢は後の貯金だと思えばいい。どうでもいいときに不運は消化しておくべきだ。確率はいずれ収束する。

〈マジックワールド〉のプレイヤーはゲン担ぎをする傾向が強く、どうでもいい場面で妙な幸運が続くことを、何かしらの凶兆ではないかとむしろ怖がる。俺もそのタイプである。

【経験値を４６１取得しました。】

【レベルが30から33へと上がりました。】

【スキルポイントを３取得しました。】

　よしよし、このレベル帯でノーリスクでレベル十も上の魔物を狩れるのは美味しすぎるな。デスペナルティがレベルダウンでは済まないこの世界では尚更である。

　そして骸の中から、またラーナの顔のついた黄金の剣がひょっこりと姿を現した。そう、〈蝦蟇金ラナゴルド〉の塊……二本目の〈輝くラーナの飾剣〉である。

「よし、ルーチェ！　これで三千四百万ゴルドだぞ！　店で売ったら、まあ手数料で数割は持っていかれるだろうが……」

　幸先がいい。入手困難かと思われた〈燻り狂う牙〉が、すぐそこまで見えてきている。

　成金ラーナ様様である。ルーチェがいてくれて、かつ〈天使の玩具箱〉が出現していてようやく可能になった金策である。どちらかが欠けていたら、大きく効率は落ちていた。

　成金ラーナが出現してくれる〈夢の穴ダンジョン〉は他にもある。ただ、〈天使の玩具箱〉のように分岐の少ない一本道の通路でなければ、圧倒的な速度を誇る成金ラーナを追い詰めて〈影踏み〉を成功させることが不可能なのだ。

　横を抜けて逃げられず、かつ成金ラーナを刺激せずに背後へ回り込めるだけの、狭すぎず広すぎない通路の幅が必要である。それを満たしているのはここ〈天使の玩具箱〉だけなのだ。

「……うん？　ルーチェ？」

　ルーチェの反応がない。〈鉄石通し〉の構えを解いた姿勢で硬直している。

　俺が近づくと、ルーチェはまたくらっとその場で倒れた。俺は慌てて彼女の身体を支える。

「しゃ、しゃんぜん、よんひゃくまん……」

　そのままがくっと首を倒し、ルーチェは瞼まぶたを閉ざした。

「し、しっかりしろ！　おい！」

　俺の言葉にルーチェの反応はない。どうやら刺激が強すぎたらしい。
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「〈輝くラーナの飾剣〉が二本手に入ったのは大きい……。上手く捌けば、これだけで三千万ゴルドになるぞ。さすがにこの額のアイテムは、ちょっとでも高く買い取ってくれるところを探さないとな」

　額が額なので、変に名が知れたり、目を付けられたりするリスクも大きいので難しいところだが。ルーチェも巻き添えにしかねないので、その辺りはしっかり相談して考える必要があるだろう。

「さ、三千万……三百万が十個……」

　ルーチェは未だに信じられないらしく、ぶつぶつとそんな言葉を繰り返していた。

　ただ、成金ラーナを探すのにかなり時間を取られてしまっている。今日の内にあと一体は難しいだろう。

　放っておけば成金ラーナが枯れるかもしれないし、誰かがここの〈夢の主マスター〉を討伐して〈夢の穴ダンジョン〉を消滅させるかもしれない。だが、それでも無理に事を焦るべきではない。命を落とせば元も子もないのだ。

　それに、これだけレベルが上がれば、もっと強い魔物が出てくる〈夢の穴ダンジョン〉で狩りを行う、という選択肢もある。

　この世界では〈技能の書スキルブック〉の価値が高いので、そっちのアイテムドロップを狙って闇店で売り捌くのも金策の手段として面白い。

　俺は〈ステータス〉を開き、現在の自身のレベルを改めて確認する。





【エルマ・エドヴァン】

クラス：重騎士

Ｌｖ　：33

ＨＰ　：68／82

ＭＰ　：14／34

攻撃力：22＋５　防御力：51＋５

魔法力：26　　　素早さ：26




【装備】

〈下級兵の剣〉〈狂鬼の盾〉〈鉄の鎧〉




【特性スキル】

〈なし〉




【通常スキル】

〈城壁返し〉〈ディザーム〉〈パリィ〉〈当て身斬り〉〈影踏み〉




【称号】

〈不動の者〉〈Ｅ級冒険者〉






　大分俺の〈ステータス〉も格好がついてきた。半ば特例でＥ級冒険者に押し上げてもらったところだが、そろそろ都市ロンダルムの上位……Ｄ級冒険者として戦えるレベル帯だ。

　そして……スキルツリーの方もどうするべきか。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：12］

〈重鎧の誓い［20／１００］〉

〈防御力上昇［０／50］〉

〈初級剣術［５／50］〉






〈燻り狂う牙〉を手に入れた時のために、ある程度はスキルポイントを残しておきたい……という思惑がある。いや、しかし〈燻り狂う牙〉を十全に活かすためには、結局〈重鎧の誓い〉も伸ばしておく必要があるのだ。それならば今の間に〈重鎧の誓い〉を伸ばしておくのは別に悪くない。

　……ただ、〈初級剣術〉もそこまで悪くないのだ。〈当て身斬り〉は有用であるし、〈燻り狂う牙〉の枠のために消すのは〈防御力上昇〉で決まっている。

　それなら〈初級剣術〉を伸ばして、『剣装備時に【攻撃力：＋５】』を取得するのも悪くない。素の攻撃力が低い重騎士の序盤で大きな助けになるし、【攻撃力：＋５】は後になっても充分ありがたい。妥協案的な位置にはなるが、安定性が高いという意味でも検討する価値のある選択肢だ。

「必要に応じて、だな……。それまでは確保しておくか」

　スキルは状況が嵌れば強力な強みになる。〈初級剣術〉の攻撃力上昇を取れば、爆発的な強みはないが安定して強くなれる。

〈燻り狂う牙〉は……どうせ手に入る頃には、もっとレベルが上がっているだろう。それならそこまで躍起になってスキルポイントを今温存する必要はない。

　防御面の強化が必要な状況に迫られれば〈重鎧の誓い〉を、攻撃面の強化が必要な状況に迫られれば〈初級剣術〉を、どちらも特に必要にならなければ〈燻り狂う牙〉まで取っておいても悪くない、といったところか。

　急ピッチの強化を要するような事態にならないのが一番いいのだが、何が起こるのかわからないのが冒険者の常というものである。

「アタシ今、【Lv：31】でスキルポイントが【10】余ってるんですけれど……どっ、どうしましょう、これ？　何かに振っておいた方がいいですか？　エルマさん、エルマさん、ちょっとこれ……また〈ステータス〉のスキルツリーを見てもらってもいいですか？　自分で振るの、滅茶苦茶怖いんですけれど……」

「前も言ったが、〈ステータス〉はあんまり人に見せるものじゃないんだが……」

「前も見せたんで、今更ですよぉ。大丈夫です！　エルマさんにはここまでレベルを上げていただいたご恩があるので、もし仮に利用され尽くしてボロ雑巾みたいに捨てられても恨みませんよ！」

　ルーチェがぐっと握り拳を作り、いい表情でとんでもないことを口走る。

「そこまで行ったら逆に恨まれない方が精神的にキツそうだが……」

　……まあ、今のルーチェのスキルツリーの状態は把握できているので、今更なのは実際そうだ。

　既にスキルポイント振りに口出ししてしまっているのも事実だ。こうなれば、間違いがないようにしっかり確認して、適切な助言を出しておいた方が誠実というものだろう。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：10］

〈愚者の曲芸［10／１００］〉

〈豪運［15／70］〉

〈攻撃力上昇［０／50］〉






　正直、悩ましいところだ。

　最終的に強くなりたいのであれば、〈愚者の曲芸〉や〈豪運〉を伸ばしつつ、今後も効率的なレベル上げを狙っていく必要がある。だが、そのためには自分に適した〈夢の穴ダンジョン〉や戦法を理解し、かつ仲間にも共有しておかなければならない。

　そういう意味では、知識不足でも安定して戦える〈攻撃力上昇〉も選択肢に入ってくる。

　それに、この世界はゲームではない。無理に危険を冒してレベル上げなんて行わず、安定してずっとレベル下の魔物を狩っていく、という方針もありだろう。ゲームでは最終的にとにかく強くなるのが目的になってくるが、この世界では必ずしもそうではないのだ。

「当たり前だが、ルーチェがどうしたいか……そして、どうなりたいかによるな。もっと上を目指したいなら、今は温存しておいてＥ級冒険者になってポイント割り振り上限が外れてから〈豪運〉に振るべきだろう。ただ、今のレベル帯でもっと安定して戦える力が欲しいなら〈攻撃力上昇〉に振るべきだな」

「な、なるほど……そう突き付けられると、なかなか難しいですねぇ……。アタシだって、冒険者になった以上は一流を志したいって気持ちはありますけれど……正直、自信がないなって気持ちもあって……。で、でも、エルマさんはきっと、もっと上を目指してるんですよね？　だったらアタシも、仲間ですし……！」

「人に合わせるより自分でしっかり答えを出すべきだ。今急いで決めることはない、都市に戻ってからでもいくらでも相談には乗る」

　ステータス上昇系スキルツリーは、最終的に強くはなれないかもしれないが、安定感がある。ルーチェのレベルで今あるスキルポイントを全て〈攻撃力上昇〉に振っておけば、道化師の攻撃力不足を誤魔化すことができる。

　その上で持ち前の素早さとトリッキーなスキル、幸運力が残るので、金銭にもパーティーメンバーにも困ることはなくなるだろう。

　それを蹴って一緒に上を目指してくれるというのならば俺は嬉しいが、勢いで決断させていい部分ではない。





第四話　玩具箱の主
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　今回はこれにて引き上げようと〈天使の玩具箱〉の出口へ歩き始めたのだが、ルーチェが途中で足を止めた。

「どうした？」

「……エルマさん、なんだか、赤ちゃんの泣き声のようなものが聞こえませんでしたか？　アタシの気のせいですかね」

「赤ん坊の、泣き声……？」

　俺には聞こえなかったが、情報として心当たりがあった。

〈天使の玩具箱〉での赤ん坊の泣き声。それは〈夢の主マスター〉のものである。だが、通常〈夢の主マスター〉は〈夢の穴ダンジョン〉深部から動かないため、ここまで声が届くとはとても思えなかった。

「まさか、〈王の彷徨ワンダリング〉か！」

「えっと……〈王の彷徨ワンダリング〉って……〈夢の主マスター〉が〈夢の穴ダンジョン〉深部から出てきて、内部の徘はい徊かいを始める現象ですよね？　今の泣き声、〈夢の主マスター〉のものなんですか？」

　ルーチェが不安げに尋ねる。

　ルーチェも〈王の彷徨ワンダリング〉については知っていたらしい。冒険者である以上知っておかねば大変なことになる知識なので、当然といえば当然だが。

〈夢の主マスター〉は〈夢の穴ダンジョン〉の心臓である。通常は最深部に引き籠っていて、そこから動かないものなのだ。

　だが、例外的に〈夢の穴ダンジョン〉深部から出てきて、内部を歩き回ることがある。それが〈王の彷徨ワンダリング〉である。

　発生条件はいくつか存在するが、最も多いのは冒険者が〈夢の主マスター〉へと挑み、ほとんどダメージを与えられずに逃走した場合である。〈夢の主マスター〉は逃げ出した冒険者を追って深部から飛び出し、しばらく〈夢の穴ダンジョン〉内を徘徊するようになる。

　今回も恐らく、実力の及ばない冒険者が無理をして〈夢の主マスター〉へと挑み、まともにダメージを与えられずに敗走したのだろう。

　もっとも〈天使の玩具箱〉の主は少し特殊であり、前情報と準備なしでダメージを与えることが困難であるため、〈マジックワールド〉でも〈王の彷徨ワンダリング〉の発生率が高かった。情報共有の薄いこの世界では尚更の話だろう。

〈王の彷徨ワンダリング〉については、冒険者ギルドでも注意喚起しているのを耳に挟んだことがある。

　俺も厄介な事態を引き起こしてくれた……とは思うが、冒険者達の認識不足のせいだとは一概にいえない。この世界とゲームの世界では情報量が違い過ぎる。迷惑なことには変わりないが。

「間違いない、今の赤ん坊の声は〈天使の玩具箱〉の主のものだ」

「ま、まずくないですか？　ここの〈夢の主マスター〉って、かなりレベルが高いんですよね？　完全攻略の推奨レベルが【50】でしたし……」

「いや、実はそこまでまずくはないんだ。確かに対応を誤ると面倒なことにはなるがな」

「え……そうなんですか？」

　ここの〈夢の主マスター〉の移動速度はそこまで速くない。素早さに秀でたルーチェであれば、袋小路にでも入り込まない限り、今のレベルでも余裕で逃げ切れる。

　重騎士である俺は少々怪しいが、こういうときの逃げ方も、〈夢の主マスター〉の性質も熟知している。まず追い詰められるようなことはない。

「声とは別方向に逃げつつ、出口を目指す。〈王の彷徨ワンダリング〉時の〈夢の主マスター〉も、〈夢の穴ダンジョン〉から出ることはしないんだ」

　そう、それだけの簡単な話だ。別に特別厄介なイベントでもない。

　冒険者業はできることを全部やっているつもりでも、予想外の難事が舞い込んでくる。〈王の彷徨ワンダリング〉くらいで済んでよかったというものだ。

　そこまで急がなくてもいいくらいなのだが、何があるかはわからない。魔物に囲まれでもしたら追い付かれかねない。俺達は早速踵きびすを返し、来た道を引き返すことにした。

　だが、すぐに雷鳴のような轟ごう音おんと共に、人の悲鳴が響いてきた。俺は思わず立ち止まり、音の方を振り返っていた。

　曲がり角の先から、男女二人組の冒険者が姿を現した。二人共血塗れで深手を負っているのは間違いない。女の方は意識が朦もう朧ろうとしているらしく、相方が彼女を肩に担ぎ、半ば引き摺ずるように歩いていた。

「助けてくれっ！　と、突然、これまでとは桁外れの強さの魔物が出てきて……！」

　どこか甘く考えていた。これはゲームではない。この〈王の彷徨ワンダリング〉で、きっと何人も死者が出ている。

　ここで逃げれば、目前の二人は間違いなく命を落とすだろう。あんな状態で逃げ切れるわけがない。ゲーム知識のある俺には、それが簡単にわかった。

　そして俺には、彼らを助けられるだけの知識と力がある。

『我々貴族は、平民共よりも遥はるかに偉い。贅ぜいを尽くし、当然なのだ。何故かわかるか？　それは我々が、大きな力と……そして領地と民を守るという使命を持っているからだ』

　父親の言葉だ。

　別に今となっては、彼を妄信しているわけでも、尊敬しているわけでもない。情がなく、頭が硬く、横暴で身勝手な男だ。

　だが、あの言葉だけは心に残っている。〈加護の儀〉のことも、貴族としての使命を優先した結果なのだと思えば、許せないまでも理解はできる。

　そして俺も、腐っても貴族の端くれなのだ。

　転生者として前世の記憶がある。だが、エルマ・エドヴァンとして十五年……エドヴァン伯爵領を守る次期当主として生きてきたのも、間違いなく俺なのだ。

　父からは、俺にその力はないとして、家から捨てられた身だ。しかし、自分にその力はあると……俺はそう信じている。

　今更次期当主に戻りたいわけじゃない。無理に身体を張ってまで父を見返してやりたいわけじゃない。

　ただ、それでも、信じてきた誇りと矜きょう持じまでは捨てたくなかった。

「……ルーチェ、悪い。俺が魔物の気を引くから、二人を助けながら外まで案内してやってくれないか？」

「それは構いませんが……で、でも、ここの〈夢の主マスター〉は、攻略推奨レベルに近い【Lv：50】前後なんじゃないんですかぁ？　さすがにエルマさんでも……」

「敵の性質はわかってる。ちょっと気を引いてから逃げ切るくらい、俺単体ならできることだ。元々重騎士は、敵を引き付けるのが基本的な戦闘スタイルだからな」

　俺は言いながら、負傷している二人の許へと駆けた。俺の後をルーチェが追う。

　二人の背を追うように、奇妙な姿の魔物が現れた。

　黒い帽子を被り、赤い軍服を身に纏まとう。手には短剣を有しており、大きなラッパを背負い、革のベルトで身体に太鼓を固定して……と、随分と派手な格好をしている。

　目の代わりにバツ印があり、鼻が高く、コミカルな顔付きをしている。そして全身につるりと光沢があった。〈マジックワールド〉のときとまるで変わらない。

「おでましか……ブリキナイト！」

　刃と身体が、返り血でべったりと濡ぬれていた。既に一人以上が奴の犠牲になっていることの証だった。

「俺が時間を稼ぐ！　俺の仲間がここから出口までの道筋を知っているから、あいつに教えてもらって逃げてくれ！」

　俺は二人と擦れ違いながら、彼らにそう言った。

「す、すまない……ありがとう、本当に！」

　男が俺へと頭を下げる。

　俺は剣を抜き、向かってくる魔物……ブリキナイトへと刃を構えた。





魔物：ブリキナイト

Ｌｖ　：40

ＨＰ　：21／47

ＭＰ　：31／31






　……なるほど、ＨＰは削られている。最悪よりは多少マシか。

「エルマさん！　確かに強い魔物ですけれど……相手は弱っています！　きっとアタシでも、力になれると思うんです！　二人で倒しましょう！」

　ルーチェが俺に並び、〈鉄石通し〉をブリキナイトへと構える。

「……いや、倒すのは無理だ。ルーチェ、逃げてくれ」

「で、ですが……！」

「ブリキナイトはな、〈夢の主マスター〉の本体じゃないんだ。ただの手足みたいなもの……すぐに本体が来る」

　俺がそう口にしたと同時に……先頭のブリキナイトに続き、二体のブリキナイトが姿を現した。

　ブリキナイトは動かないバツ印の目を俺達へと向ける。なぜかその顔は、冷たく笑っているように感じた。

　ルーチェは三体のブリキナイトを前に蒼あお褪ざめた。

「噓うそ……【Lv：40】が、三体……」

「ちょっと時間を稼いだら、すぐに後を追いかける」

「ダ、ダメですようっ！　こんなのエルマさん一人に任せて、アタシだけ逃げられるわけが……！　だってエルマさん、アタシを仲間にしてくれるって……！」

「はっきり言わないとわからないか？　足手纏いに気を遣って戦えるほど、ヤワな相手じゃないんだよ。邪魔になる」

　俺が言うと、ルーチェはぐっと口を閉じた後、俺へと頭を下げた。

「……そう、ですよね。ごめんなさい」

　そう言い残して、ルーチェは逃げた二人と同じ方へと走っていった。

「すぐ……追い付いてくださいね、エルマさん」

　俺はその言葉に、振り返らずに小さく頷うなずいた。




２




　三体のブリキナイトが俺へと剣を構える。

　……【Lv：40】が三体。これだけなら、俺は二人組とルーチェにも残ってもらって、魔物の殲せん滅めつを試みたかもしれない。

　だが、本体がまだ控えているのだ。こいつらはあくまで〈夢の主マスター〉の手足でしかない。

「アア、アア……」

　赤ん坊のような声が響く。

　どうにか気を引いて逃げる……と、ルーチェには説明したが、それは噓だ。重騎士である俺は移動速度が遅い。ブリキナイトだけならいざ知らず、魔法攻撃を持つここの〈夢の主マスター〉相手に逃げ回るのは不可能だ。

〈夢の主マスター〉はここで倒す。分は悪いが、不可能ではない。

「オギャア……オギャアア……」

　曲がり角の先から、緑色のそれが、天井近くを浮遊しながら接近してきた。

　それはまだ人間として完成していない、胎児のような姿をしていた。目があるべき場所は窪くぼみのようなものしかなく、手足は短く、身体を抱えるように丸くなっている。そして、ひょろりと長い尾が伸びていた。

「来やがったな……この〈天使の玩具箱〉の〈夢の主マスター〉……エンブリオ！」

　赤ん坊が大きく、口……或あるいは、口のようなものを開ける。その中から巨大な単眼が現れ、ぎょろぎょろと周囲を見回し、俺を視認した。

「オギャアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　赤子の化け物……〈夢の主マスター〉エンブリオ。





魔物：エンブリオ

Ｌｖ　：50

ＨＰ　：42／42

ＭＰ　：49／60






　ステータス自体は【Lv：50】の中ではかなり低い。問題は、ダメージを与えるのが非常に困難であることだ。

　使役している三体のブリキナイトは決して弱くない。その上、エンブリオ本体は浮遊しており、後衛として動き回るため、魔法や投とう擲てき物以外で攻撃するのがほぼ不可能である。





[image: ]





　挙げ句、あの肉塊は恐ろしく防御力が高く、弱点である目玉に攻撃しなければまともにダメージを通せない。

　要するにエンブリオは、三体のブリキナイトの猛攻を凌しのぎながら、弱点である目玉を攻撃する必要があるのだ。レベルが足りていても、前衛と後衛が互いの役割を十全に熟せていなければ倒すことができない難敵である。

　本音を言えば、ルーチェとあの二人組にも残って欲しかった。

　女の方は魔法特化クラスだった。重騎士が前衛に立ってブリキナイトの攻撃を受け、道化師が翻弄して奴の動きを乱す。そして魔法特化クラスの彼女が後ろで休んで回復してくれれば、打倒エンブリオはかなり楽になったはずだ。

　しかし、それはゲームであれば、の話である。

　あの二人組はかなり怯おびえていた。恐らく、仲間を殺されている。この土壇場で彼らの指揮を執るのは不可能だ。

「だが、性質が尖とがっているがために、弱点さえ上手く突けば、単独での低レベル撃破も不可能ではない……。勝負しようぜ、エンブリオ。安心しろ、逃げずに堂々とやってやるさ」

　エンブリオが目を閉じ、高度を上げた。

　奴は魔法攻撃を放つまで、弱点を隠して防御態勢に入るのだ。同時にブリキナイト達が一斉に短剣を構え、俺へと駆け出す。

　俺は〈ステータス〉を開く。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：12］

〈重じゅう鎧がいの誓い［20／１００］〉

〈防御力上昇［０／50］〉

〈初級剣術［５／50］〉






　ここでのスキルポイントの使い道は決まっている。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：５］

〈重鎧の誓い［27／１００］〉【＋７】

〈防御力上昇［０／50］〉

〈初級剣術［５／50］〉






【〈重鎧の誓い〉が［27／１００］になったため、通常スキル〈シールドバッシュ〉を取得しました。】

〈シールドバッシュ〉は、盾で相手を弾くスキルである。





〈シールドバッシュ〉【通常スキル】

　盾で敵を押し、勢いよく弾き飛ばす。






　具体的には【防御力＋攻撃力／２】の値で競い合い、こちらが上回っていれば、その数値だけ勢いよく相手を突き飛ばすことができる。壁や床に上手く敵を打ち付ければ、ダメージを与えることも可能だ。固まっている複数の敵を分散できるこのスキルはありがたい。

　先頭のブリキナイトの攻撃を〈狂鬼の盾〉で受け、同時に後方へと突き飛ばす。

「〈シールドバッシュ〉！」

　すかさず迫りくる、二体目のブリキナイトの凶刃。俺は〈パリィ〉で受け流し、その勢いを利用して三体目のブリキナイトの刃を防ぐ。

　エンブリオの攻撃魔法は〈シルフカッター〉と〈サンダーストーム〉だ。だが、どちらもブリキナイトを巻き込む形では放ってこない。動き方を調整すれば、ここはブリキナイトの相手に専念できる。

　隙を見せた二体目のブリキナイトの右側へと回り込みつつ、〈ディザーム〉の刃を放つ。これで攻撃力を一段階減少させた。

　その後もブリキナイト達の猛攻を凌ぎつつ、〈シールドバッシュ〉で三体同時に相手取ることを避けながら、隙あらば〈ディザーム〉を叩たたき込む。

　エンブリオが魔法を撃ってこないように戦ってこそいるが、念のため常に確認を怠らない。予想外の〈シルフカッター〉を放たれれば、その一撃で殺されかねない。

　カクカクとした動きで、死角からブリキナイトの一体が斬り掛かってくる。俺はそれを、敢えて見逃した。

　奴に最初に〈ディザーム〉を与えてから、まだ四十七秒……今は、〈ディザーム〉の効果が二つ重なり、攻撃力を四割落としている。あのスキルの発動条件を満たせる。

「〈城壁返し〉！」

　俺の背を斬ったブリキナイトの身体が硬直し、直後に後方へと吹き飛ばされていく。地面に身体を打ち付けて左肩が外れ、糸の切れた人形のように動かなくなった。

　一体落とすことができた……。だが、安心はできない。むしろここからが本番だ。

　仮にブリキナイトを三体全て倒したとしても、それでエンブリオを無力化できるわけではない。

　何故なら、ブリキナイトはＨＰが全損しても生存しているためだ。ブリキナイトが完全に再起不能になるのは、本体であるエンブリオが力尽きたときだけなのだ。それまでは経験値の取得も行われない。

　エンブリオの肉塊が蠢うごめき、単眼の瞼まぶたを持ち上げる。エンブリオを中心に魔法陣が展開され、白い光がブリキナイトへと飛んで行く。

　エンブリオの魔法〈リぺア〉である。動かなくなったブリキナイトを、完全な状態で蘇そ生せいすることができる。このスキルのせいで、どれだけ必死にブリキナイトの相手をしていても、消耗戦を強いられ続けることになる。

　だが、奴が魔法を使ったとき……弱点である瞳が無防備になる。

「くらいやがれ！」

　俺は地面を蹴って横へと大きく飛び、強引に二体のブリキナイトから距離を置く。同時に、エンブリオ目掛けて、マナを込めた土属性魔石を投擲した。

　これはツギハギベアの魔石である。

　魔石を使った攻撃は、ダメージはそれほど高くないし、ＭＰの消費も激しい。おまけに高価な魔石を使い捨てにするのでコストも嵩かさむ。魔法スキルの完全劣化だが、誰でも使えるという利点はそれを上回る。

　エンブリオの手前で、魔石から無数の土塊の針が伸びた。奴の瞳から赤い体液が舞った。

「ギィッ！」

　エンブリオが悲鳴を上げる。

　俺にできる、奴の高度に届く唯一の攻撃方法である。

　俺は素早く動き、エンブリオとの間にブリキナイトを挟むように立ち回る。これを怠ったが最後、発動の速い〈シルフカッター〉が飛んできて瞬殺される。

　再び三体のブリキナイトに挟まれる。〈シールドバッシュ〉で先頭の一体を弾こうとしたが、背後へと跳んで透かされた。

　俺は素早く右側に盾を逸らしてそちらの敵を牽けん制せいしつつ、左側から斬り掛かってきた敵を体当たりで崩し、素早く〈当て身斬り〉で追撃を放つ。敵にダメージを与えつつ、体当たりと斬撃の反動で後方へ跳ぶことで、距離を稼ぐことに成功した。

　そこはよかった。しかし、明らかに予想外のことが起きていた。〈シールドバッシュ〉が避けられたことである。

〈マジックワールド〉であれば、ただの魔物があんな機敏にこちらのスキルに対応などできなかったはずだ。明らかにブリキナイトは〈シールドバッシュ〉の動きを覚えている。

　これはゲームの世界ではないのだから、そんなことは当たり前だ。想定していた範はん疇ちゅうだ。だが、こうなると、〈マジックワールド〉のそれよりも遥かにエンブリオの攻略難度が跳ね上がる。





魔物：エンブリオ

Ｌｖ　：50

ＨＰ　：31／42

ＭＰ　：43／60






　俺はブリキナイト達の攻撃を往なしながら、奴の〈ステータス〉を確認する。

　倒すには、あと三つ魔石を投擲しなければならない。魔石残量には余裕があるが、元々剣士型の俺のＭＰではギリギリだ。

　そして〈夢の主マスター〉は、通常の魔物よりも遥かに自動回復が速い。時間を掛けていればエンブリオを倒しきれなくなる。そうなったら完全に詰みだ。

　俺がブリキナイト達と刃を打ち合わせていると、エンブリオが動きながら、その瞼を開いた。魔法発動の予備動作だ。

「ブリキナイトを間に挟むこの位置関係じゃ、攻撃魔法は撃ってこないはずだったのに……！」

　わかってはいた。ゲーム通りに動いてくれないのは〈シールドバッシュ〉に対応されたことからもわかっていた。ＡＩの隙を突いたような立ち回りが、どこまで通用するのかは怪しかった。

　崩れるな、常に現状できる最善で動け。不利な状況だとは理解していた上で、俺の意地で、彼らを見殺しにして逃げたくなかったのだ。

　この距離で放たれる〈シルフカッター〉は、俺のレベルでは見てから反応するのは不可能だ。経験則と勘で防ぐしかない。それが現状の最善だ。

　俺は盾を構えつつ、背後へ退く。

　直後、目前のブリキナイトの首が飛んだ。続いて盾に重い衝撃が走り、俺の身体が吹き飛ばされた。

　俺は全身を駆ける激痛に耐えながら、絶対に離すまいと剣と盾を握り締める。武器を手放せばそこで終わりだ。

　意識が遠退く。心臓の鼓動が速い。格上の最短発動の魔法スキルが、これほどまでに凶悪に感じるとは。

　足を動かそうとするが、全く力が入らない。何故……と考えると同時に理解した。

　スタンの状態異常だ。身体を強く打ったとき、低確率で発生するのだ。

　この際のスタンはわずか数秒だが、今の場面でのその意味はあまりに大きい。容赦なく二体のブリキナイトが距離を詰めながら、俺目掛けて短剣を振るってくる。

「……こりゃ、幸運力の初期値が低いかもな。ルーチェに残ってもらうべきだったか」

　そんな軽口が、つい出た。

　直後、俺の鎧よろいの背が何者かに摑つかまれ、背後へと引き倒された。ブリキナイトの刃が俺の鼻先を掠かすめる。

「そりゃどうも！　ご指名いただき、ありがとうございますぅっ！」

　ルーチェは震えた声音で、それでも自身を鼓舞するかのように大きくそう叫び、前へと出た。

「〈ドッペルイリュージョン〉！」

　ルーチェの姿が、四重の影に分かれた。二体のブリキナイトは一瞬動きを止めた後、幻影目掛けて刃を振るう。

　その隙にルーチェ本体は下がり、俺の横へと並んだ。

「な、何をやっているんだ！　二人を連れて、逃げたはずじゃ……」

「ほとんど一本道なのに全然こっちに来る気配がないから、二人には道を教えて、アタシだけ様子を見るために引き返してきたんです！　すぐ逃げるって言っていたのに、なんで本格的に抗戦してるんですか！」

　ルーチェは泣きそうな声でそう口にした。

「俺は自分の生まれの使命と……俺の意地で残っている。すぐに引き返してくれ、ルーチェ」

　時間を掛け過ぎた上に、俺の体力も使い過ぎた。おまけにエンブリオは、俺が知っているより遥かに凶悪な強敵と化していた。

　この先、あっさりとワンパターンな魔石の投擲を受けてくれるとも思えない。少し時間を稼がれるだけで、奴の自動回復のせいで倒しきることは不可能になる。

　勝てる見込みはゼロに等しかった。巻き込むわけにはいかない。

「だ、だったら、アタシだって、アタシの意地で残りますもん！　アタシを助けてくれて……アタシの力が必要だって言ってくれて……命懸けで庇かばって逃がそうとしてくれて……！　そんな人を見殺しにして逃げるくらいの覚悟だったら！　とっくに冒険者なんて、辞めてますもん！」

　ルーチェがブリキナイト達へと〈鉄石通し〉を向ける。

「ルーチェ……」

「他の能力はなくったって、アタシには速さがあります！　それこそ、エルマさんの倍近く！　もう、何の役にも立たないダメな奴だなんて自分に言い訳できませんし……したくだってありません！」

　俺は彼女を見誤っていた。

　この極限の戦いで、安定したボスへの攻撃手段がなく、挙げ句に素早さに欠ける重騎士だ。仲間は喉から手が出るほど欲しかった。

　だが、先の二人組は明らかに心が折れていたし、ルーチェも気が強い方には見えなかったため、エンブリオを前にすれば動けなくなると思っていた。

　しかしルーチェは俺のためにわざわざここまで引き返してきて……寸前のところで、ブリキナイトの攻撃から俺を守ってくれた。ルーチェは俺が思っているよりも、ずっと勇敢な子だった。

「……その言葉は嬉うれしいんだが、俺の見通しが甘くてな。唯一の有効な攻撃方法だった魔石投擲が、奴にはもう通じそうにない。おまけに俺にもルーチェにも、浮いてる奴を攻撃できる、遠距離攻撃のスキルがないんだ」

「だからって、諦めるって言うんですか！　何かできることが……！」

「チャンスは一度切りだが、あの赤子……エンブリオの弱点を強引に突いて一撃で仕留められる、とっておきの秘策があるんだ。これに失敗したら、もう完全に後がなくなるんだが……手を貸してもらっていいか？　駄目なら、今度こそ逃げてくれ」

　今の戦力でエンブリオを討伐するにはどうすればいいか？

　エンブリオはテクニカルなボスだからこそ、上手く弱点を突くことさえできれば、簡単に沈めることができる。

　俺が真っ先に考えて、そのリスクと現実味のなさからすぐに切り捨てていた作戦があった。他に手はないなら、それに頼るしかない。

「やりましょう、エルマさん！」

　ルーチェは迷いを見せずに頷いてくれた。

「ありがとう、ルーチェ。二人でエンブリオを攻略するぞ」
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　俺は迫るブリキナイトを〈シールドバッシュ〉で突撃して弾き飛ばし、横から迫ってきた二体目のブリキナイトの刃を〈パリィ〉で受け流す。ブリキナイトが隙を晒さらしたところを、ルーチェが素早く突撃して〈鉄石通し〉で斬り掛かった。

「てりゃあっ！」

　刃を受けたブリキナイトが、よろめきながら下がった。

「よし、やれる……アタシだって、やれる！」

「オギャアアアアアアアッ！」

　奥でエンブリオが眼球を露出させ、大きな泣き声を放つ。光が宙を走り、倒れていたブリキナイトの首が繫つながり、操り人形のような動きで起き上がった。これでまた敵が三体に元通りだ。

「キ、キリがない……こんなの……」

「ああ、ブリキナイトを倒すのは無意味だ。ＭＰは消費させられるが、持久戦になると勝機がなくなるのはむしろこっちの方だ。エンブリオ本体を叩く必要がある。だが、エンブリオは攻撃の届かない空中にいる上に……肉の鎧に覆われていて、ほとんど弱点の目玉を露出させない」

「策が……あるんですよね？」

　俺は頷く。

「ルーチェの〈ダイススラスト〉で、奴を貫いてくれ。失敗すれば、そこで終わりだ。六分の一……お前の幸運に懸けるしかない」

　エンブリオには大きな弱点がある。クリティカルヒットである。

　近接攻撃によるクリティカルヒットは、攻撃力を１・５倍した上に、相手の防御力に対して【50％】分の貫通効果を発揮する。

　エンブリオの肉の鎧は【防御力：＋66】なのだ。エンブリオの本体は眼球部分で【防御力：22】……つまり、合わせても【防御力：88】程度。

　無論この数値は重騎士である俺よりも遥かに高く、生半可な攻撃を全く通さない。充分脅威なのだが、成金ラーナに比べればずっと柔らかい。

　こちらはＨＰがそれなりにあることを考慮すれば当たり前なのだが、レベルアップ前に成金ラーナにダメージを通せたルーチェの〈ダイススラスト〉のクリティカルであれば、肉の鎧越しに大ダメージを与えることができる。俺が魔石で与えたダメージと合わせれば、丁度エンブリオを葬ることができる値になるはずだ。

「で、でもアタシ、アイツがいる高度まで飛ぶことなんてできませんよ？」

　無論、そこは考えている。

　ルーチェは〈曲芸歩術〉で壁を走ることができるが、この方法で距離を詰めるのは不可能だ。

　エンブリオだって、近接攻撃持ちの接近は嫌う。壁から離れて逃げられるだけだし、最悪の場合は至近距離から〈シルフカッター〉を叩き込まれることだって考えられる。

「まず足の遅い俺が、強引にエンブリオへの距離を詰める。それに成功したら、ルーチェが素早く後を追いかけてくれ。俺が盾で、ルーチェの身体を宙へと弾き飛ばす」

　そう〈シールドバッシュ〉は【防御力＋攻撃力／２】の値で競い合い、相手を弾き飛ばすスキルなのだ。その先は別に空中でも構わない。

　おまけに道化師は、防御力と攻撃力が低く、〈シールドバッシュ〉による飛距離を稼ぎやすい。そしてこのスキルは、壁や床に相手を打ち付けなければダメージが発生しないのだ。

　通常であれば、こんな手段は使えない。運勝負のクリティカル頼みというのがそもそも効率が悪いというのもあるが、本来エンブリオはもっと高い場所で浮かんでいるため、〈シールドバッシュ〉で届かせることが不可能なのだ。

　だが、今は違う。何故ならこの通路は、本来エンブリオが控えているボス部屋よりも天井が低いのだ。エンブリオが〈王の彷徨ワンダリング〉によって外へ出てきた今だからこそ、この作戦が可能となった。

「〈ダイススラスト〉の、六頼み……ですか。わかりました、やります！　アタシ、絶対に六を出してみせます！」

「ああ、頼んだぞルーチェ！　悪いが、お前の幸運力に期待させてもらう！」

　俺はそう叫びながら、打ち合っていたブリキナイトを〈当て身斬り〉で横へと弾き、強引にエンブリオへと駆けて距離を詰めた。素早くルーチェが動き、俺の後を追ってくる。

　ルーチェが宙を舞う。俺は屈んで、彼女の足場で盾を構えた。

「〈シールドバッシュ〉！」

　エンブリオ目掛けて、勢いよく弾き出す。ルーチェの小柄な体たい軀くが宙を舞った。

　ここまでの流れは完璧だった。だが、ルーチェが六を出せるかどうかは完全に運頼みだ。

　ここで外せば、俺達の勝機はほぼ潰える。俺の身体も限界が近いし、ルーチェが無事に床へと着地できるかどうかも怪しい。

　後はもう、幸運の女神に祈ることしかできない。

　直前の成金ラーナ戦では、幸運力の高いルーチェが、六回連続で〈ダイススラスト〉の六を出し損ねていた。意味のない偏りだとはわかっているが、確率は収束する。だったらここで一発で六が出てもいいはずだ。

「〈ダイススラスト〉ッ！」

　ルーチェが〈鉄石通し〉でエンブリオへと刺突を放つ。空中に光の数字が浮かび……現れたのは、四だった。

　ルーチェの刃は無慈悲にもエンブリオの肉塊に弾かれ、一のダメージも与えられなかった。

「キキ……ギャハ、キャハ……アアアア……アハハハハハハハハ！」

　エンブリオの目のような窪みが広がり、口のようなものが大きく裂けた。〈マジックワールド〉では見たことのない、勝ち誇ったような……悪意の込められた笑みだった。

　俺は歯を食いしばった。駄目だった……。他に手がなかったとはいえ、命をチップに博打を打つような戦法を取るべきではなかったのかもしれない。

　まだ勝算が残っているのかはわからない。だが、諦めたくはない。ルーチェまで巻き込んでしまったのだ。

　せめて、彼女が安全に着地できるように、ブリキナイトを引き付けなければならない。

　俺が剣を強く握り締めて顔を上げたとき、予想外の光景が広がっていた。

　天井にぴったりと足を付けたルーチェが、エンブリオの背へと〈鉄石通し〉を構えていたのだ。

「〈曲芸歩術〉……！」

　道化師のスキル、〈曲芸歩術〉！

　瞬間的な速度を引き上げ、かつ壁を走ることを可能とするスキルだ。ルーチェは〈曲芸歩術〉を用いて天井を歩き、逆さの状態で素早く体勢を立て直したのだ。

「これがっ、本当の最後！　〈ダイススラスト〉ッ！」

　空中に六が刻まれる。その中央を貫くように〈鉄石通し〉の刃が駆ける。

　エンブリオの肉の鎧を後頭部から貫通し、赤い体液が飛び散る。あんぐりと開かれた大口から、真っ赤に充血した大きな単眼が姿を晒した。

　三体のブリキナイトが、ぷつりと操り糸が切れたように動きを止め、床の上に崩れ落ちた。
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　エンブリオが床へと落ちた。ルーチェがその傍らへと着地する。

「た、倒せた……アタシが、本当に……」

　ルーチェはまだ、自分がエンブリオを倒せたことに実感が持てていないようだった。

【経験値を２１７０取得しました。】

【レベルが33から41へと上がりました。】

【スキルポイントを８取得しました。】

　経験値取得のメッセージが頭に響く。

　予想を遥かに上回る勢いでのレベリングになった。この域まで来てしまったら、都市ロンダルムではそれなりに上位の冒険者になるはずだ。

　一つ、大きな思い違いをしていたことがあった。俺はルーチェが〈ダイススラスト〉をエンブリオへと放った際、ただ彼女の天運に祈っていた。だが、ルーチェは天運に見放されても、自力でその先の勝利をもぎ取ったのだ。

「ルーチェを仲間に勧誘して、本当によかった。クラインの奴はとんでもなく惜しいことをしたな」

「え、えへへ……そうですかぁ？　アタシもなんだか……今回の〈夢の穴ダンジョン〉探索で、凄く自信が付いた気がします！　使い物にならないクラスだってずっと言われてきましたけれど、アイテムだってすっごくいっぱい手に入りましたし、〈ダイススラスト〉だって……」

「いや、そうじゃない。ルーチェだからだ」

　俺もこの世界では、レベルやクラスでばかり人を見ていた。そういう意味では父親やクラインと変わらない。ただ、彼らと評価基準が違っただけだ。

　ルーチェは命懸けのこの状況で、意地を張って残った俺を助けるために戻ってきてくれ……その上、極限状態の中の咄とっ嗟さの機転で状況を覆し、エンブリオを討伐してくれたのだ。

　恩と義理に厚く、命懸けの場面で実力以上の力を発揮できる。それ以上に頼れる仲間がいるだろうか。

「そ、そんな……エルマさん。それはさすがに褒め過ぎですよぉ」

　ルーチェが照れたように顔を赤くし、自身の毛先をいじくった。

【称号〈番狂わせ〉を得ました。】

　称号が手に入った。〈夢の主マスター〉を低レベルで討伐した際に入手できるものだ。

　いつかは絶対に取らなければならない称号で、もっと安全に条件を満たせるときに入手しようと考えていたのだが、今手に入れることができてよかった。





〈番狂わせ〉【称号】

　パーティーメンバー二名以下、推奨レベルの七割以下で〈夢の主マスター〉を討伐した証。

　レベル上の相手との戦闘時、攻撃力・素早さが【＋15％】される。






〈マジックワールド〉において高みを目指すのであれば、常にレベル上の相手を狩っていく必要がある。それを大幅に補助してくれる〈番狂わせ〉は、かなり強力な称号である。この段階で手に入れられたのは大きい。

　エンブリオの亡骸がスカスカになっていき、大きな緑色の魔石が残っていた。風属性の魔石だ。

「……あれ一つで百万ゴルドにはなるな」

「そ、そんなにですか!?　アタシ、金銭感覚が壊れてきました……」

　何せ【Lv：50】の〈夢の主マスター〉の魔石である。エンブリオだけでなく、ブリキナイトの魔石も一つ五十万ゴルド以上の値が付くはずだ。

　思わぬ報酬品が舞い込んできた。

　俺はブリキナイトの残骸を漁って魔石を拾い、〈魔法袋〉へと入れた。ブリキナイトの剣がマナへ分解されずに残っていたため、拾い上げて手に取った。





〈ブリキソード〉《推奨装備Lv：35》

【攻撃力：＋９】

【市場価値：二百四十万ゴルド】

　ブリキナイトの剣。上昇値はやや低めだが、頑丈で修理費が安く済む。






　……あっさりと高価なアイテムがドロップしてくれる。やはり〈マジックワールド〉の必須クラスとまでされた、幸運ピエロの力はこの世界でも健在らしい、としかいえない。

　もう少し安定したクラスの〈豪運〉スキルツリー持ちを採用することも多いのだが、やはり道化師の幸運力の初期値の高さは段違いだ。〈豪運〉の効果で幸運力が倍増されるごとに、初期値分の差もどんどん開いていくのだから。

「アイテムありましたよぉ！　〈ブリキソード〉！」

　ルーチェがブンブンと、玩具染みた外観の剣を振り乱す。

「マジかよ……」

　三体のブリキナイトの内、二体から〈ブリキソード〉がドロップした。〈燻くすぶり狂う牙〉を手に入れられる時は、そう遠くないかもしれない。

　……しかし、〈ブリキソード〉と〈ベアシールド〉か。今のレベル帯ではそこそこ強い装備ではあるのだが、〈マジックワールド〉でならいざ知らず、この世界で装備して歩くにはちょっと勇気がいりそうだ。

　こうなると本命のエンブリオにも期待したくなる。さすがに〈輝くラーナの飾剣〉の市場価値には及ばないものの、エンブリオからも強力な武器がドロップする。

　確率はそう高くないが、風属性付与の固有スキル持ちの弓をドロップするのだ。市場価値にして六百万ゴルドにはなる。稀き少しょうかつ有用な武器なので、こちらの世界ではもう少し高値で取引されていてもおかしくはない。

　店で売れば少々買い叩かれるだろうが、個人に上手く売りつければ、市場価値から五十万ゴルドの上乗せも狙えるはずだ。

「頼むぞ……エンブリオ！」

　俺は気化して崩れていくエンブリオの身体を漁る。

　……だが、アイテムは出てこない。大きい武器なので、ドロップしていればすぐに見つかるはずなのだが……。

「さすがにそこまで上手くはいかないか……うん？」

　エンブリオの残骸の中に、一冊の本が落ちていた。





〈技能の書スキルブック〉《中級風魔法》

【市場価値：二千万ゴルド】

〈中級風魔法〉のスキルツリーを取得できる。

　風の刃を放つ使い勝手のいい単発攻撃から、雷を落とす広範囲攻撃魔法まで。また、追い風で移動速度を引き上げることもできる。






　……〈技能の書スキルブック〉!?

〈技能の書スキルブック〉は、武器なんかよりも遥かにドロップ率が低い。おまけにこの世界では、貴族が流通を牛耳って独占しているため、価値が引き上げられている。

　冒険者ギルドに見つかれば、この市場価値より遥かに安値で引っ張って行かれるだろう。正直あまり危険な手段が取れず、〈技能の書スキルブック〉が全然出回っていないこの世界なら、普通に使いやすい〈中級風魔法〉のスキルツリー取得は全然アリである。

　俺はＭＰも魔法力も低いし、安あん全ぜん牌ぱいを取ってキャラビルドを妥協したくはないと考えている。だが、それでも視野に入れて考えるのは悪くないくらいだ。

　エンブリオの〈シルフカッター〉が割と低いスキルポイントで手に入る。

「……どうしたんですか、エルマさん？　アイテムを隠すように抱えて……」

「い、いや、悪い。ルーチェを騙だまそうとしたわけじゃないんだが、絶対他パーティーの冒険者や、ギルド職員には見つかってはいけないアイテムが手に入った」

　俺の脳裏には〈破れた魔導書堂〉の店主が、あくどい笑みを浮かべているのが浮かんでいた。〈技能の書スキルブック〉を取り扱ってくれる度胸のある店は少ない。これはあの婆さんのところで捌さばくしかない。

　しかし、これはどえらい額になった。





〈技能の書スキルブック〉：２０００万ゴルド

〈輝くラーナの飾剣〉：１７００万ゴルド×２

〈ブリキソード〉：２４０万ゴルド×２

〈ベアシールド〉：20万ゴルド×２

〈エンブリオの魔石〉：１３０万ゴルド

〈ブリキナイトの魔石〉：60万ゴルド×３

〈成金ラーナの魔石〉：60万ゴルド×２

〈ツギハギベアの魔石〉：17万ゴルド×２






　今回の報酬はこんなところだろう。合計額は六千三百八十四万ゴルドにもなる。

　エンブリオの〈王の彷徨ワンダリング〉に巻き込まれたせいでとんでもないことになった。正直俺もビビっている。

　もっとも市場価値換算であるため、実際にはこれよりもかなり低くはなるはずだが。

　魔石は冒険者支援のために市場価値と同額でギルドが引き取ってくれるが、アイテムは物によってはかなり買い叩かれる。特に通常手段で扱えない〈技能の書スキルブック〉がどうなるかは、あのあくどい婆さん次第になる。

　そのとき〈夢の穴ダンジョン〉全体が大きく揺れ、崩れ始めた。柱や壁が、気化するかのように消えていく。ルーチェがびくりと身体を震わせ、恐々と周囲へ目を走らせる。

「エ、エルマさんっ！　これって……！」

「最初は驚くのは無理もないな。心配はない……〈夢の主マスター〉が討たれたことで、この〈夢の穴ダンジョン〉が消滅しているだけだ」

　このまま周囲が消えて行って、気が付いたら〈夢の穴ダンジョン〉の外に立っているだけだ。

「そうなんですか……びっくりしちゃいました。〈夢の主マスター〉を見るのも、その討伐に立ち会うのも初めてでしたから……」

　ルーチェがぺろりと舌を出す。彼女の姿もどんどん薄れていく。

　俺も、自分の手が透けていくのが見えた。不思議な感覚だ。ちゃんとアイテムは回収したな……と再確認してしまう。

「あ、そういえば今言うことじゃないんだが……」

「はい？」

「今回の成果の市場価値総額が六千万ゴルドを超えたぞ。概算だから、多分としか言えないが」

　ルーチェは立ち眩みでも起こしたように足許が覚束なくなり、そのままふらりと地面へと倒れた。

「お、おい、ルーチェ、大丈夫か！　ルーチェ！　どうした！」

「本当に、今言うことじゃないですぅ……」

　ルーチェが消え入りそうな掠れ声で、小さくそう口にした。




５　──クライン──




　都市ロンダルムを歩く、二人の冒険者がいた。

　クラス剣士のクラインと、クラス盗賊のリース。ルーチェの元パーティーメンバーの二人であった。

「……やっぱ、二人じゃ無理だな、クソ。効率が一気に落ちる。準備費用引くと、今回の分は赤字になっちまった」

　クラインは頭を搔かきながら街道を歩く。

　元々ルーチェが抜けた分、三人目を迎え入れるつもりだったのだ。

　だが、ソロ活動している、問題行動のない冒険者は少ない。いたとしても、クラスやレベル、報酬の兼ね合いで痒かゆい所に手が届かない。

　募集側のクラインはなるべく低い報酬で役に立つ人材が欲しいが、相手も相手で生活が懸かっている。お互い自分に有利な条件ばかり主張するため、条件がどうしても上手く嚙かみ合わないのだ。

　なまじ可視化できてしまう分、レベル差や装備の差があると、そこの交渉でも揉もめてしまう。お互い簡単に妥協できる点ではない。そしてクラインは、自分の損を許容できない性分であった。

　そうして二人で活動していたのだが、今のメンバーで安全に冒険者業を熟そうと思うと、以前より一回り下のレベル帯の魔物を標的とせざるを得ない。魔物の魔石の価値は、その魔物のレベルに応じて指数関数的に上昇する。故に狩り対象の魔物のレベルを落とすと、一気に報酬額の期待値を落とすことになるのだ。

「この調子じゃ、新メンバーを引き入れない限り〈夢の穴ダンジョン〉は無理ね。移動に余計な時間と経費を使い過ぎて、潜れば潜るほど損するだけよ」

　リースが溜ため息を漏らす。

「運が悪かったんだよ。普段は二体狩ったら何かしらドロップしてたのに、まさか何も落ちないとはな。ほぼ確定ドロップだと思ってた〈ヒール茸たけ〉さえ、マタンゴを四体狩っても一本も落ちないなんて」

　クラインが舌打ちをした。

〈ヒール茸〉はＨＰ回復効果があり、二万ゴルドの値段で売れる他、単に自分で回復用として使ってもいいありがたいアイテムである。

　マタンゴ本体が弱いこともあって、クラインは楽で効率のいい金策として、余裕がないときはよくマタンゴを狩っていた。今回も赤字分を取り返そうと時間を掛けてマタンゴを狙ってみたのだが、見事に何も落ちなかったのだ。

「……ルーチェの〈豪運〉が利いてたんじゃないの？　他の冒険者、マタンゴをわざわざ追いかけて狩ってる奴なんていなかったみたいだし。乱獲されないように知ってる奴が黙ってるんだってクラインは言ってたけど、単に普通にやっても全然落ちなくて効率が悪いからなんじゃ……」

「チッ、偶然だろ。そりゃ多少の違いはあったかもしれねぇが、あそこまで変わるもんか」

　そう言いながらも、クラインの顔には後悔の色があった。

　好条件で都合の合う手頃な冒険者は、なかなか見つかるものではない。そういう面では、安い報酬で雑用と戦闘を熟せるルーチェはありがたかったのだ。

　ルーチェはレベルこそ低いが、素早さだけはそれなりに高いため、戦闘面でも敵の体勢を崩したり、攻撃を引き付けたりと、最低限のことはできていた。前回のドロップ品の報酬額を分け合ってそれなりの武器を買わせておけば、弱点の攻撃力不足も多少は補えただろう。

　クラインも今回の〈夢の穴ダンジョン〉探索で、多少はルーチェの〈豪運〉によってアイテムドロップ率に変化があったらしいことは認めていた。

「アイツが〈血濡れの剣〉の分け前が欲しいなんて言い出さなきゃ置いといてやったのに」

　市場価値二百万ゴルド、レアドロップ品の〈血濡れの剣〉。一人だけレベルの低いルーチェに、この取り分を持っていかれるのはごめんだった。

「呼び戻す？　どうせルーチェも、声掛けりゃ、すぐにでも戻って来るわよ。レアドロップの報酬だって、有う耶や無む耶やにできるでしょ」

「あのな、リース、俺にだってプライドがある。あそこまで言って、やっぱり戻ってこい、なんて言えるかよ。アイツに頭下げるなんて死んでもごめんだぜ？　幸い、あの剣のお陰で金に余裕はあるんだ。そう焦る必要はない。同レベルくらいの奴が欲の皮突っ張った条件ばかり提示してくるなら、低レベルで物分かりのいい奴をゆっくり探せばいい」

　クラインは言いながら、冒険者ギルドの扉に手を掛けた。リースは冒険者ギルドの中が騒がしいことに気づき、顔を顰しかめた。

「誰かが高レベルの魔物でも討伐したのかしら」

　二人して、騒動の中心へと目を向ける。

「い、Ｅ級に昇格したての冒険者と、Ｆ級冒険者が、推奨レベル【50】の〈天使の玩具箱〉の攻略を!?　確かに〈夢の穴ダンジョン〉の消滅報告は既に受けておりますが、そんな……」

　受付嬢が驚いた様子で口にしていた。その前には、先日別れた二人……ルーチェとエルマが並んでいた。

「あ、あの二人が!?」

　クラインにはとても信じられなかった。

　エルマは自分同様に【Lv：20】程度であったはずだ。ルーチェはレベルが低すぎて、〈天使の玩具箱〉攻略の戦力になるとはとても思えない。

「攻略したわけじゃない。〈王の彷徨ワンダリング〉で〈夢の主マスター〉から襲撃を受けたんだ。奴の魔石はあるし……疑うなら、同様に巻き込まれた冒険者を捜してもらえばいい。二人、助けてやった奴がいる」

「わかりました。〈天使の玩具箱〉は都市から攻略報酬金が出ていたため、一応確認を取らせていただきます」

　都市や村に近い〈夢の穴ダンジョン〉には、攻略依頼が出ていることがある。長らく放置された〈夢の穴ダンジョン〉からは魔物が出てきやすくなる他、周囲への魔物災害に繫がる異常事態を引き起こしやすくなるのだ。

〈夢の穴ダンジョン〉の攻略難度……推奨レベルは、土地によって傾向がある。簡単な〈夢の穴ダンジョン〉ばかりが発生する地と、高レベルの〈夢の穴ダンジョン〉が発生しやすい地は、明確に分かれているのだ。

　その土地の地脈に流れるマナに起因しているだとか、〈夢の穴ダンジョン〉を生み出している眠れる神アルザロスによる偏りなので人間には解明しようがないだとか、色々な説が挙げられているが、確かなことはわかっていない。

　高レベル冒険者は危険な〈夢の穴ダンジョン〉が発生しやすい都市を中心に活動している。その方が実入りがいいし、王国のためにもなるからだ。

　そのため都市ロンダルムには〈天使の玩具箱〉の〈夢の主マスター〉を討伐できる冒険者がおらず、このまま〈天使の玩具箱〉が放置されることを恐れた都長は、〈夢の穴ダンジョン〉攻略に報酬金を懸けたのだ。

「へえ、攻略依頼が出てたのか。縁もないと思って、調べてなかったな。いくらになるんだ？」

「一千万ゴルドです」

　遠くからそれを聞いていたクラインは、額を聞いて思わず大口を開けた。

「一千万!?」
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　ルーチェを追い出した事件の元になった、〈血濡れの剣〉の市場価値の五倍である。

「ほう、一千万ゴルドか。ここでこの額はありがたいな」

「喜ぶべきなんでしょうけれど……ドロップ品のせいで感覚が麻ま痺ひして、どう反応すればいいのかよくわからなくなってしまいました」

　ルーチェがぼそっと漏らす。

　クラインはその様子を見逃さなかった。あの二人は、一千万ゴルドの報酬金を前に全く物怖じしていない。

「ご、〈豪運〉か……？　まさか、推奨レベル【50】の〈夢の主マスター〉のレアドロップ品を……？」

　あのエルマという男は、ルーチェが〈豪運〉持ちだと知るなり突然スカウトに出てきていた。そしてその後にいきなり大物狩りである。おまけに一千万ゴルドを前にしても物怖じする素振りを全く見せない。

　恐らく、既にそれより高額なドロップ品を得ているのだ。ルーチェの影響を認めたくなかったクラインだが、さすがに認めざるを得なかった。

　自分達が低レベルのマタンゴ狩りで稼いでいたようなドロップ率で、推奨レベル【50】の〈天使の玩具箱〉深部でドロップ狙いの狩りを行っていれば、数百万ゴルド……いや、数千万ゴルドくらい容易に手にできていても、おかしくはないのかもしれない。

「調査は少々お時間をいただきますが、一千万ゴルドをお渡しする準備が整うでしょう。それからギルドの規定で……お二人を、Ｄ級冒険者に昇級させることになります。ルーチェさんはＦ級からの飛び級になりますね。……えっと、高レベルの〈夢の主マスター〉討伐による昇級はかなりレアケースでして……私は対応したことがないので、一応細かい前例を確認させていただきますね」

　受付嬢がぱらぱらと書類を捲まくっている。

「ルーチェが、Ｄ級……」

　クラインは、最近苦労してようやくＥ級冒険者として認められたばかりであった。リースに至ってはまだＦ級冒険者である。

　特にＤ級冒険者の壁は厚いとされており、この都市ロンダルムにおいて、Ｄ級冒険者は十人程度しか存在しない。充分熟練の冒険者として通用するラインである。

「な、なんかよくわかんない内にルーチェ、雲の上の存在になっちゃったわね。多少は上手くやってるのかもと思ってたけど、まさかあそこまでなんて。はぁ……こりゃ、逃がした魚は案外大きかったのかもしれないわね」

　リースがそう口にしたのと同時に、クラインはダッシュで彼女達の許へと向かっていた。

「……クライン？　ちょっと、どうしたの？」

「ルーチェ……俺が悪かった！　俺は心を改めたんだ、戻ってきてくれないか!?　〈血濡れの剣〉の売却額は、やっぱり三等分しよう！」

　クラインは床につけるかのような勢いで頭を下げ、ルーチェへとそう懇願した。ルーチェとエルマは、冷たい目でクラインの下げた頭部を眺めている。

「行こう、ルーチェ。調査は時間が掛かるらしいからな」

「……はい」

　ルーチェとエルマは、頭を下げるクラインの横を素通りしていく。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　話だけでも聞いてくれないか!?」

　クラインが慌ててルーチェの後を追いかけていく。

「ええ……」

　リースも思わずドン引きであった。どうやらルーチェに頭を下げるなんて死んでもごめんだ、という言葉はなかったことになったらしい。




６




　俺とルーチェは無事に冒険者ギルドで報酬金を受け取った後、酒場にてちょっとした祝賀会を行っていた。

「ここでＤ級冒険者になれたのも……一千万ゴルド舞い込んできたのも、嬉しい誤算だったな」

　Ｄ級冒険者になったことで名誉点が充分に稼げたため、一つのスキルツリーに投入できるスキルポイントの上限が【30】から【45】へと上がったはずだ。

　これでしばらくはほとんどスキルポイント上限値を気にせずに済むだろう。〈燻り狂う牙〉の入手も見えてきたところだ。

　……しかし、ラッキーだったと思う反面、またこの世界の歪いびつさが見えてきた。

　実は〈マジックワールド〉では、冒険者ギルドが〈夢の穴ダンジョン〉の攻略報酬金を出してくれるようなことはなかったのだ。

　ゲームに対し、人命の価値が高いこの世界だからこその措置だといえる。

　高レベル冒険者がわざわざ低レベルな〈夢の穴ダンジョン〉を攻略しても、自身のレベル相応の充分な対価が得られない。そのため攻略報酬金を出して埋め合わせる……という建前ではあるが、実際には別の側面もあるはずだ。

　金銭に余裕のない冒険者が、危険を承知で〈夢の主マスター〉へ挑むための動機付けの強化である。露悪的にいえば、命に値段を付けているような行為だともいえる。

　この世界では仕方のないことなのかもしれないが、力の及んでいない冒険者がエンブリオに挑んで〈王の彷徨ワンダリング〉を引き起こしたのは、ほぼ間違いなく攻略報酬金制度のためだろう。

　せめてもう少し世界の仕様が共有されていれば被害も減るのだろうが……そこに関しても、どうにもこの世界はちぐはぐなように思える。

「ど、どうしたんですかぁ、エルマさん？　何か、考え込んでいらっしゃるようでしたが……」

「ああ、すまない。少し課題というか、悩み事というかな。ただ、せっかくの祝賀会だ。今は素直に今を楽しまないとな」

　俺は《林檎酒シードル》の入ったグラスを掲げる。ルーチェが笑顔でグラスを持つ手を伸ばし、俺のグラスへとぶつけて乾杯した。

「ええ、そうですよぉ！　明るく行きましょうよ、明るく！　今日は好きなもの好きなだけ頼もうって言ってたじゃないですかぁ！　アタシ、〈錬金王の竈かまど亭てい〉で好き放題に頼むの、夢だったんです！　冒険者としてこれだって成果が出せたら、パーティーの仲間とここに来ようって！」

　ルーチェは嬉しそうにそう話した後、苦笑しながら人差し指で頰を搔く。

「……もっとも、そのときはクラインさん、リースさんとここに来るつもりだったんですけどねぇ」

　俺の脳裏に、冒険者ギルドで声を掛けてきたクラインの姿が浮かんだ。

　クラインは俺達がギルドを出てからもしつこく追い掛けてきていた。

　最初は腰を低くしていたが、最後にはやや喧けん嘩か腰ごしで『お前が出ていくときに最低限困らないように恵んでやったのに、恩を忘れたのか！』と叫んでいたが、ルーチェが『……受け取ってません』と返すと、がっくりと項垂れ、そのままトボトボと去っていった。

「うわっ！　〈王おう蟹かにの黒茸ソース掛けパイ〉、八千ゴルドですって！　危うく頼むところでしたが、まさかここまで高かったなんて……。エルマさん、このページの奴はダメです！　単品千四百ゴルド以下のものから探しましょう！」

　ルーチェがメニューを見て騒いでいる。好き放題頼む、という意気込みは早速打ち砕かれたらしい。

「すまない、〈王蟹の黒茸ソース掛けパイ〉を頼む」

　俺が通りすがった店員へとそう声を掛けると、ルーチェがびくりと肩を震わせ、あわあわと不安げに俺と店員の顔を交互に見ていた。

「だ、大丈夫ですかぁ？　そんなペースで頼んでたら、足りなくなっちゃいません？」

　……〈天使の玩具箱〉であれだけ稼いだというのに、どうにも実感が湧かないらしい。

　一千万ゴルドの攻略報酬と聞いてもどっしりと構えていたが、あれはどうやら入ってくる額に対する感覚が麻痺していただけで、自分が使う分には別のようだ。

「今回の報酬品の扱いと取り分について、ざっくりと話し合っておかないとな。まず、例の〈技能の書スキルブック〉だが……ルーチェは使うか？」

　エンブリオの落とした、〈中級風魔法〉の〈技能の書スキルブック〉……。

　市場価値二千万ゴルドのアイテムだが、ルーチェが使用する価値も充分にある。魔物相手に距離を取って安定してダメージを稼ぎやすい上に、わかりやすく強い魔法が手っ取り早く手に入るため、今後新しくパーティーを組んだときに仲間からも舐なめられにくい。

「エルマさんは使わないんですか？」

「ああ、〈中級風魔法〉は悪くないスキルツリーだが、俺はもっと上を目指したい。スキルポイントの割り振り方は概ね決まっている」

〈重鎧の誓い〉と〈燻り狂う牙〉を伸ばしていく必要がある。〈中級風魔法〉が入る余地はない。

　だが、ルーチェは違う。無理に上を目指さなくても、〈中級風魔法〉を取得すれば、冒険者として今後一生困らずに充分やっていけるだろう。

〈愚者の曲芸〉と〈豪運〉では戦闘面のわかりやすい強みに欠けるが、〈中級風魔法〉があればその点をクリアできる。

　パーティーの仲間にも困らなくなるはずだ。クラインのときのように舐められることもなくなるだろう。

「エルマさんがそういうつもりなら……じゃあ、アタシも使いません！　だってそれって、目指す先が変わるってことじゃないですか！　せっかくアタシだってもっと頑張れるって、エルマさんがそう教えてくれたんです！　できるところまで挑戦してみたいですし……それに、早々にはいお別れなんて、寂しいじゃないですか！」

　ルーチェがぐっと握り拳を作ってそう口にした。

　俺も本音を言えば、ルーチェには最終的に強くなれるビルドを目指してもらった方が嬉しい。〈豪運〉持ちの道化師とパーティーを組める機会は今後ないだろうし、それ以上に、ルーチェ程に信頼できて勇敢な仲間が見つかるとも思えなかったからだ。

「だったら……アレは売却だな。正直金策を焦る事情があったため、アレを売りに出せるのはありがたい」

「金策……？　お金に困ってたんですか？」

　ルーチェが首を傾げる。

「攻略報酬が一千万ゴルド……魔石が総額四百六十万ゴルド……アイテム総額が五千九百万ゴルド。魔石はギルドが冒険者支援のために市場価値で引き取ってくれる。アイテムの方は市場価値の七割で捌けるように頑張ってみよう。そうすると、総額はだいたい五千六百万ゴルドってところか」

「……額を聞いただけで、眩暈めまいがしてきました。やっぱりどうにも信じられません」

「これを八対二の約束だったから、ルーチェが四千五百万ゴルド、俺が千百万ゴルドってところだな」

　思ったより額が貯まった。次はレベルが上がったため、もう少し上の魔物を狙った金策も行えるはずだ。成金ラーナのいた〈天使の玩具箱〉は使えなくなってしまったが、また別の〈夢の主マスター〉を狙ってみるのも悪くない。

「あの話、まだ生きてたんですかぁ!?」

　ルーチェが机を叩いて、立ち上がった。

「どうしたんだルーチェ、周りの客が見てるぞ。八二だと不服だったか？」

「い、いえ、すみませ……じゃなくて！　受け取れるわけないじゃないですかぁ、どう考えたって！　だいたいエルマさんが計画して、エルマさんが身体張ってたのに！　どっから出てきたんですか、あの八二って！」

「だが、これくらいで取り決めしていることが多くて……」

　この世界では知らないが、〈マジックワールド〉では幸運担当は他のメンバーの三倍程度の分配金を得ることが多かった。

　それも、他のステータスも上がる代わりに幸運力自体の上昇率は低い〈強運〉のスキルツリー持ちや、便利な魔法を覚える代わりに初期幸運力で道化師に劣る奇術師など、いわゆる妥協幸運担当での配分金でそれである。

　ルーチェは道化師であり、初期幸運力も恐らくかなり高い。四倍が相場と見て間違いないはずだ。

　四倍の報酬は高く感じるかもしれない。だが、幸運担当は上位勢のパーティーにおいて必須クラスでありながら、戦闘においてどうしても地味な立ち回りを強いられがちなのだ。

　かつどうしても参加できないエンドコンテンツがあったり、全体的にイベントでは他クラスより活躍できないことも多い。

　そのため強力ではあるが『幸運力重視のキャラビルドをしない理由』がいくつも存在する。そういう諸々も考慮すれば、妥当なラインになってくる……。

「どの界かい隈わいの話なんですか、その取り決め条件!?　逆の立場でエルマさん、受け取れますかこの四千五百万ゴルド！　アタシ、パーティーに誘ってもらって……ここまでレベルを引き上げてもらったことだけでも、感謝してもしきれないくらいなのに！」

　う、ううむ……。仮にこの世界でそこまで浸透していないとしても、あのアイテムドロップ率への影響度合いを考えると、この辺りが適正なラインだと思うんだがな。
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　金銭の分配比率については結局平行線のまま……ひとまず金銭を得てから考えよう、ということになった。

　俺とルーチェはアイテムを売り捌くために、まずは〈破れた魔導書堂〉を訪れることにした。

　……ここの店主は腹黒そうなのであまり高値で買い取ってくれるとは思えないのだが、〈技能の書スキルブック〉については捌けそうな店が少なすぎるため、ここに頼ることになるだろう。下手にあちこちの店で相談して、〈技能の書スキルブック〉を非合法に販売しようとしている、という噂うわさが立っても困る。

「へえ、また来たさね。今度はめんこい子連れとるね、アンタの仲間かい？」

　前回同様、煙管を手にした老婆が出迎えてくれた。

「……まだアレはあるよな？」

「疑り深いね。〈燻り狂う牙〉の〈技能の書スキルブック〉なら勿論あるよ。こんな店だからこそ、ウチは信用を大事にしとるんね」

　……どうだか、全く信じられない。値段を上乗せして置いておいて、買ってくれる客が見つかったらあっさりすぐ手放しそうな気がしてならない。

　前回も一応約束には応じたが、俺も別に信じたわけではない。ただ１％でも〈燻り狂う牙〉が売り飛ばされる可能性を減らしたかったのだ。

　汎用性では〈中級風魔法〉に劣るが、〈燻り狂う牙〉の方が〈技能の書スキルブック〉の稀少性が圧倒的に高いのだ。規制の厳しいこの世界で、ここで逃せば次に手に入るのがいつになるか、わかったものではない。正直、一億ゴルドでも、払えるなら支払って即決で買っている。

「エルマさんが欲しいものあるって言ってたの、ここの店のアイテムだったんですね」

　ルーチェは合点がいったらしく、手を叩いた。

「純粋そうな子さね。まさかアンタ、そっちの子にあのスキルツリーを覚えさせるつもりかい？」

　店主が口許に小さく笑みを浮かべる。

「……馬鹿なことを言うな、そんな趣味の悪いことをするか。俺用だ」

「ふぅん、どっちにしろアレを……それも新人冒険者が欲しがるなんて、けったいな話だけどね」

　俺と店主のやり取りを聞き、ルーチェは不思議そうに首を傾げていた。

　店主の言いたいことはわかる。〈燻り狂う牙〉は、普通に使えば使用者の危険が大きすぎるスキルツリーなのだ。俺が死に急いでいるのか、そうでなければ新人冒険者を捕まえて捨て駒にしようとしているのではないかと考えたのだろう。

「今回は購入じゃない。アイテムの査定を行ってもらいにきたんだ」

「へえ？　聡そう明めいそうなアンタなら、ウチでの売却なんて端から考えないと思ってたんだけどね」

　店主は赤裸々にそう口にした。

　俺からの印象が最悪だったことは自覚しているらしい。ルーチェは店主へと細めた疑惑の目を向け、それから不安げに俺の顔を見た。

　俺は〈天使の玩具箱〉でドロップしたアイテムを次々に見せていく。〈ブリキソード〉二本に、続いて〈輝くラーナの飾剣〉二本である。これだけで市場価値は総額四千万ゴルド近くになる。

「こりゃ驚いたさね。〈輝くラーナの飾剣〉が二本……妙に自信ありげなガキだとは思ってたけど、この短期間でまさかこんなにとは。へぇ、こんな大物だと知ってれば、こんな明け透けには接さなかったのに。こりゃ損したね」

「面倒な駆け引きはしたくない。三千万ゴルド出してくれるなら、ここで売ってもいい。それ以下なら別の店を当たる。元より、あまり期待はしていない。参考までに聞きに来ただけだ」

「三千万は、良心的な店こそ難しかろうね。ウチみたいに貯め込んでなけりゃ出せんさ。ここなら一括で引き取ってやれるから、変に噂になって妬まれることもない。アンタの実力で、少額を惜しんで余計な危険を負うべきじゃないよ。二千五百万さね」

　こ、この婆さん……！　こっちは余計な駆け引きはしたくないと言っているのに。

「エルマさん、店主さんの言うことにも一理あるんじゃないですか？　二千五百万でも大金には違いありませんし……」

「流されるな、ルーチェ。弱気の姿勢を見せれば付け込まれるぞ」

　店主の言っていることは正しい。三千万はやや強気の額だ。

　頑張って店を回っても、二千八百万前後の額になりかねない。それなら余計なリスクを考えれば、ここの店主に二千五百万で売ってしまうことも一つの手だ。

　ただ、この店主のペースに乗るのはあまりいいとは思えない。最終的にはもっとずるずると値を下げられそうだ。乗るにしても、弱気な姿勢は見せたくなかった。

「魔石の換金分もある。〈輝くラーナの飾剣〉は、いい機会があるまで資産として持っておけばいい。無理に纏めて売ろうとするから目を付けられるんだ」

　俺は堂々とそう言い切った。

「へぇ、じゃあ無理強いはできないね。残念さ」

　店主が嫌な笑みを浮かべている。

　……見透かされている感じだが、ひとまず強気のポーズは崩さずに済んだ。しかしこの婆さん、明らかに駆け引きを楽しんでいる。いい性格をしている。実益だけではなく、趣味が入っているとしか思えない。

　まあ、この店だと二千五百万……粘っても二千六百万辺りだろうことはわかった。それだけでも収穫だと思うべきだ。

「でだね、別に本題があるんだろ？　ここで捌かなくてもいいっていうのは本音みたいだからね」

「……〈夢の主マスター〉からドロップした〈技能の書スキルブック〉がある。使おうかどうか悩んでるんだが、悪くない値段で買い取ってくれるなら売却も考慮してる」

　俺は言いながら〈中級風魔法〉の〈技能の書スキルブック〉を出した。

　使おうか悩んでいる……というのは、ちょっとでも値段を吊つり上げるためのブラフである。どうせ他所では売れまいと、そう足許を見られては敵わない。

「この短期間で、本当にたまげたね……。アンタ……いや、アンタら、近い内に英雄サマと呼ばれるようになるかもしれんね。なるほど、そいつは売るならウチでやりたいわけだ」

　店主の顔から笑みが薄れた。交渉に乗り気になったようだが、この婆さん相手にどこまで引っ張れるかは怪しい。

「市場価値は二千万ゴルド……アタシだって、これ扱うには危ない橋を渡る。ギルドで引き取ってもらったら、八百万ゴルドってところだろうね。アンタはやり手みたいだし、今後のことも考えて、ちょいと色付けてやってもいい。千四百万ゴルドなら引き取ってやってもいいさ」

「どうせまた法外な値段で店に並べるんだろ？　〈中級風魔法〉なら、欲しがる奴も見つけやすい。相手見て引っ張るのも楽なはずだ。仲良くしたいって言ってくれるなら、二千二百万ゴルドくらい見てくれてもいいんじゃないか？」

「へえ……その歳で、〈技能の書スキルブック〉の価値をようわかっとるさね。前ここの相場見せたのも響いてるか。でもね、アンタら、自分で使う気なんてさらさらないだろ？　あんまり欲の皮突っ張るもんじゃないよ」

「そりゃそっちの方だろ？　俺は今後、客としても利用させてもらうって話になってるんだ。ちょっとくらい隙を見せてくれてもいいんじゃないのか」

　ここは退けない。〈技能の書スキルブック〉の相場は、取引が公には禁止されている上に、一つ一つが稀少すぎてあってないようなものになっている。

　油断すればカモにされる。ここはしっかりと取っておきたい。

「その歳で見識がある上に、度胸があって、おまけに弁が立つね、アンタ。生意気な」

　店主がぺろりと舌舐めずりをする。

　参ったな……あまり本格的な交渉になると勝算が薄いから、なるべく聞く耳を持たずに突っぱねる形で行きたかったんだが。

　さすがに〈技能の書スキルブック〉についてはそうも行かないか。

「……あのう、エルマさんの欲しがってる〈燻り狂う牙〉の〈技能の書スキルブック〉って、おいくらなんですか？」

　ルーチェがおずおずと手を挙げる。店主が目を細めて彼女を睨にらんだ。

「なんね、小娘。今が一番楽しいところだってのに、水を差して。そっちの重騎士のガキが欲しがってるのは、五千五百万のレア〈技能の書スキルブック〉さね」

「ご、五千五百万ゴルド……。話の流れで覚悟はしてましたけど、凄い高い……」

　ルーチェは額に驚いたらしく、顔を強張らせていた。

「……市場価値でいえば、三千万ゴルドが相場なんだけどな。なかなか足許を見てくれる」

「な、なるほど……」

　俺が補足すると、ルーチェは真剣な表情で頷いた後、口許を押さえて考え込んでいた。

　それからぱぁっと表情を輝かせ、手を打った。

「あのっ！　店主さん、アタシ思い付いたんですけど、〈中級風魔法〉の〈技能の書スキルブック〉とここに出したアイテムで、その〈燻り狂う牙〉と交換っていうのはどうですかぁ！」

「はんっ、何を言い出すかと思えば。そんなの交渉になってないさね。思い付きで口をはさんで、邪魔するのは……」

　店主はそこまで言ってから、顔を顰しかめた。

「……むむ、いや、なかなかどうして、痒いところに手が届く提案するさね。買い手が少ない〈燻り狂う牙〉が捌けて、かつ扱いやすいアイテムがバラで手に入ると思えば悪くない」

　確かにルーチェの提案は、金額でいえばこちらもかなり美味しい。

　今回査定してもらったアイテムの市場価値は四千万ゴルド……一括で捌けば、せいぜい二千八百万ゴルドが限界だろう。それも上手くやれば、の話である。

　そして〈中級風魔法〉の〈技能の書スキルブック〉も、この調子だと高めに見積もっても二千万ゴルドより上にはならない。合わせて四千八百万ゴルド……〈燻り狂う牙〉の元々の値段は五千万ゴルドで、これも改めて交渉すれば値段を吊り上げられかねない状態である。

　ここで纏めて交換してもらえるのは美味しい。魔石の換金額や〈天使の玩具箱〉の攻略報酬がまるまる手許に残った状態で、〈燻り狂う牙〉が手に入る。

　店主としても、扱いやすいアイテムがバラで手に入った方が、相手を見て値段を吊り上げて利益を出せるはずだ。

「もうちょっと遊んでやりたかったけど、そこまで丁度いい塩梅の条件出されると、商人として何も言えんさね。その条件なら飲んでもいいさ」

「いや、ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　その条件だと大きな問題がある。これらのアイテムは、今回の報酬額の大半なのだ。

「ルーチェ、それだとお前の分配金を渡せなくなる」

「エルマさんにはパーティーの件といい、レベル上げを手伝ってもらったことといい、感謝してもし足りないくらいですから、これくらいいいですのに」

「い、いや、恩で済ませていいような額じゃ……」

「仲間の装備に投資するのは当たり前のことじゃないですか、ね？　活動経費みたいなもんです。お互いの装備も整えていかないといけないのに、あんな比率じゃ今後効率が悪いですよう？　しばらく稼いだ分は共有って形にして、必要に応じて使っていったらいいじゃないですか。それがあったらエルマさんがぐんと強くなって、いっぱい活躍して稼いでくれるんですよね？　じゃあ問題ないじゃありませんか！」

　……確かに〈燻り狂う牙〉は早めに確保しておきたい。しておきたいが、しかし、今五千万ゴルドをもらうのは、あまりに俺に有利すぎる。

「あのな……ルーチェ。今回は上手く行ったが、次も上手く行くとは限らない。例えば事情ができて、パーティーをすぐに解散するようなことになったらどうするんだ？」

「……エルマさん、まさかアタシを切り捨てて他の方とパーティーを組むおつもりなんですか？　なんだか後腐れをなくそうとしているように思えてきたんですが……」

　ルーチェがジト目で俺を上目遣いに睨み、がっちりと俺の腕を摑んだ。逃がすまいという気迫があった。

「い、いや、そうじゃないけど……万が一だな……」

　ルーチェの表情がぱぁっと晴れた。

「だったら問題ないじゃないですか！　ね？　アタシからの感謝のプレゼントだと思ってください。どうしても折り合い付かないんだったら、ばっちり活躍して取り戻してくれればいいですから！」

「まあ、そうなんだが……いや、しかし……」

「ささ、店主さん、さっさと交換しましょう！　エルマさんがまた余計なこと言い出す前に！」

「よく説き伏せたよ、小娘。しっかり捕まえときな、逃がさんように」

　ルーチェと店主が、互いの奮闘を讃たたえるようにハイタッチをしていた。なんで意気投合しているんだ、この二人……？
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第五話　悪意の女王




１　──マリス──




　エルマの代わりにエドヴァン伯爵家次期当主となったマリスは、〈加護の儀〉においてエルマが追放された騒動以降、分家の住まう別邸から本邸へと移り住むことになった。

　エルマ追放騒動の翌日、マリスは現当主でありエルマの父であるアイザスの付き添いの許、領内の僻へき地ちにあるとある村へと向かい、そこで〈命移し〉と称されるレベル上げを行っていた。

〈命移し〉は、一部の上級貴族や王族が秘密裏に行っているレベル上げの方法である。高レベルの罪人の腕や足を斬りつけて弱らせてから、レベルの低い貴族や王族の子息子女に殺させて経験値を移すのだ。

　純粋な戦闘ではないため取得経験値は減少するが、〈加護の儀〉を経たばかりの子供のレベル上げには充分過ぎる程である。

〈命移し〉を終えて伯爵家本邸へと戻ったマリスは自室で一人、仄ほの暗ぐらい笑みを浮かべていた。

「ここでエルマが、十五年間暮らしていたんだ。ああ、エルマのものなら、何も捨てなくてもよかったのに。勿もっ体たいない」

　マリスは舌した舐なめずりをし、恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

　今こそ彼女の部屋となっているが、ここは元々エルマの部屋であった。現当主アイザスがエルマの荷物を全て捨てさせてしまったため、既にこの部屋に彼の痕跡は何も残っていないが。

　マリスは物心ついた頃から、本家の少年……エルマに憧れていた。エルマは正義感が強く、誠実で明るく、家臣達から慕われ、当主アイザスからも期待されていた。分家で日陰者として生きる自分とは、あまりに対照的であった。

「あんなことになるとは思ってなかったけど……それにしても当主のあの様子、母様の言ってたこと、本当だったんだ。元々疑ってはいなかったし、まぁ、どうでもいいことだけど」

　マリスは幼少の頃から、ある変わった趣味嗜好……厄介な悪癖があった。

　何が切っ掛けだったのかは今となってはわからない。ただ、大事なもの程、愛しているもの程、自分の手で台無しにしたくなるのだ。

「ボクはエドヴァン伯爵家の跡継ぎの座にも、あの当主の男にもさして関心はないけど、利用できるものは利用しないと。追い出されたとはいえ、エルマが実家を潰されて平然としているような人でないことは知っているもの。時間を掛けて……丁寧に、ゆっくり追い込んであげないと。そうでしょう？」

　マリスは姿見へと手を触れ、そこに映る自分へと言い聞かせるようにそう口にした。

「エルマが、都市ロンダルムで家名を出して好き放題しているというのは本当か！」

　そのとき、外から怒鳴り声が聞こえてきた。

　アイザスの声である。どうやら執務室で、部下である私兵を怒鳴りつけているようだった。

　マリスは姿見の前から離れ、自室を出て執務室の方へと向かった。

「エドヴァン伯爵家の名を出しているかはわかりませんが……ただ、エルマ様によく似た御方が、異例の功績を挙げているとは……」

「ギルドで家名を持ち出して、職員を言いなりにさせたに決まっておろうが！　最低限の分別は持っているかと思っていたが、家を出てなおこの俺の顔に泥を塗るような真似をするとはな！　こんな真似をして、俺が見逃すと思っているのか！　ただでさえ俺の期待を裏切り……浅はかにも、エドヴァン伯爵家の名を汚すとは！　もはや親子の情はないと思えよ、エルマ……！」

「まだ噂うわさの段階で、詳しいこともわかっておりません。それにエルマ様は聡そう明めいで高潔な御方……ずっとお仕えしていた私には、エルマ様がそのような暴挙に出たとは思えません。まずは、事実の確認を。お願いいたします、アイザス様……！」

「チッ、トマスよ、二人ほど連れて都市ロンダルムへ向かえ。もしエルマが家名を持ち出していたのならば、冒険者ギルドからの除名と、再登録の禁止を命じよ！　そして次にこのような真似をすれば、命はないと警告しておけ！」

「ありがとうございます、アイザス様……！　必ずや、エルマ様の潔白を証明してみせます！」

　マリスは話を聞いて、口許を歪ゆがめて笑みを浮かべていた。それから表情を繕い、執務室の扉を叩たたく。

「当主様、ボクです」

「おお、マリスか、入りなさい」

　アイザスは部下を怒鳴っていたときとは打って変わって、猫ねこ撫なで声でマリスを招く。マリスは丁寧に扉を開き、執務室へと入った。

「しかし他人行儀だな、マリスよ。お前は次期当主……この俺の跡継ぎ。父と、そう呼んでもよいのだぞ」

「先程の話ですが、ボクは処遇が甘いかと。トマスではエルマに肩入れしすぎます。それに……冒険者ギルドからの除名というのも中途半端です。生活の糧を失ったエルマは、更に手段を選ばなくなり、エドヴァン伯爵家の名を汚す愚行を重ねるのではないかと。山賊にでもなられたときには、エドヴァン伯爵家の大きな汚点となります」

「ふむ……話はもっともだな、マリスよ。ではまず、トマスは外すとしよう」

「いえ、此こ度たびの事件、対応を誤れば長く尾を引くことになりかねません。私兵如きの裁量に任せるべきではないかと」

「何が言いたい、マリス」

「ボクと当主様で、都市ロンダルムの冒険者ギルドへと視察に向かいましょう。そこで直接判断するべきかと」

　マリスの提案に、アイザスは苦い表情を浮かべた。

「何を言っている、マリスよ。そんなこと、無駄に騒動を大きくするだけだ。奴は既に、エドヴァン伯爵家の人間ではない。俺やお前が、そのような時間を割く価値はないのだ。何を拘っている？」

　マリスはアイザスへと大きく頭を下げた。

「お願いします。ボクは分家で、その上女の身……エドヴァン伯爵家の次期当主として、相応しい教育を受けても来ませんでした。当主様がまだエルマを気に掛けているのではないかと……」

「何を馬鹿なことを言うのだ、マリス。この俺がいつ、そのような素振りを……」

「こんなボクを次期当主だと……実の娘のように扱っていただけるというのであれば、どうかこの我が儘ままを聞き入れてください。当主様が既にエルマに対して父子の情を抱いていないのだと、どうかボクを安心させていただきたいのです。滑稽にお思いかもしれませんが、ボクはどうしてもそれが気掛かりでなりません。いつかまた、当主様……いえ、父様が思い直してエルマを呼び戻し、ボクを捨てるのではないかと……不安でならないのです」

「そのようなことはない！　案ずるでない、マリス。エルマは……いや、あの男は、この俺の期待を踏みにじったのだ。クラスは人を映す鏡……剣けん聖せいとは、高潔な精神の何よりの証明。重騎士などと、臆病な怠け者のクラスを得たあの男は、次期当主の器ではなかったのだ」

　アイザスはそう言うなり、席から立ち上がった。

「確かにあの男が妙なことをしでかしているのならば、二度とそのようなことをしでかさぬよう、重い罰を与えねばならん。俺の娘も同然であるマリスにも、これ以上不ふ憫びんな想いはさせられん。直接、都市ロンダルムへと向かうとしよう」

「ありがとうございます、当主様……いえ、父様」

　頭を下げたマリスの顔には、いつもの邪悪な笑みがあった。

　マリスにとって、エルマは大事な、大事な相手であった。だからこそ、時間を掛けて、丁寧に台無しにする。

　エルマが伯爵家を追い出されてなお、折れずに冒険者として必死に活動しようとしていると知り、マリスは嬉うれしくてならなかった。エルマの今の生き甲が斐いを、彼の実の父の前で奪う。それがマリスの目的であった。

　理由を付けて、冒険者の命である腕を落とす。だが、いきなり利き腕を落としては勿体ない。今回は左腕からだ。

「待っててね、ボクのエルマ」

　マリスが小さく呟つぶやく。
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「買ってしまった……〈燻いぶり狂う牙〉」

　俺は外を歩きながら、〈技能の書スキルブック〉を握り締め、逆の手で頭を押さえていた。ルーチェに莫ばく大だいな借りができてしまった。

「アタシがいいって言ってるんだから、いいじゃないですかぁ！　さっきも言いましたけど、エルマさんには感謝してもし足りないくらいなんです！　プレゼントですプレゼント！　そもそもパーティーの戦力強化になるなら、普通にアタシのプラスになりますから、別に何も気にしなくていいのに……。エルマさんだって、〈鉄石通し〉買ってくれたじゃないですか！　何の成果もあげてないアタシに！」

「額が全然違うからな……」

　ルーチェの〈鉄石通し〉は八十万ゴルドで買ったものだ。対してこの〈燻り狂う牙〉は五千万ゴルドである。桁が違い過ぎる。

「ただ、そもそもあのときは、成金ラーナ討伐に必要で、元が取れるってわかってたわけで……」

「そのスキルツリーは元が取れないんですかぁ？」

「いや……取れる。それは断言する」

　今までの俺は、ゲーム知識で魔物の情報がわかっていたから、ただ有利に効率的に立ち回れていたというだけである。重騎士の持つ〈マジックワールド〉最強クラスとしての強みは一切発揮できていなかった。

　重騎士の強みは〈城壁返し〉でも〈影踏み〉でもない。完成された重騎士は、防御特化クラスとして立ち回らない。

　何せ〈マジックワールド〉において、〈燻り狂う牙〉持ち重騎士は攻撃特化クラスダメージディーラーとしてぶっちぎりで最強だったのだ。〈マジックワールド〉ではこのキャラビルドの重騎士は、狂騎士だの人型暴竜だのの愛称で呼ばれていた。

「正直、何が何でも〈燻り狂う牙〉は手に入れておきたかった。本当に感謝している。この恩の分の活躍はきっちりと熟さないとな」

　俺は〈技能の書スキルブック〉を握り締めた。





〈技能の書スキルブック〉《燻り狂う牙》

【市場価値：三千万ゴルド】

〈燻り狂う牙〉のスキルツリーを取得できる。

　このスキルツリー保持者の傍に寄ることなかれ。砕けた身体を引き摺ずり、裂けた尾を舞わせ、なお止まることを知らぬ奴の凶行には、死神さえ近づくまい。






　入手はもっと先になると思っていた。ルーチェの厚意と信頼で手に入れられたのだ。必ずそれに報いなければならないだろう。

「その……早速使っていいか、ルーチェ？　持っていると、盗まれないかと気が気でならない」

　これ一つで五千万ゴルドである。いや、俺がこの〈燻り狂う牙〉に見込んでいる価値は、五千万ゴルドを遥はるかに超える。絶対に失いたくない。とっとと取り込んでおきたい。

「勿もち論ろん構いませんよぅ！　ぜひぜひ！　ただ、本当に強いんですか？　その……〈燻り狂う牙〉。アタシ、そのアイテムの説明文を見ていると、ちょっと不安になるんですが。大丈夫ですよね？　何か妙なデメリットがあったり……」

「強いのは間違いない。スキルポイントを充分に手に入れられたら、一気に化けるようになる」

〈燻り狂う牙〉のスキルツリーは、死を覚悟して捨て身で戦うようなスキルを取得できる。ただ使い所が難しく安定性を欠き、上手く使っても結局デスペナルティのリスクが高まるため効率が悪く、エンジョイ勢が大ダメージのロマンを追求するくらいにしか使われることがなかったスキルツリーであった。

　重騎士とは一見相性が悪いのだが、安定感を強化しつつ、〈燻り狂う牙〉の火力を馬鹿げた領域まで引き上げることができるのだ。

「じゃあ早速使わせてもらうぞ」

　俺は〈技能の書スキルブック〉へとマナを込めた。〈技能の書スキルブック〉が光を帯び、スキルツリーの〈ステータス〉が自動で開いた。俺は〈ステータス〉へと手を触れる。

　通常、スキルツリーは三つまでである。新しいスキルツリーを入れるためには一つ消去しなければならない。その際、そのスキルツリーによって取得したスキルは全て消滅するが、費やしたスキルポイントは返ってこない。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：13］

〈重じゅう鎧がいの誓い［27／１００］〉

〈防御力上昇［０／50］〉

〈初級剣術［５／50］〉






「俺が消すのは〈防御力上昇〉だ」

　基本的にステータス上昇系には振るべきではない。レベルが上がればどうせステータスは補えるからである。

　ただ、当たり前の話だが、スキルを入手して恩恵を受けられるのは、そのスキルを活かせる戦闘だけである。対してステータス上昇系は、だいたいどんな戦闘でも、安定してその恩恵を発揮することができる。

　そういう意味で、ステータス上昇系は適当に振っても強いスキルツリーではある。〈マジックワールド〉ではステータス上昇系を好むプレイヤーは少数派だったが、この世界ではそれなりに採用率が高いのではなかろうか。

〈防御力上昇〉の表示が消滅し、〈燻り狂う牙〉が浮かび上がった。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：13］

〈重鎧の誓い［27／１００］〉

〈初級剣術［５／50］〉

〈燻り狂う牙［０／70］〉






　同時に〈燻り狂う牙〉の〈技能の書スキルブック〉は、崩れ落ちて光の粒子となって消えていった。

「よ、よし、ついに〈燻り狂う牙〉が！　見てくれ、ルーチェ！　ルーチェのお陰で、これが手に入ったんだ！」

「……〈ステータス〉って、どの部分でもあんまり人に見せるべきじゃないってエルマさん言ってませんでしたか？　えへへ、でもエルマさんがとっても嬉しそうで、アタシもなんだか嬉しくなってきました。早速〈燻り狂う牙〉に余ってるポイント振っちゃうんですか？」

「そうしたい気持ちもあるんだが、〈燻り狂う牙〉はコンボ前提なところがあってな。スキルが揃そろうまでは安定しないから、まずは〈重鎧の誓い〉だな」





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：６］

〈重鎧の誓い［34／１００］〉【＋７】

〈初級剣術［５／50］〉

〈燻り狂う牙［０／70］〉






　俺はどのスキルツリーが何ポイントで何のスキルを取得できるか、正確に覚えている。〈防御力上昇〉のスキルツリーがなくなった今、ひとまずここは悩む必要がない。〈重鎧の誓い〉に振ってしまって間違いはない。

　残りの【６】をどう振るのかは、次にどこで狩りを行うのか次第になってくるな。

【〈重鎧の誓い〉が［34／１００］になったため、通常スキル〈ライフシールド〉を取得しました。】

　よし、来た。〈ライフシールド〉は重騎士のスキルの中でもかなり有用なスキルである。





〈ライフシールド〉【通常スキル】

　ＨＰを最大値の【20％】支払って発動する。

　支払ったＨＰと同じ耐久値を持つシールドで全身を覆う。






　ここだけ見るとあまり意味がないように感じるかもしれないが、余程相手の攻撃力が高くない限りは、〈ライフシールド〉が破壊された際に攻撃が止まる。どんな攻撃でもＨＰの20％で潰せると思えば安いものだ。大きな保険になる。

　それに回復手段を確保できれば、実質的にＨＰの最大値が20％増えたようなものである。

　ただ無属性の魔法扱いであり、それなりにＭＰを消費する。まず〈ライフシールド〉の展開にＭＰ消費が【８】、そこから一分継続するごとに【２】ずつ減っていく。一度使えば再使用にはしばらく時間を空ける必要もあり、考えなしに連発できるスキルではないのだ。
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　俺とルーチェは冒険者ギルドにて、〈夢の穴ダンジョン〉の情報について調べていた。

「前回でかなりレベルが上がったわけだし……まず、装備を整えてみてもいいかもしれないな」

　俺のスキルツリー〈燻り狂う牙〉に五千万ゴルド分ほど突っ込んでもらう形になったとはいえ、〈天使の玩具箱〉の攻略報酬が一千万ゴルド、魔物の魔石の総額が四百六十万ゴルド、ほぼまるまる残っているのだ。まずは武器を整えておくのも悪くはない。

「う～ん……アタシ、エルマさんに買ってもらった〈鉄石通し〉が気に入ってるんですけど……買い換えた方がいいんですかぁ？」

「ルーチェも【Lv：40】前後だろう？　極端に硬い相手ならいざ知らず、普通の戦闘には元々〈鉄石通し〉は不向きだからな……」

　せっかくお金があるのだし、もう少し強めの装備を買っておいても悪くないはずだ。





〈鉄石通し〉《推奨装備Lv：18》

【攻撃力：＋３】

【市場価値：五十五万ゴルド】

　このナイフは硬い相手にも攻撃を通しやすい。

　攻撃成功時、相手の防御力の値を【15％】軽減してダメージ計算を行う。






　さすがに今のレベルで〈鉄石通し〉の性能はちょっと心許ない。この性能では魔物相手に安定してダメージを稼ぐことができない。

【Lv：40】相応の武器と考えると、【攻撃力：＋10】前後に、欲を言えば何かしらのおまけが欲しいところだ。

　そしてそれについては、初期に買い揃えた装備をそのまま使っている俺も同じところではある。道化師も重騎士も、素のステータスの攻撃力不足がかなり痛手になるクラスだ。

　だから俺も最低限ダメージを稼げるように、防御力貫通効果のある〈当て身斬り〉を早々に取得しておいたのだ。ちょっとでもいい武器を用意して、弱点は誤魔化しておくべきだろう。

　格上のエンブリオを倒せたのは、相性がよかったから、としか言いようがない。もしもテクニカルタイプではなく純粋にフィジカルで押してくるタイプの〈夢の主マスター〉であったら、こちらの火力が低すぎて真っ当な勝負にはなりようがなかった。

「ううん……でも、いい武器ってすっごく高いですよねぇ……。表のお店だと品薄ですし……そもそも【Lv：40】相応の武器って、置いてましたっけ？」

　そこはネックではある。

　都市ロンダルムでは、【Lv：40】の冒険者はかなり高い部類に入る。つまり、この都市でそのレベル帯に相応しいアイテムドロップを狙える冒険者自体が限られてくるのだ。

　特に攻略情報なんて便利なものが簡単には共有されないこの世界。欲しい武器が手頃な値段で手に入る望みは薄い。

　かといって妥協した武器を購入すれば、自分のレベルが上がった際にすぐ使い物にならなくなってしまうだろう。

　冒険者業で装備への金銭の出し惜しみをするべきではないのは確かだが、すぐ使わなくなるだろう妥協した装備に大金を払うのは正直惜しい。

「あっ！　アタシ、思いつきましたよ！　エルマさん、武器……〈夢の穴ダンジョン〉のアイテムドロップに頼るっていうのはどうですかぁ？」

「あのな、ルーチェ、欲しい種類の武器ドロップなんて、狙ってやるものじゃあない……」

　俺の脳裏に、特に狙ってもいなかった〈ベアシールド〉と〈ブリキソード〉がどっちもダブっていたのが浮かんだ。あれだけで剣士系統クラスの装備が二セット完成している。

「……こともないか、うん」

　ルーチェの幸運力ならさして苦労しないだろう。確かにすぐ使わなくなる妥協装備を高額で購入するくらいならば、自分で魔物を狩って武器ドロップを待った方が早そうだ。

「やったぁ！　提案通った！　じゃあじゃあ、そうしましょう！　なんだかアタシ、わくわくしてきました！」

　ルーチェが燥はしゃいだ声を上げたとき……冒険者ギルドの扉が、勢いよく粗暴に開かれた。騒がしかったギルド内が一気に静かになる。

　入ってきた二人組を見て、俺は酷く驚かされた。心臓の鼓動が速まる。だが、頭は妙に冷静だった。

　豪ごう奢しゃな貴族服を身に纏まとう、恰かっ幅ぷくのいい壮年の男。軽鎧を纏う、生白い肌の黒髪の少女。

　父親……エドヴァン伯爵家当主のアイザスと、次期当主マリスである。

「これはこれは、アイザス伯爵様……！　し、しかし、何故このような冒険者ギルドへ突然お越しに……？」

　すぐにギルド長が現れ、アイザスにぺこぺこと頭を下げる。

「大事な話がある。そうだな……人払いせよ」

　アイザスは周囲へ目を向けた後、ギルド長へとそう命じた。

「はい？　しかしそれなら、人払いをせずとも、奥で話されれば……」

「聞こえんかったか？　俺は、人払いをしろと言ったのだ」

　アイザスは声に怒気を込めて繰り返す。ギルド長は「申し訳ございません！」と頭を下げ、俺達の方へと顔を向ける。

「伯爵様が急用でお出でになられた！　申し訳ないが、本日はギルドを閉館とする。冒険者は、すぐにここから出るように！」

　不満げな様子の冒険者もいたが、アイザスに睨にらまれると引き攣つった笑みを浮かべ、すごすごと引き下がっていた。

　魔物から領地を守る義務を負っている貴族家の当主は、並の冒険者とは比べ物にならない程に高いレベルと戦闘技術を有する。一般人が刃向かえば、次の瞬間には首を斬られていてもおかしくはない。

「……俺達もとっとと行こうか、ルーチェ。目を付けられては事だ」

　何が目的なのかは知らないが、アイザスとはもう関わりたくはない。そしてそれは向こうも同じ気持ちだろう。

　元より俺はもうエドヴァン伯爵家の人間ではないので無関係なのだが。

「は、はい……。しかし、あの御方が、アイザス伯爵様なんですねぇ……。アタシ、初めて見ましたよう。元々エドヴァン伯爵家にはあまりいい印象は持っていませんでしたけれど……ちょっと高圧的で、嫌な感じですね」

　ルーチェが苦笑いしながらそう零し、指で目尻を押さえてきゅっと吊つり上げ、アイザスの不機嫌そうな顔を真似た。

「そこの冒険者、貴様はギルドに残れ」

　アイザスの言葉に、ルーチェがびくりと身体を震わせた。

「ひ、ひゃいっ！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　エ、エルマさんの顔が暗かったので、ちょっとお道ど化けて和ませようとしただけで、あのあの、本当に他意はなくって……！」

「安心しろ、ルーチェ。用があるのは、どうにも俺の方らしい」

　アイザスとマリスが、俺の前に並んだ。関わりたくはなかったが、どうやらそういうわけにはいかないらしい。
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　冒険者達がはけていく中、俺はアイザスと睨み合っていた。

「貴族様が俺に何の用だ」

「この俺に対し、何様のつもりだその口の利き方は？」

　アイザスが眉間に皺しわを寄せる。

「エ、エルマさん、どうしたんですかぁ!?　さっきから虫の居所が少し悪そうなのは感じていましたけれど……伯爵様相手に、その態度はよくありませんよぅ！　ア、アタシも一緒に謝りますから！　ほら！」

　ルーチェが慌てふためきながらアイザスへと頭を下げる。

「キミ……馴なれ馴れしくウロチョロしてるけど、エルマの何？」

　マリスがずいと首を伸ばし、ルーチェへと顔を近づける。

「エ、エルマさんとお知り合いなんですか？」

　マリスは何も答えず、ただじぃっとルーチェの顔を見つめていた。俺は不穏なものを感じ、ルーチェの前に立った。

「ルーチェ、外に出ておいてくれ。巻き込むわけにはいかない」

　ルーチェは俺の言葉を受けた後、アイザスとマリスを横目で確認し、俺へと向き直った。

「邪魔者だっていうのなら出ていきますけど……巻き込みたくないって言われたら、アタシ、ここに残りたくなっちゃいます。だってエルマさんは、アタシが初めて本当に信頼できるって思えた仲間ですもん。アタシがいてどうこうなることじゃないのかもしれませんけれど……こういうときこそ、一緒にいてあげるのが仲間ってものだと思うんです！」

「だが、この件ばかりは……」

　気持ちは嬉しいが、これはエドヴァン伯爵家の問題だ。今更アイザスが何のつもりで俺を追って来たのか見当もつかないが、いい話ではないことだけは確かである。もしも尾を引くような問題になれば、ルーチェまでアイザスに目を付けられかねない。

「だってエルマさん……あの御二方が来てから、ずっと辛そうな顔をしていますもん。ここに一人残しておくことなんて、できません！」

「ルーチェ……」

　俺は自分の顔を触る。

　頰が強張っていることに気が付いた。確かに俺は、二人を目にしてから冷静ではなかったかもしれない。彼女のお陰で、少しだけ落ち着けた気がする。

「平民如きが我々の話に口出しするつもりか？　他の冒険者同様、即行立ち去るがいい小娘」

「父様、彼女は残しておきましょう。何やらエルマと親密な様子……例の話に、関係があるのかもしれません。ボロを出させるには、口が多い方がいいかと」

　アイザスがルーチェを追い出そうとしたが、マリスがそれを止めた。

　しかし、父様……と来たか。

「そんな小娘を残しておいても仕方がないと思うが……まあ先の様子、関係者であるのは間違いあるまい。今回のこ奴の処遇についてはマリス……お前に一任するという約束であったからな」

　冒険者達を追い出していたギルド長が、俺達の許へと向かってきた。

「アイザス伯爵様……その冒険者に用があったのですか？　もしや、有望な冒険者だと聞いて、私兵としての勧誘に来たのですか？　いや、耳がお早い。この冒険者は礼儀正しく勇敢でして……おまけに何より、この都市のギルド史に名を刻むような破竹の活躍を既に重ねており……」

「初の大規模依頼レイドクエストでＤ級冒険者の補佐を行い、【Lv：40】の魔物の討伐に貢献し……例外的な速度でＥ級冒険者へ昇級した。そうであったか？　くだらぬ、この間〈加護の儀〉を終えたばかりのガキが、そのようなことをできるはずがない」

「いえ、それだけではないのですよ、アイザス伯爵様。エルマは……そこの道化師の冒険者と共に、【Lv：50】の〈夢の主マスター〉を討伐して、Ｄ級冒険者へと昇級したばかりでして！　伯爵家の私兵としても、充分活躍できる実力と素養を彼は有しているでしょう」

「なんだと……？」

　アイザスが鷲わし鼻ばなを膨らませ、俺を睨み付けた。

「もしかすればただ運に恵まれ、大おお袈げ裟さに囃はやし立てられただけかもしれんとも考えていたが、これで確定したな。ギルド長よ、白々しい演技は止めるがいい。既に知っておるのだろう？　その男が、エドヴァン伯爵家の人間であることをな」

「ど、どういうことですか……？」

「もっとも、あくまでそれは『元』の話であり……既に次期当主でもなんでもないところまで知っておるかどうかは怪しいがな。どう言い包められた？」

「ま、待ってください、私は何も……。すみません、何がなんだか……わかりません」

　ギルド長が真っ青になって弁解する。

「貴様でなくとも、職員の中にそこのガキと結託している者がおるはずだ。肩書を使って騙だまして抱き込み、功績作りに加担させた者がな。関与していた職員をひっ捕まえ、この場に連れて来い！　今すぐにだ！」

「そ、そのようなはずは……。い、いえ、直ちに……！」

　ギルド長は慌ただしくギルドの奥へと駆けて行った。

「エルマさん……も、もしかして……アイザス伯爵様って……エルマさんの、その……」

「父親だ。認めたくはないがな」

　アイザスはギルド長の背を睨んでいたが、すぐに俺へと視線を戻した。

「このエドヴァン伯爵家の恥はじ晒さらしめが！　この俺が貴様を放逐処分で済ませてやったのは、貴様であればそう愚かな真似はしまいと、そう信じておったからだ！　俺の言葉を忘れたか？　今後エドヴァン伯爵家を名乗れば、この俺がその首を刎はねることになるとな！」

　アイザスが怒鳴り声を上げる。

「何かと思えば、そういうことか」

　要するに、都市ロンダルムに来てから上手くやり過ぎていたのだ。俺の異例の昇級を耳にしたアイザスが、エドヴァン伯爵家の名に泥を塗られることを恐れて視察にやってきた、ということらしい。

　それにしても本当に情報と行動が早い。よくもまぁ、その程度のことで当主が直々に乗り込んで来たものだ。

　嫌味が口から出そうになったが、ぐっと堪えることにした。少し俺も熱くなりすぎているかもしれない。

　今余計な揉もめ事を起こせばルーチェにも飛び火しかねない。それに元より、アイザスを不要に怒らせても何一つ得はない。穏便に話を進めれば、ただの誤解であることを証明するのは決して難しくないはずだ。

「全くの誤解だ。確かに俺は、運や仲間には恵まれていた。だが、誓って伯爵家の名前を持ち出すような真似はしていない。少し調べてもらえればすぐにわかることだ」

「有り得ん、できるものか！　たかだか一週間程度で、一冒険者が【Lv：50】の〈夢の主マスター〉を討伐するなどな！　そう容易く〈夢の主マスター〉の討伐ができれば、この王国の貴族制度はひっくり返っておるわ！」

　あくまでもアイザスはそう口にする。

　確かにこの世界の常識になぞらえて考えれば、容易く受け入れられないことも理解はできる。凶悪な魔物を倒せる人間がほんの一握りだからこそ、この世界では貴族が大きな権力を有しているのだ。新人冒険者が【Lv：50】の〈夢の主マスター〉を容易く討伐できるのならば、この王国の制度自体が傾きかねない。

　元々、防御特化クラスはレベルを上げにくいといわれている。特にアイザスは、俺が重騎士だと知っただけで伯爵家から叩き出したくらいには、重騎士というクラスを軽視していた。

「ど、どうしてそんなにエルマさんのことを疑ってかかるんですか？　伯爵様にとって……エルマさんは、実の息子なのでしょう？」

「煩わしい……平民の小娘が、貴族の体面の話に口を挟むか。貴様は、この俺が喋しゃべれと命じたとき以外は黙っておるがいい」

　アイザスが不快げに声を荒らげる。

「父様、これまでの情報だけでエルマがエドヴァン伯爵家の名を汚したと断じるべきではないかと」

　大人しくしていたマリスが口を挟んできた。

「なんだと？　マリスよ、ここに来てエルマの肩を持つのか？」

「いえ……ただ、調査が目的です。決めつけて罰するのを急せく必要はないかと。それにこれまでの話を聞くに、【Lv：40】程度なのでしょう？　だとすれば、丁度いい」

「なに？」

　マリスの言葉に、アイザスもまた不思議そうな顔をしていた。彼もマリスの意図を読みかねているらしい。

「ボクも〈命移し〉を経て【Lv：45】になったところ。レベルでいえば同程度。いえ、スキルを用いた戦い方では、きっと実戦の多い彼の方に軍配が上がる。少しばかり実戦形式の稽古を行えば、簡単に真偽がわかることでしょう。〈夢の主マスター〉を討伐したという話の、ね」

　マリスが口許を歪めて笑みを浮かべ、俺の顔を見る。

「馬鹿を言うでない、マリス！　仮にレベルが同程度であったとしても、剣聖と重騎士では話になるまい。マリスよ、お前が分家の身として不安に思っておることは知っておるが、そんな心配はないと言っておるだろうが」

「フフ、ただの簡単なお稽古ですよ、父様。この短期間で、貴族家の支援にも頼らず、自分の力だけでここまでのし上がるなんて……見事なものではありませんか。ぜひ教示してもらおうと思っただけですよ。真偽など、おまけのようなもの。ただ……もし虚偽であれば……罰を兼ねることができるでしょうね」

　マリスは〈夢の主マスター〉討伐が本当であると主張するならば、彼女と戦って力を示せと、そう口にしているらしい。

　レベル以外にも、戦い方そのものについても触れてきている。仮に俺がレベルを示したところで、貴族の名をちらつかせてパワーレベリングでも行ったのだろうと、そう難癖を付ける気でいるのだろう。

　だが、剣聖は強大なクラスだ。攻撃力と素早さが桁外れに高く、スキルもわかりやすく凶悪なものが多い。

　それ以外のステータスはやや低めだが、それも弱点といえるほどのものではない。分かりやすい強さに特化しているためキャラビルドの自由度が狭く、レベルが高くなってくると工夫の余地のある他クラスに見劣りする点は出てくるが、現状のレベル帯ではそこの差が出てくることもない。

　反対に攻撃力と素早さのない重騎士では、剣聖相手に攻撃に出られる場面はほとんどない上に、仮に当たってもまず相手に決定打を与えられない。

　本当に彼女が言うように簡単な模擬戦だけであれば、今の俺のステータスでも充分な戦いを示すことはできるだろうが……どうにもマリスの様子を見るに、それだけで済むとは思えなかった。

「どう問題があるのですか、父様？　エルマの件は、ボクに一任してくださるという約束だったはず。それとも……やはりボクの危惧していたように、まだ跡継ぎに迷い、エルマの身を案じておられるのですか？」

「マリスよ……最初からこうして、この俺を試すことが目的であったのか？　何がそこまで不安だったというのだ」

　アイザスが苦々し気な表情を浮かべていた。

　無実を証明するためだけに、この条件に乗っかる必要はない。たとえ厄介事を長引かせて別の問題を抱え込むことになったとしても、時間を掛けて別の形で証明するべきだろう。

　アイザスもあまり乗り気ではなさそうだ。俺が冷静に引きさえすれば、もっと安全な方法は見つかるはずだ。

　防御型のクラスが剣聖と正面から戦えば、防戦一方となってＨＰを削られ続け、あっという間に決着がつくのはわかりきっている。

　もっともそれは、普通であれば、の話だが。

「わかった、その模擬戦……受けて立とう」

「な、なんだと!?」

　アイザスの方が驚いていた。

「エルマさん、む、無謀ですよぅ！　エルマさんの強さは知っていますけれど……でも……！」

　ルーチェの言いたいことはわかる。

　俺には致命的に攻撃力がなく、それを補える装備もない。俺が熱くなって挑発に乗り、無謀な戦いに出たと、そう思っているのだろう。

「大丈夫だ、ルーチェ。奴と戦えるだけのピースは既に揃っている。お前のお陰でな」

「ア、アタシのお陰、ですか？」

「それに俺も、ただ挑発に乗ったというわけじゃない。エドヴァン伯爵家のことは切り替えたつもりでいたが……心に柵しがらみとして残っていたんだな」

　当たり前といえば当たり前だ。俺が意地を張って、もう割り切った過去だと自分に言い聞かせていただけだ。

　ギルドで認められ、ルーチェという仲間を得て、ようやく少し余裕ができて意地を張らずに済むようになってみたら……自分がどれだけエドヴァン伯爵家に囚われていたのか、よくわかる。

　今思えば、他の冒険者やルーチェの協力を端から期待せず、単騎で勝算の薄いエンブリオへの足止めを買って出たのは、あまりに無謀な行いだった。あのときは伯爵家を追い出されて使命を失った自分に、少しでも何か価値を与えたいと、そう考えていたのだろう。

　清算するのにこれ以上の機会もない。有う耶や無む耶やにして問題を長引かせるよりは、ここでさっぱりと綺き麗れいに終わらせる。

「アイザス伯爵……条件を一つ加えてほしい。もしも俺の力を認めてくれたのならば、もう金輪際、俺には関わらないでくれ」

「な、なんだと……？　貴様、自分の立場がわかって発言しているのか！」

　返答は何でも構わなかった。ただ、宣言しておくことで、改めて自分の気持ちに踏ん切りをつけておきたかったのだ。

　マリスが素早く剣を抜き、刃で床を斬った。

　石の破片が辺りに舞った。わかってはいたが、さすがに動きが速い。

「異論はないみたいで嬉しいよ、エルマ。そうでなくちゃ」
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　冒険者ギルドの中央で、俺とマリスは剣を構えて立っていた。

　軽い力試しのための模擬戦という建前ではあるが、そんな生温いものでないことはわかっている。打ち合い程度ではきっと終わらないだろう。

　これは己の潔白を示すための……いや、俺がエドヴァン伯爵家から決別するための決闘だ。

「わかっておると思うが、殺すなよマリス。こんなところで死体を出すわけにはいかん」

　アイザスの言葉に、マリスは反応を示さなかった。

「……いい片かた刃は剣けんだな、マリス」

　俺はマリスの剣へと目を向けた。

　片刃剣、要するに刀だ。〈マジックワールド〉及びこの世界では、そう称されることが多い。

〈魔刀・水ミズ鴉ガラス〉……推奨装備レベルは【40】。細長く、美しい青みを帯びた刀身が特徴的だ。

　攻撃力の補正値が高く、剣聖の高ステータスから放たれるその一振りは、リーチと合わさって絶大な威力を発揮する。二度直撃を受ければ、重騎士の俺でも死にかねない。はっきり言って、彼女が雑に振り回しただけでもかなりの脅威になる。

「フフ、父様は、キミにプレゼントするために隠れて準備していたそうだね」

　マリスが口許を歪め、笑みを浮かべる。

「稽古は幼少以来だな。だが……正直、ここまでお前に嫌われていたとは思っていなかったよ」

　ゆらり、マリスの姿が揺れる。

　次の瞬間には彼女がすぐ目前へと現れていた。魔刀の刃が俺へと迫る。

　想定していた速さだ。だが、想像と違うのは、その刃の放つ圧迫感である。盾越しに受けても命を大きく削られる。

「〈パリィ〉！」

　マリスの一撃を剣で受け流し、自身の間合いへと踏み込んで刃を返す。

　だが、剣は掠かすりもしない。いや、俺が振りかぶったときには既に、こちらの攻撃が届かないところまで移動していた。

「少しは楽しめるみたいで安心したよ、エルマ。何せ、五体満足のキミとの最後のじゃれ合いだからねぇ」

〈パリィ〉で崩しても、こちらの刃が届かない。リーチと速さの差が開いているのはわかっていたが、ここまで掠りもしないとは思っていなかった。

　マリスが刃を振るう。俺は盾で防ぎつつ、受ける前から後退して衝撃を逃がした。

　リーチは脅威だが、刀身が長いため、小回りが利かず動き方が限られてくる。次の動きを予測さえできれば、ダメージを受けないように逃げ回ることはできる。

　しかし、まともな反撃に出られない。マリスが構えているところに近づけば、彼女の素早さから放たれる斬撃に対応できない。マリスが振り切った隙に接近しても攻撃が間に合わない。

「ねぇ、どうしたの？　ほらほら、ほらぁっ！」

　マリスが一方的に攻撃を仕掛けてくる。対応はできているが、まるで反撃の隙を摑つかめない。対応が甘くなった際に、衝撃を逃がし切れずに盾越しにダメージを稼がれていく。

「くだらん意地を張りおって……。マリスは遊んでいるではないか」

　アイザスの声が聞こえてくる。

　だが、今はこれでいい。この段階で必要なのは、マリスの動きを覚えることだ。

　ただ、知っておきたいのは、遊んでいるマリスの隙ではない。本気になった際のマリスの隙だ。

　俺は敢えて衝撃を逃がさず、正面からマリスの攻撃を盾で防ぐ。鈍い衝撃が盾越しに走る。
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クラス：重騎士

Ｌｖ　：41

ＨＰ　：61／１００

ＭＰ　：41／41






　……既に、四割削られたか。

　俺は素早く盾を下ろし、マリスへと剣を振りかぶる。

「甘いね……そんな動きで、間に合うわけがないのに」

　マリスは大きく背後へと跳び……直後、彼女の身体ががくんと傾いた。

　驚いたように、彼女は自身の足許を見る。

　重騎士のスキル……〈影踏み〉だ。盾で防いだとき、彼女の影を踏んでおいたのだ。距離を取って仕切り直そうとすれば、影に引っ張られて体勢を大きく崩すことになる。

　俺は隙を晒した彼女へと距離を詰める。





〈狂きょう鬼きの盾〉《推奨装備Lv：40》

【防御力：＋25】

【市場価値：三百万ゴルド】

　鬼の顔の彫られた、恐ろしい盾。

　盾を用いて相手の攻撃を防いだ場合、直後の同一の相手への攻撃に【攻撃力：＋８】を付与する。






〈狂鬼の盾〉の効果で、攻撃を防いだ直後には、攻撃力に補正が掛かっている。

「〈当て身斬り〉！」

　至近距離から、彼女の身体の芯を捉え、殴りつけるように剣を振るった。鈍い手応えがあった。

「ぐっ……！」

　重騎士は攻撃力が低い。だが、今の一撃は多少は効いたはずだ。余裕振っているマリスに脅しを掛けるくらいはできただろう。

　マリスはリーチを活かした大振りを放つ。当てるためというよりも、接近に対する牽けん制せいが目的のようだ。俺の追撃を恐れ、とにかく距離を取って立て直すつもりらしい。

　俺は素直に〈パリィ〉で受け流しつつ、〈影踏み〉を解除して背後へと退いた。

　マリスは打たれた自身の胸部を押さえながら、目を丸くしていた。自分が攻撃を受けたことに驚いているようだった。

「や、やった……！　エルマさんが、直撃を取った！」

「馬鹿な……有り得ん。剣聖と重騎士では、たとえ同レベル帯でもステータスに天と地程の差があるのだぞ……」

　アイザスが顔を青くしていた。

　実際、こんな小細工が通用するのは一度きりだ。〈影踏み〉で体勢を崩すのだって、マリスが俺をからかって、必要以上に背後へ跳んでいなければ上手く機能はしなかっただろう。





〈番狂わせ〉【称号】

　パーティーメンバー二名以下、推奨レベルの七割以下で〈夢の主マスター〉を討伐した証。

　レベル上の相手との戦闘時、攻撃力・素早さが【＋15％】される。






〈番狂わせ〉の速度補正がなければ、先の反撃も間に合わなかったはずだ。そこにマリスの油断と、スキルを用いた真剣勝負の実戦経験の差が味方して、ようやく一撃届いた形だ。

「本気で来い、マリス。どうせ今ので引き下がるつもりはないんだろう？」

　マリスが口の両端を吊り上げる。

「よかったよ、キミがキミのままで。ああ、そうでないと、意味がないんだから。悪いことをしたね、この時間がすぐに終わってしまうんじゃないかと不安だったんだよ」

　マリスが構えを変える。

「見せてあげるよ、剣聖のスキルをね」

　マリスを乗せることに成功した。ここからが本当の勝負だ。




６




「キミ相手に使う必要はないんだけれど……ボクに一撃入れたことに敬意を表してね」

　マリスの身体に、金色のマナの輝きが走る。

「〈金こん剛ごう連れん撃げき〉！」

　マリスの速度が更に上がった。

〈金剛連撃〉……マナで瞬間的に肉体を活性化させ、神速の連撃を放つスキルだ。剣聖が初期に覚える、このクラスの代名詞ともいえる攻撃スキルである。マリスが持っていることもわかっていた。

　ひと振り目を剣で弾き、二振り目を身体を反らして避ける。恐ろしい速度ではあるが、剣技が追い付いていない。動きが単調になっている。

〈マジックワールド〉では、相手が対応できないことに期待してプレイヤー戦を〈金剛連撃〉頼りで戦う剣聖も多かった。〈金剛連撃〉の対応には自信がある。

　三振り目を盾で受けながら、背後に退いて衝撃を逃がす。

　よし、初見で凌しのぎきれた……。発動時に大きく距離を取れば、〈金剛連撃〉をやり過ごすこと自体は難しくなさそうだ。

「もう一発！」

　マリスが刀を振り切った不安定な体勢から、強引に追加の一撃をお見舞いしてきた。盾越しに重い衝撃が走る。

「ぐっ……」

〈金剛連撃〉は、マナで肉体を強化した一瞬の内に連撃を放つスキルだ。故に何連撃を放つかはスキルの使用者次第である。

　三連撃かと思ったが、マリスは無理な体勢で最後の攻撃を放つことで四連撃まで持っていくことに成功していた。しかし、そのために体勢は崩れていた。

　四連撃後の隙を突かれることを恐れてか、マリスは地面を蹴って俺から素早く距離を取った。〈影踏み〉警戒のためか、動きは最小限のものになっていた。

「ふむ……これでも守りに徹されると崩しきれない、か。それでも、ジリ貧みたいだね。もう終わらせようか」

「マリス、お前のそのスキルを見ておきたかったんだ。今の段階のうちにな。余裕がない状態で、初見の〈金剛連撃〉に対応することになるのは避けたかった」

「……何を言っているんだい？　ボクがハッタリなんかで臆すると……」

　俺はこの戦いで三つの課題があった。

　一つ目はマリスの〈金剛連撃〉を確かめておくこと。

　二つ目はマリスの決定的な隙を見つけておくこと。

　三つ目は、他の二つを熟こなしながら自分のＨＰを調整することだ。





【エルマ・エドヴァン】

クラス：重騎士

Ｌｖ　：41

ＨＰ　：38／１００

ＭＰ　：41／41






　もっと正確にいえば、自分のＨＰを四割以下にすることだ。そのために戦闘前にマリスの武器である〈魔刀・水ミズ鴉ガラス〉の性能を記憶から掘り出し、現在のマリスのレベルに乗せて計算し、自分の受けたダメージから概算して推定と一致するかどうかを確かめながら戦っていた。

　これでようやく、〈燻り狂う牙〉にスキルポイントを割り振ることができる。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：６］

〈重鎧の誓い［34／１００］〉

〈初級剣術［５／50］〉

〈燻り狂う牙［０／70］〉






　ここから【５】ポイント……〈燻り狂う牙〉に割り振る。





【スキルツリー】

［残りスキルポイント：１］

〈重鎧の誓い［34／１００］〉

〈初級剣術［５／50］〉

〈燻り狂う牙［５／70］〉【＋５】






　ルーチェが間に合わせてくれ……俺が冷静に戦えるように、ルーチェが鼓舞してくれた。伯爵相手に口を挟むのはきっと怖かったことだろう。しかし、だからこそ摑めた勝利だ。

【〈燻り狂う牙〉が［５／70］になったため、特性スキル〈死線の暴竜〉を取得しました。】





〈死線の暴竜〉【特性スキル】

　残りＨＰが20％以下の場合、攻撃力・素早さを【１００％】上昇させる。






「マリス……この戦い、俺達の勝ちだ」

〈死線の暴竜〉……ＨＰが限界に近いときに限り、攻撃力・素早さを倍増させるスキルだ。強力なスキルだが、〈マジックワールド〉はデスペナルティのレベルダウンが大きいため、あくまでも一発逆転が好きなエンジョイ勢のみが使うスキルであった。

　発動を狙っても、一つ手違いがあれば〈死線の暴竜〉の効果発動前に殺されてしまう。そもそも強敵相手には一撃で半分近いＨＰが削られてしまうため、発動させること自体が難しい。また、魔法力は上昇しないため、ＨＰがない状態で近接戦で戦わなければならないのもネックとなる。

　だが、この弱点を綺麗に克服するスキルが重騎士には存在する。

「〈ライフシールド〉！」

　俺は剣を突き上げながら叫んだ。俺の生命力が実体化し……光の壁となって全身を包んでいく。

「〈ライフシールド〉……？　この状況で、だと？　ただ、ＭＰを捨てるようなものだ。自棄になったか！」

　アイザスの声が聞こえてくる。





〈ライフシールド〉【通常スキル】

　ＨＰを最大値の【20％】支払って発動する。

　支払ったＨＰと同じ耐久値を持つシールドで全身を覆う。






　確かに〈ライフシールド〉は、使うなら様子見の序盤に使うべきだと思うのは正しい。特にマリスの攻撃は〈ライフシールド〉で受けても〈狂鬼の盾〉で受けても、結果的に失うＨＰの量にほとんど差がない。

　アイザスからしてみれば、ＭＰをただ無駄にする行為に映ったことだろう。

　だが、当然ながら、そういうわけではない。この〈ライフシールド〉があれば、安全に凶悪な効果を有する〈死線の暴竜〉を発動させることができるのだ。

　ＨＰが40％以下になった時点で〈ライフシールド〉を使えば、安定して〈死線の暴竜〉を発動させられるばかりか、強力な盾を持ち越すことができる。

　発動が不安定であり、かつ一撃死のリスクを背負うことと引き換えに膨大なステータスを得る〈死線の暴竜〉の効果を、根底から覆す凶悪なコンボである。

　身体に力を入れると、赤いマナの輝きが漏れ出してきた。〈ライフシールド〉によって〈死線の暴竜〉の発動条件が満たされた証だ。

「一気に終わらせるぞ、マリス」

「何かスキルを発動したみたいだけど、それでボクに対抗できると……」

　俺は地面を蹴り、一気にマリスへと迫って剣を振るった。

　マリスが慌てて刀で防ぐ。刃が競り合う。

「う、噓うそ……今の速度も……力も、剣聖であるこのボクに迫っている……！　どうして、こんなことが……！」

　剣聖は特別、攻撃力と素早さが高い。そして重騎士はその二つが低い。

　結果、近接戦において重要なこのステータスは、通常時において倍程度の差が開いている。だが、〈死線の暴竜〉と〈番狂わせ〉の効果で、俺の攻撃力・素早さは【１１５％】上昇している。ステータスの不利はもう覆った。

「フ、フフ、本当にキミは面白いねぇ、エルマ。どこまでもボクを楽しませてくれる。でも……分不相応な力は、結局どこかで欠点を背負っていて、それが元で崩れるものなんだよ。キミはもう、限界が近いんじゃないのかい？　すぐに順当に沈めてあげるよ」

　剣と刀がぶつかり、幾度も金属音を鳴らす。

「〈蠟ろう翼よくの天使〉の話は知っているかい？　ボクは昔から、あのお話が気に入っていてね」

〈蠟翼の天使〉はこの世界の寓ぐう話わである。生まれつき翼がなく地上に落とされた天使が、故郷を夢見て蠟で翼を作って空へと羽ばたくが、太陽の熱で翼が溶けて落ちて死んでしまった……という話だ。

「分不相応に足あ搔がいた人間が、それ故に順当に潰れるのを見るのが、ボクは大好きなんだよ。特にそれが、憧れだったキミであったら格別だ。キミがここまで強くなってくれていたこと……本当に嬉しく思うよ。ありがとう、エルマ。キミが何かを得る度に、ボクにそれを摘む悦びが生まれるんだ。キミがエドヴァン伯爵家に頼らず、苦労して手に入れたその力……失ったときには、どんな顔を見せてくれるんだろうねぇ」

「悪いが、そうはならない」

　俺は〈パリィ〉でマリスの刀を弾き、彼女の隙を作って斬り掛かる。寸前のところでマリスは刀を戻して受け止める。

「フフ、危ない危ない……。でもね、キミのその愛用してるスキルも……結局はボクの持っているスキルの下位互換なんだよ」

　再度斬り掛かった俺の剣へと、マリスが刀を合わせようとする。

「〈流れ水〉……！」

　剣聖の専用スキルツリーで取得できる剣技のスキルだ。刃を利用してマナの流れを造り出し、水流に乗せるかのように敵の剣を自然に受け流す。ＭＰは消費するが、その効果は〈パリィ〉のほぼ上位互換に当たる。

　俺はタイミングをズラし、マリスの〈流れ水〉を避け、彼女の身体を狙う。マリスは地面を蹴って飛び退き、寸前のところで躱かわした。

「どうして……ステータスは互角のはずなのに、ボクが防戦一方に……！」

「ステータス差が開いている状態で、お前は俺を追い詰め切れなかったんだ。条件が整えば、こうなるのは当たり前だろう」

　マリスの表情が強張った。だが、すぐに口許を歪め、笑みを作った。

「だったら……これはどうかな！　〈金剛連撃〉！」

　マリスの身体が、金色のマナを纏う。マナの肉体活性により速度を引き上げた彼女が、刀を構えて飛び掛かってくる。

　確かに〈金剛連撃〉時の動きは、今の俺よりなお速い。先に使われた際も、ダメージを受けながら凌ぐのが精一杯だった。今の状態でも安定して対処できるのかは怪しい。

「普通の斬り合いで届かないなら十回でも……いや、百回でも〈金剛連撃〉をお見舞いしてやる！　いずれキミは、防ぎ損ねることになる！」

　俺は背後へ跳びながら、ひと振り目、二振り目を剣の刃で弾いて防ぐ。大きく振りかぶった三振り目が俺へと放たれる。俺はそれを背後へ退いて回避する。

　マリスは空振りで体勢がやや崩れたが、その不格好な体勢のまま、俺目掛けて四振り目を放ってきた。

「マリス、お前の〈金剛連撃〉には大きな隙がある」

　それはマリスが、強引に〈金剛連撃〉の四振り目を放つことである。

〈金剛連撃〉はほんの一瞬の間、爆発的に身体能力を引き上げるスキルだ。その刹那の間に何度の剣撃を放てるかは、本人のステータスと技量次第になる。

　マリスの実力では、せいぜい三振りで留めておくべきだった。三振り目と、強引に繰り出す四振り目の間……マリスはこの際、ほんのわずかな時間だけ無防備になる。ステータスで追い付いた今では、この時間は致命的な隙になる。

　四振り目を下ろした後では遅い。素早く逃げに転じる彼女を追って攻撃を仕掛けても、その際にはもう体勢を立て直されているだろう。

　俺はマリスの刀を、力の限り真横へ弾いた。彼女の手から刀が離れる。

　マリスは目を大きく見開く。歯を食い縛り、即座に拳を固めて俺へと距離を詰めてきた。

　武器を失って尚、か細い勝ち筋を拾いに来ている。その執念は流石という他ない。

「剣聖はＨＰはまずまずなんだが、防御力がかなり低くてな。手数が多いクラスや魔物……そして、一部の特殊な計算式のスキルが弱点になり得る」

　俺は〈狂鬼の盾〉を突き出し、マリスの身体を弾き飛ばした。

「〈シールドバッシュ〉！」

〈シールドバッシュ〉は【防御力＋攻撃力／２】の値で競い合い、こちらが上回っていれば、その数値だけ勢いよく相手を突き飛ばすことができる。

　剣聖は元々防御力が低い上に、今の俺は攻撃力が倍増している。

「がはっ！」
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　勢いよく壁端まで軽々とマリスの身体が吹き飛んだ。大きな音を鳴らし、壁に背を打ち付ける。その際の衝撃で、ギルド全体が大きく揺れた。

　マリスの身体が痙けい攣れんし、がくんと首が倒れて動かなくなった。

　死んだわけではない。壁までの距離が開いていたため、致死ダメージには至らなかったはずだ。ただそれでも、打撃系の大ダメージを受けて一気にＨＰを失ったため、気絶したようだ。

　俺は鞘さやへと剣を戻した。力むのを止め、自然体になる。

〈死線の暴竜〉の赤いマナが止まった。同時に俺は〈ライフシールド〉を解除する。

　結局、こっちは使わずに済んだ。いわゆる保険なので使わずに済むのが理想なのだが、終わってみれば余力を残す形での決着となった。

「勝った……エルマさんが勝った！　勝ったぁ！」

　感極まったらしいルーチェが、俺へと抱き着いてきた。

「お、おい、どうしたルーチェ？」

「よかったぁ……本当に、よかった……。アタシ、エルマさんが自信ありげだったから……きっと大丈夫なんだ、信じようって思ってたんですけど……相手の子、すっごい怖くて……エルマさんを殺す勢いで来てて……すっごい不安で……！　でも、でも、本当にエルマさんが勝ってよかったです……！」

　ルーチェの瞳には、涙が溜たまっていた。

「大丈夫だ。奴と戦えるだけのピースは既に揃っていると、そう言っていただろう」

　事前に想定していた通りの試合運びにできたため、比較的安全な戦いであったといえる。〈死線の暴竜〉発動前にマリスの切り札である〈金剛連撃〉を確認し、かつ彼女の決定的な隙を探っておくことができた。

　確かにマリスは俺を殺しかねない勢いで来ていたが、エンブリオ戦の方がずっと危なかったくらいだ。

「そんな、馬鹿な……。マリスが、剣聖が……重騎士に敗れたというのか？　一撃入れただけでも異様であったのに、対等に戦った挙げ句に、打ち倒すなど……こんなこと、起こるはずがない……」

　アイザスが力なくその場に膝を突いた。呆ぼう然ぜんと、気を失ったマリスを見つめている。




７




「アイザス伯爵、これで認めてもらえるな？」

　さすがに文句の付けようがないはずだ。正面から戦い、武器を弾き、相手を昏こん倒とうさせたのだ。これでもまだ言い掛かりを付けられてはたまらない。

「……このギルドに、不正はなかったらしい。確かに……〈夢の主マスター〉を討伐できるだけの実力はあったようだ」

　アイザスは重い口を開いた。

　散々冒険者ギルドと俺に言い掛かりを付けていたため、撤回するのは気が重いのだろう。元より自尊心の強いアイザスのことだ。酷く苦しげな表情を浮かべていた。

　せめてマリスが勝てばまだ格好はつくと考えていたのかもしれないが、彼女が戦闘不能の状態であることは火を見るよりも明らかであった。

　何はともあれ、これで引き下がってくれそうな様子であった。引っ込みが付かなくなったアイザスが往生際悪くまた言い掛かりを付けてくるのではないかと身構えてもいたのだが、さすがにその心配は不要だったようだ。

　元々、アイザスは俺に敵意があったわけではない。あくまでも『伯爵家の名を持ち出していた』と判断するための尋問が目的だったのだ。マリスとは違い、最初からこの模擬戦自体に乗り気ではなかったようだった。

　追い出した自分の息子とギルド職員の前で赤っ恥を搔かく形になったとはいえ、さすがにこれ以上騒いで恥の上塗りをするつもりはないらしい。

　アイザスはマリスの刀を拾い、気を失っている彼女を背負った。

　その後、アイザスは強張った表情で俺を睨み付ける。

　何か物言いたげに口を数度動かした後、ぐっと嚙かみ締め、俺へと背を向けようとした。

「父様」

　俺はアイザスを呼んだ。アイザスが足を止め、俺を振り返る。

「……十五年間、育てていただきありがとうございました。あの日は気が動転しており、別れの言葉もロクに口にできなかったので。母様にもそうお伝えください」

　俺は頭を下げた。

　アイザスは目を見開き、じっと俺を見つめていた。数秒間沈黙した後、彼は再び俺へと背を向けて歩き始めた。

　返事はなかったが、これでいい。元々期待していたわけではない。ただ、自分の中でケリを付けておきたかっただけだ。

「あ、あのっ、待ってください、アイザス伯爵様！」

　ルーチェが声を上げた。

　俺はルーチェの声に驚いた。

　アイザスは傲慢で冷酷で、プライドが高く、気も長い方ではない。大人しく去ってくれているのだから、下手に声を掛けて呼び止めるべきではない。

「過去に何があったのかはアタシはわかりませんけれど……エルマさんに、謝ってください！　一方的に言い掛かりを付けて、理不尽な要求を押し付けて……それで自分が間違っていたってわかったら、黙ってそのまま立ち去るんですか？　どうして『ごめんなさい』の、たった一言も言えないんですか？」

　アイザスの顔が険しくなる。

　アイザスは親族であろうが、自分に口答えする者は一切許さなかった。俺だって、些さ細さいなことで厳罰を受けた記憶は一度や二度ではない。

　そしてアイザスは、平民に一方的に説教をされて聞き入れる程寛容ではない。身分や立場の違いに厳格な性分なのだ。

「ルーチェ、いいんだ。それ以上は……」

「赤の他人ならまだしも……だって、伯爵様は、エルマさんの実の父親じゃないですか。いくらなんでも……そんなの、寂しすぎます。あなたを見ていると、エルマさんが、あまりに不憫です……」

　ルーチェが肩を落とし、消え入りそうな声でそう漏らした。

　……ルーチェは、アイザスに腹が立っていたというわけではないらしい。ただ、俺とアイザスの関係があまりに寂しいものに思えて、悲しかったようだ。

　アイザスはほんの少しの間だけ黙っていたが、すぐにルーチェへと背を向け、再びギルドの出口へと向かっていった。

「おい、小娘」

　アイザスは扉に手を掛けたとき、動きを止め、俺達に背を向けたままそう口にした。

　ルーチェは顔を青くし、びくりと肩を震わせた。貴族相手に言い過ぎたという自覚はあったようだ。

　俺も万が一に備え、咄とっ嗟さにルーチェを庇かばうように彼女の前に立った。

「……エルマを、よろしく頼んだ」

　絞り出すように、アイザスはそう口にした。

　アイザスから、俺を気遣うような言葉が出てきたのが意外だった。俺は呆あっ気けに取られ、彼の背を見つめていた。

　あくまでもルーチェにそう伝えたのは、俺へと直接口にするのは、アイザスの立場と自尊心が許さなかったのかもしれない。

　アイザスはその言葉を最後にギルドを出ていった。
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　翌日、宿屋で休憩してしっかりと身体を休めた俺とルーチェは、この都市ロンダルムを去ることにした。

　都市ロンダルムは駆け出し冒険者として活動するのに手頃な地ではあったのだが、エドヴァン伯爵家と因縁があることを思えば、もっと早くに出ていくべきだったのかもしれない。もっともそれも、今となってはそう焦る必要もないのかもしれないが。

　ただ、どちらにせよ、この周辺に出現する〈夢の穴ダンジョン〉はそこまでレベルが高くない傾向にある。今後冒険者として活動していくためには、どうせ遅かれ早かれここを出ていくことになっていただろう。

「しかし、よかったのか？　ルーチェも巻き込んでしまって。ルーチェがロンダルムに残りたかったのなら、もう少しここに滞在していても構わなかったんだが……」

　ルーチェには〈燻り狂う牙〉の〈技能の書スキルブック〉分の莫大な借りがある。さすがにあれを返さないまま立ち去るわけにはいかないので、彼女が都市ロンダルムから離れられないというのであれば、ここにもうしばらく残るつもりであった。

「もちろん構いませんよぉっ！　お義と父う様から、エルマさんのことを任されましたからっ！」

　ルーチェはぐっとガッツポーズを作ってそう宣言した。

「お義父様……？」

「でも……結局あの人、最後まで謝りませんでしたね。あの女の子が負けたと思ったら、エルマさんとまともに話し合いもせずにさっさと逃げてしまいましたし」

「気軽に謝罪ができるような立場でもないからな……。人払いはしていたし、ギルド職員も触れ回るような怖いもの知らずはいないだろうが……それでも、面子を潰しただのと騒がれて、余計話が拗こじれなかっただけでもありがたい」

「う、う～ん……。エルマさんが納得してるなら、アタシはいいんですけどねぇ……」

　そう言いながらも、ルーチェは納得していない様子であった。俺は彼女の様子に、思わず苦笑した。

「貴族は舐められたら終わりだ。そういう意味では、頭を下げないのが仕事のようなものだからな」

　アイザスの性格は知っていたので、別に彼からの謝罪が一言もなかったことについては意外でもなんでもなかった。

　むしろ、ルーチェに『よろしく頼む』だのと口にしたのが驚きだった。

　どの面を下げて……とは思うが、アイザスなりの、せいいっぱいの俺への謝罪のようなものだったのかもしれない。アイザスは俺を追い出すときも、装備を整えられるだけの金銭は渡してくれたし、俺が不正を行っていたかどうかの話し合いが拗れたときにも、命にかかわり得る模擬戦については明らかに不服な様子だった。

　俺が乗らなければ、アイザスがマリスの提案を握り潰していただろう。アイザスなりに……貴族としてではなく、父親として、俺の身を案じてくれていたのかもしれない。

「頭を下げないのが仕事……ですか。それはそれで大変なんでしょうけど、アタシは好きにはなれませんね。……エルマさんは、そうならないでくださいね？　何かあったら、アタシが一緒にごめんなさいしてあげますから、ね？」

「……俺はならないというか、なれなくなったんだが」

　俺は小さく咳せき払ばらいした。何せ次期当主から一転、家名を奪われて放逐された身である。

「わっ、わわわっ！　ごめんなさい、ごめんなさい！　別にその、アタシ、嫌味みたいなつもりで口にしたわけじゃなくって！　えっと、その……！」

「あ、ああ、いや、別に気にしてるわけじゃないんだ。あの家を出てよかった……なんて安易に断言すれば、それはただの強がりになってしまうかもしれないが……ただ、今の方が俺に合っているのは間違いない」

　俺の中には、前世の記憶と価値観が混ざっている。貴族の風習や考え方の中には、必要性こそ理解できるが、納得のできないものがいくつもある。

　俺が重騎士クラスのせいで家の恥として追い出されたこともそうだが、他にもレベル上げのために罪人を用いる〈命移し〉や、貧しい者を兵として雇って危険なスキルツリーを押し付けて使い捨てるような風習もある。きっといつか堪えられなくなっていただろう。

　そうでなくても、自分が貴族の風習に染まり切っていたらと考えれば、それはそれでぞっとする話だ。

　何はともあれ、アイザスはあの様子であれば、今後俺に何かを仕掛けてくるようなことはないだろう。ただ、問題なのはマリスの方だが……。

「……昔は、あんな奴じゃなかったんだがな」

　アイザスが俺とマリスが会うのを妙に嫌がっていたため、知っているのは幼少の頃の様子ばかりなのだが、変わった子ではあったが、誰かを貶おとしめるような真似は絶対にしなかったはずだ。それともただ、俺が気が付けなかっただけだったというのか。

「どうしたんです、エルマさん？」

「ああ、いや、何でもない」

　俺は首を左右に軽く振って誤魔化した。

　何にせよ、これでエドヴァン伯爵家との決着が俺の中ではついた。今までは気にしていないと言いつつ心のどこかで常に引っ掛かっていたが……アイザスに別れの言葉を告げ、アイザスからもまた遠回しであるが応援の言葉をもらい、ようやくこれで心置きなく前に進めるようになった。

　ルーチェが最後にアイザスへ食い下がってくれなければ、きっとこんな晴れやかな気持ちにはなれなかっただろう。

「何にせよ……ようやくレベルが初心者を抜けたところまで来て、まともな活動ができるようになったんだ。今後はもっとしっかりとレベル上げと、高額なアイテムドロップが狙えるようになる」

　俺は掌に拳を打ち付け、そう口にした。

「ええ、これでようやくまともなレベル上げと、高額アイテムドロップが……」

　ルーチェは笑顔でそこまで口にした後、目を剝いた。

「〈天使の玩具箱〉はしっかりしたレベル上げの範はん疇ちゅうに入らないですかぁっ!?」

　俺はルーチェの大声に驚き、肩を震わせた。

「ど、どうしたんだ、ルーチェ？　急に声を荒らげて……」

「いえ、だ、だって、お、おかしいじゃないですか！　レベルだってあんなに上げて……お金だって、七千万ゴルド近く稼いでいたのに！」

　おかしい……と言われても困る。俺としては、ようやくチュートリアルが終わったくらいの感覚なのだ。

　何せ、まだ俺もルーチェも【Lv：40】台に乗ったばかりのＤ級冒険者であるし、装備も初期からほとんど変わっていない。ようやく基本的なスキルが集まってきたところだ。

　俺の〈燻り狂う牙〉もまだまだ本領を発揮できていないものの、ようやくマシな攻撃手段を確保できた。

　現状では〈死線の暴竜〉を発動して、ようやく〈シールドバッシュ〉で大ダメージを狙える以外は剣聖の劣化状態なのだが、かなり〈夢の穴ダンジョン〉攻略はやりやすくなった。今後レベルが上がってスキルポイントに余裕ができれば、〈マジックワールド〉のバランスブレイカーと呼ばれた重騎士の本領をようやく発揮していけるようになる。

「ここからがようやく最低限の下準備が終わって、面白くなってきたところだ。まずは装備からだが、今後はこれまでとは比にならないくらい大幅なレベル上げや、高額アイテムのドロップを狙って行動していける」

　この段階で〈燻り狂う牙〉が手に入ったのは本当に大きかった。これがなければ、今後の活動は大きく遅れていただろう。

「だ、大丈夫でしょうか、アタシ。エルマさんについていけますかね……」

　ルーチェが不安そうに頭を抱える。

「改めて……これからもよろしく頼む、ルーチェ」

　俺は笑いながら彼女へと手を伸ばす。ルーチェは覚悟を決めたようにぐっと口を引き締め、俺の手を取った。

「はっ、はいっ！　エルマさん！」
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『重騎士と忍少女とキャラビルド』
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　俺は都市ロンダルムの武器屋を巡っていた。あまり予算はないが、頻繁に商品が入れ替わるため見ているだけで楽しい。流通している武器は〈マジックワールド〉の世界より品しな揃ぞろえが悪く、レベルが低いのも少し残念ではあるが……ラインナップの違いなんかで、この世界の事情を薄っすらと推測できるのも面白い。

　意外な武器の評価が高くなっていたり……逆に〈マジックワールド〉の世界では評価が高かったアイテムが安値で売られていたりする。

「しかし……なんというか、地味な品揃えなんだよな。もっと掘り出し物チックなレアアイテムが見たいんだが」

「店主の前で言うことですかね、それは……」

　片眼鏡の老人が、苦笑しながらそう零す。彼はこの武器屋、〈ブラウニーの短剣〉の店主である。どこぞの強欲婆さんの〈破れた魔導書堂〉とは違い、清廉潔白な店である。

「ここは値段設定も良心的だし実用的なものを揃えてくれてるのもありがたいんだが……もっと法外な値段でいいから、明らかに剝ぎ屋から買っただろみたいな、そういう怪しいアイテムが見たいんだよな」

　剝ぎ屋というのは〈夢の穴ダンジョン〉に潜った冒険者の遺品を回収して売り捌さばく人間のことである。非合法ではあるが、各都市からは半ば容認されている。わざわざ剝ぎ屋を探し出してまで捕まえようとしている衛兵もいないだろう。

「ウチはそういうことはしないんですよ……。疑わしいアイテムは最初から買取を拒否しています。お客さんもあんまり堂々とその手の店をうろついていると、衛兵に取っ捕まって、エドヴァン伯爵家への点数稼ぎのために牢ろうにぶち込まれるかもしれませんよ」

　……俺は家を追い出された際に、家名に泥を塗るような真似だけはするなと言われている。厳格で融通の利かない父アイザスのことだ。俺がみみっちい罪で投獄されていると知れば、顔を真っ赤にしてその場で剣を抜くかもしれない。

「そいつは確かに困るな……」

「ええ、そうでしょう？　冒険者として興味があるのはわかりますが、お控えになった方がいい」

　俺の言葉に店主が頷うなずく。恐らく店主と俺では、危惧している内容がちょっと違うのだが……。

　俺はちらりと、壁に掛かった時計を確認する。

「ルーチェとの待ち合わせ時間まで半刻か……」

　この後、冒険者ギルドにてルーチェと次の〈夢の穴ダンジョン〉の選定をする約束になっていた。

　ついに念願だった〈燻くすぶり狂う牙〉のスキルツリーが手に入ったのだ。是非このスキルツリーを活かして、一気にレベル上の魔物を狩っていきたいところだ。

　そのためには、俺達のクラスと今のキャラビルドに合った、効率的に経験値を上げられる〈夢の穴ダンジョン〉をまず選定しなければならない。

「一通り見て回ったし、ちょっと早いが冒険者ギルドに向かっておくか」

　俺がそう呟つぶやいたそのときであった。

「そこの重騎士の御仁、もしや噂うわさのエルマ殿では？」

　突然声を掛けられた。素早く振り返るが姿はない。

「こっちでござるよ」

　頭上より声がする。顔を上げれば、天井に足を付けてぶら下がる、少女の姿があった。

　丈の短い暗色の着物に、黒のショートパンツを合わせている。やや色素の薄いクリーム色の髪が、重力に従ってだらりと垂れていた。

　腰の帯に、短刀や暗器が挟まれていた。

「……風ふう魔ま」

　要するに忍者である。〈マジックワールド〉では風魔という名称のクラスになっている。

　盗賊やアサシンのクラスに近く、偵察や不意打ちに長け、遠距離・近距離の両対応である。やや器用貧乏寄りではあるが、扱いやすく、それなりに火力も出せる。〈マジックワールド〉では、マイナークラスではあるが、一部の層からコアな人気のあるクラスだった。

　天井に張り付いているのも、風魔の〈闇歩き〉というスキルだ。速度を上げ、重力を無視した動きができ、気配も薄くすることができる。

「噂に違わぬ博識でござるな、エルマ殿。風魔はあまり知られていないクラスであるというのに、一目でそれを見極めるとは」

　天井を蹴り、風魔の少女が地面へと降り立った。

「あまり人のお店でスキルは使わないでいただけますか……？」

　店主が困ったように口にする。

「心配は無用である店主殿。これは他者へ危害を加える類のものではない」

「天井に張り付いて隠れられるのは充分迷惑なのですが」

　店主はごもっともな言葉を風魔の少女へと返す。

「私はカメリアと申す。エルマ殿の噂を聞き、是非お会いしたいと……こうしてよく出没すると噂の武器屋で張らせてもらったのでござる。ほぼ毎日、気に入った店のアイテム確認は欠かさないと聞いていた」

「お客様、いつからいらっしゃったのですか……？」

　店主はドン引きしている様子であった。俺も同感である。

　確かに冒険者ギルドに向かわない日はあっても、武器屋巡りを一切行わない日はなかったかもしれない。

　ただ、そんな細かい俺の習性が知れ渡っているものなのだろうか。

　もしや、エドヴァン伯爵家絡みなのではないだろうか。実は貴族の生まれである……という話が広まっているのならば、内情を知りたがった噂好きから好奇の目を向けられ、細かい行動が監視されていてもおかしくはない。

　そして、本当にそうであれば、俺としてはあまり好ましい事態ではない。父アイザスが、家の体面が傷つくことを恐れて、何かしらの手を打ってくることも考えられる。

「カメリア……と言ったな？　どこでどう、俺のことが噂になっている？　知らないところであることないこと騒がれてるのは好きではないな」

　俺はカメリアを睨にらんだ。

「いやはや『ドラゴンは足許が疎か』とはこのことでござるな。冒険者の多い酒場へ行けば、半刻に一度はエルマ殿の噂を耳にするでしょう」

　カメリアはペラペラと愛想よく喋しゃべる。

　……やはり、エドヴァン伯爵家のことが明るみに出たようだ。いったいどこから漏れたというのか。

「防御型クラスの身で大規模依頼レイドクエストでワイトを大量に爆散させただとか……挙げ句の果てには、付き添いだったギルド付きの冒険者が圧倒された、進化個体の魔物を討伐しただとか！」

「ああ、そっちか……」

　違った、実績の方が噂になっているだけだった。ひとまず実家のことは明るみには出ていないようだ。俺は安あん堵どの息を吐いた。

「一度の探索で七千万ゴルド近く稼いだだとか……！　はたまたＦ級冒険者として登録してから、数日の間に【Lv：50】の〈夢の主マスター〉を討伐して、異例の速さでＤ級冒険者へと昇級しただとか！　とんでもない新人が現れたらしいと、この都市ロンダルム中の冒険者の注目の的でござるよ！」

　カメリアは鼻息を荒くして、熱心にそう語る。

「そ、そうか、それはどうも……」

　……さすがに悪目立ちしているのではないだろうか？　あまり大金を持っていると思われても、厄介な冒険者に絡まれたり、よからぬ問題に巻き込まれる火種になるかもしれない。多少身の振り方は考え直した方がよさそうだ。

「いや、本当にエルマ殿にはお会いしたいと、このカメリア、そう考えていたのです！」

　カメリアは手をワキワキさせながら俺へと距離を詰めてくる。……既に厄介な冒険者に絡まれていた。どうやら手遅れだったようだ。

「そ、それはよかったな。……じゃあ俺は、この後、人と会う予定があるから。悪いな、店主さん、冷やかしだけで」

　俺はそう言って、カメリアの横を抜けてさっと店を出ようとした。

「ちょ、ちょっと、お待ちくだされエルマ殿！　実はお願いしたいことがあるのでござる！　エルマ殿の噂を聞き、私が仕えるべき相手はこの方以外にないと確信を持ったでござる！　どうか私をお供に……！」

「……悪いが他を当たってくれ」

　俺はそう言って、足を速めた。

　パーティーメンバー選びは難しい。性格面が合っていなければまず話にならないが、最終的な目標や意識がズレていれば長く組むことはできない。無論、クラスの相性のこともあるし、互いのクラスへの理解度も問題になってくる。

　重騎士は〈燻り狂う牙〉のスキルツリーの力で、超火力特化の近接クラス切スりイ換ッえチができる。ここにドロップ強化とテクニカルな立ち回りができる道化師のルーチェがいれば、正直固定メンバーとしては完成しているのだ。

　後は向かう先の〈夢の穴ダンジョン〉に適した三人目、四人目をその場限りで雇うことはあっても、不用意に固定面子を増やす理由はない。下手にメンバーを増やせば経験値とドロップアイテムを分配することになるだけであり、むしろ効率を悪くする結果になるだろう。

「ちょ、ちょっと、話だけでも……！　二時間張り込んだのでござる！　絶対に逃がさないでござるよ！」

　カメリアががしっと、俺の鎧よろいを摑つかむ。

　俺は〈パリィ〉の応用で、手でカメリアの腕を綺き麗れいに絡めて弾き、振り解いた。

「あぐっ……！」

　そのまま俺は足早にその場を去った。

　カメリアとやらには悪いが、どうにも彼女からは厄介者の匂いしかしない。とっととルーチェとの待ち合わせの冒険者ギルドまで向かうことにしよう。




２




　冒険者ギルドでは、既にルーチェが待ち合い用の椅子に座っていた。中に入るなり、早速彼女と目が合った。

「あっエルマさん！」

　俺の顔を見るなり、ルーチェはぱぁっと表情を輝かせ、俺へと駆け寄って来る。

「先に来ていたか。すまないな、ルーチェ」

「いえいえエルマさん、今来たところですよぉ！　それにアタシ、エルマさんにだったら何時間待たされても構いませんもん！　えへへ……アタシ、エルマさんと二人っきりでまた冒険するのが楽しみで、その、待っている間も凄く幸せで……！」

　そこまで話したところで、ルーチェの表情が一気に曇った。

「……エルマさん、あの、その背後の子はどちらさんですか？」

　恐る恐る振り返ると、今の今まで気付かなかったのがおかしいくらい至近距離に、べったりとカメリアが張り付いていた。

「うぉっと！」

　俺は跳び退く。

「私を甘く見ましたな、エルマ殿！　風魔は斥せっ候こうに長けたクラス……気配を消し、影に沈み、対象を追い掛け回すことなど造作もないのでござる」

　カメリアが何故か得意げに鼻息を漏らす。まるで困難な仕事をやり遂げたかのような誇らしげな様子であるが、やっていることはただの傍迷惑なストーカーである。

「しかしエルマ殿も案外温いでござるな。スキルで追跡されていることに気が付かないとは。フフン、しかし、これで私の実力には納得していただけたのでは？」

「街中でそんなことしてくる馬鹿はいないから警戒してないんだよ！　衛兵に突き出してやろうか！」

「エ……エルマさん、ど、どういうことですか？　もも、もしかして、その……アタシとパーティー組むの解消して、次からその子と組むつもりですか？　ち、違いますよね？」

　ルーチェが必死に俺の肩を摑み、身体を揺さぶって来る。

「だだ、だって……〈燻り狂う牙〉の〈技能の書スキルブック〉の五千万ゴルドのこともありますし……！　い、いえ、お金でエルマさんを縛り付けようとしているわけではないんですけど、で、でも、でも、エルマさんも、アタシのスキル、役に立つって言ってくれてましたし……！　ち、違うんですよね？　そういうわけじゃないんですよね？」

　ルーチェが不安そうに俺へと尋ねる。

「全く違う。聞いてくれルーチェ、こいつは外から一方的について来ているだけで俺も心底迷惑していて……」

「うむ、実は今後エルマ殿は私とパーティーを組むことになったのでござる」

　カメリアは俺の言葉を遮り、ルーチェの言葉を肯定した。

　ルーチェの身体から力が抜け、だらりとその場に崩れ落ちそうになる。俺は慌てて彼女の身体を支えた。ショックのあまりか気を失っている。

「ル、ルーチェ、しっかりしろ、ルーチェ！　カメリア、頼むからお前はもう余計なことを言わないでくれ！」




　その後、放心状態のルーチェを連れて、冒険者ギルド内に備え付けられている机を三人で囲むことになった。

「……というわけで、このカメリアは勝手について来ただけなんだ。別にパーティーメンバーがどうとかいう話には一切なっていない」

「な、なんだ……そうなんですね。ごめんなさい、アタシ、早とちりしちゃいました……」

　ルーチェは心底安堵した様子であった。

「そもそも風魔とは固定で組めない。素早さを活かしてトリッキーなスキルで戦う近接クラスという面では、道化師のルーチェと役割がだだ被りだからな」

「よかった……。アタシが追い出されちゃうのか、それか三人になるのかとてっきり思っちゃいました。メンバーが増えるのは別に反対ではないですけれど……アタシとしてはそのぅ、エルマさんともう少し二人っきりがいいかなぁ、なんて……」

「でしたらそっちのルーチェ殿ではなく、私と組むというのはどうでしょう？　生活や人生が懸かっているものですから、何もメンバーを入れ替えるというのが悪いことだとは私は一切思わないでござる。顔見知りというだけでお情けで組む方が、お互いへのマイナスは大きいでしょう」

「んんんん!?」

　一切退かないカメリアの姿勢に、ルーチェの表情が一気に曇った。

「そういう意味でも有り得ない。ルーチェは初期ステータスとスキルツリーの優秀さを見込んで、俺の方から頼み込んでパーティーを組んでもらったんだ。それに一緒に〈夢の穴ダンジョン〉を潜って、性格も合うし、人格面でも信頼できると考えている」

「えへへ……エルマさん、そこまで褒めなくても……。ちょ、ちょっと恥ずかしいです。でも、まあその、それ以上に嬉うれしくはあるんですけれどぉ……」

　ルーチェの顔が赤くなり、手持ち無沙汰気味に手許を動かしていた。今日のルーチェはよく顔色が変わる。

「風魔は悪いクラスではないと思うが、別に特別組みたいという理由はない。それに、お前の性格面についても全く知らない。なんなら急に押しかけて来て付け回して、挙げ句にパートナーの前でパーティー解消を持ち掛けてきたお前の印象は悪い。何度も言っているが、お引き取り願いたい」

「そうですそうです！　エルマさんを誑たぶらかして、アタシから奪おうとしないでください！」

　ルーチェが俺の腕に抱き着き、「う～」と番犬のような声を出してカメリアを威嚇する。

　カメリアがすっと素直に頭を下げた。

　ここまで人の話を聞いているのかいないのかわからないような態度だったので、この反応は意外であった。

「……このような強引な真似に出たことについては謝罪させていただく。ただ、どうしても私はエルマ殿を諦められないでござる！　私はレベルはそれなりに上がっていますし、組んでさえいただければ細かい条件は全面的にエルマ殿にお任せする。どのような形態でも文句は付けないと約束する。何ならば金銭的には余裕があるため、ドロップアイテムや報酬金は全てエルマ殿にお譲りしても構わないでござる」

　カメリアは真剣な表情でそう語る。

「何故そこまで……」

「私の一族は、代々とある貴族の騎士として仕えているのでござる。毎代、当主候補者は王国中に修行に出て……最も高いレベルを得たものが次代の当主となるしきたり。私のレベルは、母上の一族内での立場にも直結してくる。何としてでも冒険者として成功を収めなければならない……」

　なるほど……レベル史上主義の一族、か。この世界では別段珍しいことではない。俺もクラスのせいで次期当主の座を奪われた立場である。

　母親の立場にも関わって来るということは、恐らく腹違いの兄弟姉妹が何人もいるのだろう。これだけ切実な様子を見るに、現状一族内での母親の立場はあまりよくないのかもしれない。

　そういう事情であれば、ドロップアイテムや報酬金に対する関心の薄さも頷ける。

「そんなときに、エルマ殿の噂を聞きつけたのだ。聞けばまともに戦えないと仲間から見捨てられていたルーチェ殿を、ほんの数日の内に冒険者ランクの昇級へと持っていった……と。どうか私にも、冒険者としての道を教示していただきたいのでござる」

「なるほど……お母さんのため……そういう事情だったんですね。あのぅ……アタシは別に、この子と三人で組むのは嫌じゃないかなって……」

　さっきまでカメリアに対して鳴き声で威嚇していたルーチェだったが、すっかり彼女の事情に絆ほだされていた。

「……私の立場で言うのもなんではありますが、ルーチェ殿は嫉妬心が強い割りにはチョロ……ごほん、根が善良でござるな」

　カメリアもルーチェの変わりようには少し驚いている様子であった。

「ううん……三人で固定で組むのはな……」

　正直、ルーチェと二人で組むというのは、俺にとって恐ろしく都合がいいのだ。〈燻り狂う牙〉軸の重騎士のピーキーな性能を、道化師のトリッキーなスキルで補うことができる。俺の火力で強敵を倒し、ルーチェは足りない性能を補って補佐しつつ、〈豪運〉のスキルで倒した強敵から高価なアイテムを引っ張って来られるというサイクルが完成している。

「パーティー入りが駄目だというのならば、スキルポイントの振り方をどうするべきか、教えてはいただけないか？　エルマ殿がクラスやスキルについて造詣が深いということはわかっている。何かお勧めの〈技能の書スキルブック〉があれば教えてもらいたい。実家が抱えているものが、もしかしたら使えるかもしれない。もちろん、相談に乗っていただければ、それなりの謝礼は払わせていただく」

「悪いがそれもできない」

　俺はカメリアの提案を断った。

「な、何故でござるか！」

「強さというのも一言で言えるものではない。レベルが上げやすいスキル構成や、死ににくいスキル構成、対応力のあるスキル構成……様々だ。下手に指南して、齟そ齬ごが生じた場合に恨みを買うような真似は避けたい」

　ゲームの〈マジックワールド〉でも、スキルポイントの振り方の助言をして逆恨みを買ったプレイヤーなんて掃いて捨てる程見てきた。環境の変化で強いはずだったキャラビルドが急に弱くなったり、そもそも通説が間違っていたり、なんてこともある。

　ゲーム内でさえそうだったのだ。〈マジックワールド〉が現実と化したこの世界では、余計にその傾向は強くなっているだろう。

　特に親しくもない相手のスキルポイントの振り方の教示など、絶対に行うべきではない。

「べ、別に、逆恨みなど抱かない！」

「スキルポイントの割り振りは取り返しのつかない要素だ。自分の目指している方向の最善ではなかったと気が付けば、強さが全てのこの世界では、一生それを引き摺ずり続けることになる。その恨みを俺に向けることが、別に逆恨みだとは俺は思わない。だからこそ教えない」

「き、厳しい……」

　俺の頑なな様子に、ルーチェがそう呟いた。

「そうであれば、どういった型があるのかさえ教えていただければ、そこから私が決定する。これならば問題はないでござろう？」

「どういう路線の強さを求めているんだ？」

「えっと……そ、それは……」

　カメリアが口籠る。漠然と強くなりたい、程度にしか考えていなかったのだろう。

　ある意味当然のことだ。しかし、〈マジックワールド〉の強さとは、基本的に細かい一長一短の要素の積み重ねである。何かに秀でることは、時として何かに脆もろくなることに等しい。

「そこで迷うってことは頭の中に明確なビジョンがないってことだ。今付け焼刃で方向性の種類だけ聞いても、絶対にいい加減な決め方をして、やっぱりこうするべきではなかったのだと後悔することになる。ただ、どれだけ慎重になっても、この世界ではスキルポイント振りの後悔は避けられないことなのかもしれない。だからこそお前のためではなく、俺は俺のために他人の後悔は背負えないし、責任も持てない」

　ゲームの世界よりも扱いやすさに長けたクラスが評価されている傾向にある……という点自体、俺にとっては意外なことだったのだ。まだ全く俺が気が付いていない評価軸の違いが複数あったとしてもおかしくはない。

　それに、ゲームとこの世界では、この世界が一つの世界として成立しているためか、各ステータスの詳細な意味合いなんかが少し違っている。スキルの細かい動きや扱いなんかも、ものによっては若干仕様が違っている。世界の解像度を上げるための解釈、とでも称するべきか。

　今のところそれらは致命的な差にはなっていない。しかし、その差異の影響で、俺の考えが全く通用しない事態が待ち構えている……ということも、充分起こりえるのだ。

　自分やルーチェのことならば常に考察や調査を交えながら進められるし、その結果として何か問題が起これば、自分にできる範囲で何かしらの責任を取ろうという覚悟もある。だが、たまたま押しかけて来た相手に対して、ちょっとした金銭を対価にその責任を背負うということはとてもできない。

「う、うう、うぐ……」

　カメリアは手詰まりであることを悟ったらしく、がっくりと項垂れた。

「エルマさん、ちょっとした助言をしてあげる……くらいならいいんじゃないですか？　こういうことはしない方がいいだとか、こういうスキルツリーがあったらプラスに働くかもしれない……だとか」

　ルーチェがそう口にする。

　ううむ……それくらいであれば問題はない……か。リスク管理としてはできればその範囲のことでも避けたいというのが本音ではあるのだが。

「わかった……簡単な部分だけ、ざっくりと教える。判断ではなく、情報の方をな。ただ、何がどこまでが正しいのかは俺もわからないし、知らない。俺がスキルツリーの相談に乗ったということも言いふらさないでほしいし、ここで聞いたことも無暗に口外しないでほしい。責任も一切取れないから、金銭ももらわない」

「いいのですか！　ありがとうでござる、エルマ殿！」

　カメリアは声を弾ませてそう口にする。

「勿もっ体たい振ったが……別に俺は、人に何か教えるのが嫌いだというわけではないんだ」

「教えるのが好きな人はここまで嫌々話さないと思うのですが……」

　カメリアがそう苦笑した。




　そうして……三時間が経過した。

　俺は大量に紙を購入し、そこに細かく情報を記載しながらカメリアへと、風魔というクラスのキャラビルドについて説明していた。

「この【レベル：30】帯での狩場の筆頭候補として〈クリスタル廃鉱〉が挙がるわけだが、ここの魔物で気を付けなければならないのはポイゾマウスだ。ポイゾマウスのスキルで厄介なのは、実質固有スキルとなっている〈スピンテール〉……スキル発動の速さランクが驚異の５になっている。スキル発動中の動きも異様に速く、瞬間最大速度の理論値は素早さのパラメーターの１・６６倍＋12・５にもなる上、弱いながらに追尾効果もある。スキル不使用での安定回避は困難だし、魔物も複数で出てくる。地形も必ず万全の状態で迎え討てるとも限らない」

　スキル発動の速さランクとは、厳密には〈マジックワールド〉の公式用語ではない。ただ、各スキルの発動までにかかる時間には明確な差があり、その本人のパラメーターではなくスキルに依存する部分をプレイヤーの間ではスキル発動の速さランクと呼んでいたのだ。

　無論、同じ速さランクのスキルでも、本人のパラメーター……魔法力や素早さなんかで、スキル発動時間は変わって来る。パラメーターだけではなくクラスによって左右される部分もあり、そうした部分はクラスの速さランクといわれている。

　この辺りの情報を全て頭に入れておかなければ、その時々に応じた最適行動というものはとれない。情報がしっかり頭に入っていれば、最速でスキルを返せば安定して相手の行動を潰せるのか、見てからの安定反応は不可能なので勘で被せるか、癖やパターンから見抜かなければならないのか、といった部分が変わって来る。

「こうしたポイゾマウスのような魔物に対して、逃げの一手で対処するのか、確実に倒すように動いてくのか……という点でもキャラビルドは変わって来る。風魔としてはこのレベル帯では基本的に逃げた方がいいんだが、そのときの仲間のクラス次第……もっといえば、性格次第なところもあるからな。カメリアにとって逃げるのが都合がよくても、仲間はそうではないかもしれない」

　こうした点を全て判断材料として与えておかなければ、断片的な情報では齟齬を生んでしまうだろう。

「……さっきから反応がないが、カメリア、話を聞いているのか？　少し問題を出すぞ。【レベル：20】同士で、クラスの速さランクを考慮しないとすれば、スキル発動の速さランクが一つ違うスキルを両者が理論値の速さで発動する場合、それは何秒の差になる？」

「すみませんエルマ殿……座学はその……得意では……」

　最初は嬉き々きとしてメモを取っていたカメリアが、今では虚ろな表情でじっと紙面を見つめている。

「詳細に教えていただけるのはありがたいのですが……その、もう少し大雑把で構わないといいますか……」

「何を言っている。それでは絶対に齟齬が出るから、こうした部分から教えているんだ。とはいっても、本当に基礎の基礎の部分しか話していないし、考慮の材料として想定している状況も極一般的な範囲だぞ」

「……わ、私如きでは、エルマ殿から教えをいただくには早かったようでござる。精進して参ります」

　カメリアはふらりと、その場から逃げようとした。

　俺は素早くその腕を摑む。

「まあ待て、カメリア。確かにちょっととっつき難い部分を焦ってしまったな」

「ひぃっ！」

　カメリアが小さな悲鳴を上げる。

「もう少し細かい部分から順を追って説明しよう」

「更に細かい部分から!?　す、すみませんエルマ殿、本当にちょっと……もう、頭が限界でござる！　多分これ以上教えていただいても、頭に残らないので！」

　カメリアは俺の腕を振り解き、素早く身を翻しながら立ち上がる。

「〈影踏み〉！」

　俺はカメリアの影をだんっと踏んだ。

　逃げようとしたカメリアがその場で派手にすっ転ぶ。

「こ、こんなことにスキルまで使う人がいるでござるか！」

「お前も追い掛けるときにスキルを使ってただろうが！　大丈夫だ、俺の説明が少し悪かっただけだ。ちゃんと理解しやすい形に心掛ける！」

「教えるのが嫌いじゃないのは本当だったでござるか!?　すみません、本当にもう、無理なので……！　全然もう、戦い方に活かせる気がしなくて……！」

　カメリアが泣きそうな目でそう口にする。

「エ、エルマさん、エルマさん、もう止めて上げましょうよぉ！　話ならいくらでもアタシが聞きますから、ね？　ね？」

　ルーチェが俺の肩を必死に摑み、止めに入って来た。





【後書き】

　どうも、作者の猫子です。

　この度は転生重騎士の第一巻をお買い上げいただき、ありがとうございました！

　講談社さんでライトノベルを出させていただくのは初めてなので、この作品で初めて私の作品を買ってくださった方も多いのかなと考えています。




　はてさて本作品の転生重騎士ですが、既に知っている方も多いのではないかなと思いますが、なんとありがたいことに既にコミカライズ（漫画化）のＷＥＢ連載も始まっておりまして、本作品が発売されてからすぐ漫画単行本の方も出る予定となっております！

　漫画単行本の方は六月六日発売予定となっておりますので、気になった方は各自確認していただけますと助かります！　もしかしたら書店で購入された方は、漫画コーナーに既に同シリーズのコミカライズ一巻が置いてあるかもしれません。

　また、ＷＥＢ連載は、ヤンマガＷＥＢさんにて行われております！　また、六月十二日より、マガポケさんでも転生重騎士のコミック版が配信開始予定となっています！




　いや、凄い時代になりましたよね。私がライトノベルを知ったのは十数年前、「涼宮ハルヒの憂鬱」がアニメ放映されていた頃だったかなと思います。当時はコミカライズが出る作品なんて人気作のほんの一握りだったと思いますが、今ではなんとライトノベルと同時にコミカライズの単行本が出る時代になるとは……。

　某オーバーなロードやスライム主人公のＷＥＢ小説原作漫画が大ヒットして、アプリやＷＥＢ連載も年々活性化し続けているので、その影響なんだろうなと思います。いや、本当に十年前とはライトノベル業界も大きく変わりました。

　こうして戦える市場が広がっていくというのは本当にありがたい話です。ただ、ここ数年の業界の変化が激しいので、自分も振り落とされないように、しっかりとしがみついて立ち回らなければと必死です。




　自分は元々趣味でＷＥＢ小説を書いていたことが始まりだったこともあり、インターネットの変化には敏感な方だろうなと自負していますが、ありとあらゆるものを効率化して、流行の移り変わりや市場の変化の高速化を促進させていくのは、インターネットというものの功罪なんだろうなと最近ひしひしと感じます。

　ライトノベルのトレンドの変化や、それに関するコミック市場やその発表媒体の変化もそうなのですが、またちょっと自分の周りで、更に業界全体の大枠が変わり始めているのを感じることが多いです。

　十年後のライトノベル市場や、それらを包括したエンタメ市場は、恐らく今からは予想もできないほど大きく変化したものになっているだろうなと思います。もし本作品を読んでくださっている読者さんの中に、将来ライトノベル作家になりたいと考えている方がいましたら、その辺りのことは覚悟しておいた方がいいかもしれません。




　……もっとも、私が勝手にそんなふうに思い込んでいるだけで、案外十年、二十年後も大きくは変わらなかったりするかもしれませんが、ええ。




　話題がどんどん横道にズレていっていますね……。もし後書きでよくわからないこと長々書いてるなーと思ったら、大抵その作家さんは行数を埋めることに必死なので生暖かい目で見守ってあげてください。

　あんまりね、ないんですよね、後書きで長々書きたいことって。作品内以外で自分の作品の内容に触れることって、なんだか照れというか気恥ずかしさがあって。「これってこれを表現したかったんですよ！　ここは○○時代に学んだことを小説に落とし込みたかったんですよ！」みたいなことって、小説から伝わらなかった人にはさっと流してもらった方がいいなと私は思います。解説が駄目ってわけじゃないんですが、なんだか私は照れが出てしまって。

　でもスペースは決められた分だけなんとしてでも埋めなければならない。正直、後書きを書くのは本編を書く三倍近い時間が掛かります。思い付きみたいな文章を羅列しているだけであっても、ええ、本当に。




　今度他作家さんの後書きを読むことがあったら、この辺りの猫子の葛藤を念頭に置いて読んでみてください。

　ああ、スペース埋めるのに苦心してこんなどうでもいいことを話しているなだとか、本編より改行が多いなだとか、言い回しがちょっと諄くどいなだとか、謎の空行がちょくちょく挟まれているなだとか、感じることがあるかもしれません。ええ、私のことではありませんとも。

　もしも後書きに洒落たエッセイや、執筆に至った熱意なんかを正面から語ったものがありましたら、もうそれは猫子の完敗です。そうした方々の後書きと私の後書きをどうか比べないでいただければ幸いです。




　なんてことを書いている間に、規定枚数分どうにか埋まったようです！　よかった……！

　改めまして、本作品をお買い上げいただき、まことにありがとうございました。次巻でもお会いできましたら幸いです。

　また、本作品が面白かった方は、ぜひぜひ漫画版転生重騎士もお買い上げいただければ幸いです！





電子版特典

『転生重騎士と異界の子竜』




「エルマさん……エルマさん！　大丈夫ですかぁ？」

　ふと声の方へと目を向ければ、道化姿の少女、ルーチェの姿が目に付いた。

「悪い、ルーチェ、少しぼうっとしていたようだ」

　俺は軽く額を指で叩いた後に、周囲へと目を向ける。どうやらここは青い木々と紫色の草花が生い茂る、不気味な森の中のようであった。

「この現実離れした光景、〈夢の穴ダンジョン〉か」

「本当に大丈夫ですかぁ？　ここ……〈異界の森〉は、エルマさんも来てみたいって言ってたじゃないですか」

「〈異界の森〉……？」

　聞き覚えのない名称であった。〈マジックワールド〉の世界でも、そのような名称の〈夢の穴ダンジョン〉はなかったはずだ。

「二人でここに出るレアモンスターを探しに来たんじゃないですか！　アタシが一目見てみたいって言ったら、エルマさんが手伝ってくれるって……！」

　本当に覚えがないのだが……。何かしらの魔物のスキル攻撃でも受けてしまったのだろうか？

「ルーチェ、引き返さないか？」

「入ったばかりですよ！　滅多に来れないんですから、行きましょうよぉ！　アタシ、例のレアモンスターを見てみたくって、本当に楽しみにしてたんです！　昨日なんて一睡もできなくて……！」

「妙に乗り気だな……そのモンスターは、よっぽどドロップアイテムがいいのか？」

　そのとき、周囲を見回していたルーチェがびくりと肩を震わす。俺へと振り返って、唇の前に人差し指を突き立てた。

「いました、エルマさん。こっちです」

　ルーチェは小声でそう言うと、物音を立てないようにそうっと移動する。木に身体をくっ付けて、盗み見るように森の奥へと目を向ける。

「凄い……初めて見ました、本物のイルシアさんですよ！　エルマさん！」

「イルシア……？」

　聞いたことのない名前だ。俺はルーチェの視線を追って、そのイルシアとやらを探した。

　花畑に、全長八十センチメートル前後の、小さなドラゴンが座り込んでいた。どうやら四足歩行ではなく二足歩行のようだ。黄色い体表をしており、長い尾がゆらゆらと揺れていた。

「アレがイルシアなのか……？」

「本当に覚えてないんですか、エルマさん！　イルシアさんですよ、イルシアさん！」

「覚えていないというか、知らないんだが……」

　俺ではなく、ルーチェが何かしらの状態異常を受けている可能性まで出てきた。

「知らないって……『転生したらドラゴンの卵だった』……通称ドラたまの主人公、イルシアですよ！」

「本当に何の話だ!?」

「主人公はふと目が覚めたらドラゴンの身体になっていて、見知らぬ森に投げ出されていたんです。心は人間なんですが、外見がドラゴンのため人里に顔を出しても追い返される始末で……。いつか人の姿に戻れることを夢見て、強敵達を倒して進化を重ねて、どんどんと大きくて力強いドラゴンになっていくんです！　その過程で人の英雄から敵視されたり……逆にある集落の部族から神聖視されたり……。数々の出会いと別れを経て強大なドラゴンになったとき、彼はこの世界と自身の転生の真実……そして古代より続く因縁へと巻き込まれていくんです！　それで、それで……！」

　ルーチェが熱を込めて、早口で一気に捲し立てる。

「……街で流行りの人形劇か何かか？」

「小説ですってば！　『転生したらドラゴンの卵だった』……原作小説、十五巻まで発売中！　この度十六巻も発売いたします！　漫画化もされていて、そちらは五巻まで出ています！　原作者はこの作品転生重騎士と同じく猫子先生が書いていらっしゃいます！　興味を持った方は、ぜひよろしくお願いいたしますね！」

　ルーチェは一気にそこまで喋ると、疲れたのか肩を落とし、息を乱していた。

「はぁ、はぁ、ノルマ達成しましたよ、エルマさん……！　伝えるべきことは全て伝えました、アタシ！」

「ルーチェ、やっぱり混乱か幻覚でも受けているんじゃ……」

　そのとき例の小さなドラゴンが、俺達の方へと目を向けた。立ち上がったかと思うと、両手をブンブンと激しく振って威嚇しながらこちらへと向かってきた。

「しまった、気付かれたぞ！」

　俺は剣を構え、小さなドラゴンへと向けた。

「あ……違うんです、エルマさん！　イルシアさんは寂しがり屋で、人を見て寄ってきているだけで……！」

　参った……結局、この〈夢の穴ダンジョン〉が推奨レベルいくつなのかも俺は知らない。このイルシアだとかいう魔物は何故か〈マジックワールド〉には存在しなかったため、どの程度のレベルなのか皆目見当もつかない上に、相手の戦い方や弱点もまるで見えていないのだ。

　俺は【Lv：41】……もしも奴が高レベルの厄介な魔物だった場合、下手に戦うよりも逃走を選んだ方がいいだろう。

　俺は〈ステータス〉で相手の情報を確認する。

【魔物：ベビードラゴン】【Lv：10】

　よかった……全然強くなかった。ＨＰやＭＰも、レベル相応で特に高いということはない。

「というよりルーチェ……こいつ、イルシアではなくベビードラゴンというみたいだぞ。どうやらドラゴン違いだったらしい」

「あ……違うんですよぉ、それ。ベビードラゴンは種族名で、イルシアっていうのは森で仲良くなった女の子からもらった名前で、その由来が実は特別な意味を持っていてですね……！」

　ルーチェがまた熱心に語り始めた。要するに都市ロンダルムでベビードラゴンをモデルにした小説でも出ていて、それで関心を持ってこの場所へとやってきたようだ。しかし俺としては、ドラたまだかなんだか知らないが、〈夢の穴ダンジョン〉の中なのだからもう少し危機感を持ってほしい。

「む……まだ情報が見られる？」

　レベルやＨＰの他に、何やら魔物の紹介らしいテキストが出てきた。こんなものは〈マジックワールド〉でもこの世界でも見たことがない。

「おおっ！　ドラたま世界の特徴ですね！　あちらの世界の神の力です。魔物ごとの紹介テキストを確認できるんですが、皮肉や毒っ気のあるものが多くて、それが作品のいいスパイスに……！」

【ベビードラゴンは爪や牙も短く、戦闘力も低い。】

【ただ潜在能力が高く、多種のドラゴンに分岐して進化する。】

　多種のドラゴンに分岐して進化する……？

「こいつ、存在進化を繰り返すことが前提の魔物なのか……。放置すると危険そうだな」

　俺は剣を持つ手に力を込めた。

「あのぅ……エルマさん？　あの子に敵意はないはずなので、そろそろ剣を下ろしてあげても……」

　む……何やら、まだ追加のメッセージがあるようだった。

【非常に柔らかく美味な〈子竜の肉〉を確実にドロップする。】

「なるほど、このドロップ狙いで俺達は〈異界の森〉に来ていたのか」

「違いますよう!?　あの、剣を下ろして……！」

　俺は迫ってくるベビードラゴンの前へと跳び出した。ベビードラゴンは俺の胸部へと、頭から衝突することになった。

「〈城壁返し〉！」

「ガァァッ！」

　ベビードラゴンの身体が軽々と宙へと跳び、勢いよく身体を地面へ打ち付けていた。その後、ベビードラゴンはよろめきながら立ち上がる。

「む……上手く決まらなかったか」

　俺がトドメを刺そうとベビードラゴンへ近づくと、ルーチェが背後から俺に抱き着き、動きを止めてきた。

「止めてあげてください！　本当に！」

「いや、こいつは危険な魔物でだな……。イルシアだとかいうのは、ベビードラゴンをモデルにした小説の中の話だろう？」

「いえ、これはその、クロスプロモという奴でして……！　とにかくエルマさんにとって大先輩同然なんですから、斬っちゃ駄目です、斬っちゃ！　イルシアさんっ！　今の内に逃げてくださいっ！」

　ルーチェがベビードラゴンへと叫ぶ。ベビードラゴンは俺達に背を向けて駆け出すと、跳び上がって身体を丸め、そのまま凄い勢いで転がって森の奥へと消えていった。

「……ルーチェ、あのドラゴン、転がっていったぞ」

「はい……イルシアさんは、転がって移動するのが好きなんです」

「本当にドラゴンなのか？」

　そのとき、突然世界がガタンと、大きく揺れた。

　周囲の光景ががらりと変わり……俺は、馬車の中に座っていた。隣ではルーチェが馬車の窓から顔を出して、風景を眺めている。

　……そうだ、俺は今、エドヴァン伯爵領を離れるために馬車で移動している最中だったのだ。あの〈異界の森〉での珍妙な出来事は全てただの夢だったようだ。俺は心から安堵した。

「あ……起きたんですね、エルマさん。見てください、変わったものが走っていますよ！　アレ、アレ！」

「どれどれ……」

　俺は腰を上げてルーチェの目線の先を追う。森の中を、黄色い生き物が高速で転がって駆け抜けていくのが見えた。

「ヘンな生き物でしたね……。〈夢の穴ダンジョン〉から出た魔物でしょうか？」

「イルシア……」

「何か言いましたか、エルマさん？」

「い、いや……」

　……もしかしたら、これも夢の中なのだろうか？　俺は頰を抓った。
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本作品は、二〇二二年五月、小社より単行本として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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